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　　　プロローグ







　少女は夢を見ていた。

（ああっ……今、あたし、夢を見てるんだ）

　夢の中で夢だと気づいたのは、傍かたわらに亡くなった母がいたからだ。

「この人があなたの高こう祖そ父ふよ」

　やさしく響ひびく母の言葉を、幼い女の子がたどたどしい声でくり返す。

「こーそふ？」

（そう、高祖父。父、祖父、曾そう祖そ父ふ、高祖父。つまり四代前のご先祖様ね）

　少女は得意げに解説してやるが、その声は女の子へ届かない。けれど焦あせる必要はなかった。母がもっとわかりやすい言葉で教えるから。

「あなたの、お爺じいちゃまのお爺ちゃま」

「お爺ちゃまのお爺ちゃま？」

　女の子がキョトンと首を傾かしげると、母はやさしく微笑ほほえんだ。

「そう、ご先祖様ね」

　いつしか少女は女の子になっていた。そして母が既すでに亡くなっていることも忘れ、少女は童心のままに声を弾はずませる。

「ご先祖様、ご先祖様」

　その目にはカイゼル髭ひげを反そらせた老人が羽は織おり袴はかま姿で屹きつ立りつする銅像が映っていた。

「お爺じいちゃまのお爺ちゃまはね……」

　母は高こう祖そ父ふの人生を語りだすが、その言葉は途中で消えてしまう。不思議に思った少女が見上げると、青い空を背景に母の顔が見えたが、その口は動くばかりで何を言っているのかわからない。音がないのだ。

　少女はこの時の母の話をほとんど理解できなかったことを思い出す。

　そう、記憶にないから、夢の中で再生できないのだ。

　けれどその先に言われたことは今でもはっきりと記憶しているし、幼いながらに母の言葉も理解していた。

　だから母の言葉が音になる。

「そう、だから、愛。あなたはみんなをハッピーにする、そんなやさしい子になってね」

「うん。わたし、みんなをハッピーにする」

　遠く電子音が鳴り響ひびく中、少女は母と約束を交わした。

「んっ？」

　まどろみの中、電子音がどんどん大きくなり、それに正比例する形で意識もどんどんハッキリしていく。

（夢、かあ……そうだよね。お母さんはもういないんだから）

　少女は少しばかり切なくなるが、奇妙な違和感を抱く。

「あれっ？　あたし、いつ目覚ましを止めたっけ……」

　いつの間にか目覚まし時計のアラームが止まっていたのだ。そして少女は時計の文も字じ盤ばんを見て飛び上がる。

「うそっ！　もうこんな時間!?」

　いつもの起床時間を一時間以上も過ぎていた。

「あ～っ、もう、お母さんのせいだ」

　夢に出てきた母へ八つ当たりしながら、制服に着替えると、少女はあわてて部屋を飛びだした。













　　　第一章　お兄ちゃん、起きて







　春しゆん眠みん、暁あかつきを覚えず。

　千年以上昔の詩にも詠よまれている通り、春の朝は眠たいと決まっている。もっとも成長期にあると、季節に関係なく朝は眠い。

　四月も後半に入った平日の朝、相あい葉ば佑ゆうは深い眠りの中にいた。

　まどろみの中、遠く妹の声が聞こえる。

「お兄ちゃん、起きて」

　身体からだが揺れて、遠かったはずの妹の声がだんだんと近くなる。

「お兄ちゃんっ、早はよう起きてえや」

　広ひろ島しま弁だった。妹の広島弁はいつもはおっとりしているはずだったが、何な故ぜか今日は少しばかり声こわ色いろが焦あせっていた。

「うち、もう学校に行かんといけんのんじゃけえ」

「えっ！　学校」

　あわてて佑が跳ね起きると、そこには制服に身をつつんだ黒髪の美少女がいた。

　黒目がちの瞳ひとみ、腰まで届く長い黒髪。顔の造りはおとなしめの和風美少女で、さながらかぐや姫の化け身しんといったところ。

　妹の相葉真ま伊いだ。

「起きたん？　朝ご飯は用意してあるけえ、食べてね。うちは先に学校へ行くけえ」

「えっ……ああ、うん」

　寝ぼけ眼まなこで佑がうなずくと、真伊は心配そうに眉をよせる。

「もう、お兄ちゃん。ほんまに大丈夫なん？」

　妹の不安そうな声が、兄としての責任感を刺激して、佑の頭もようやく働きはじめた。

「う、うん、大丈夫。僕、起きたから。今朝、真伊は用事があるんだよね」

「うん、朝の礼拝当番じゃけえ」

　真伊がニッコリ微笑ほほえんだ。

　相葉兄妹きようだいの通う雲雀ひばり之の丘おか学園はキリスト教系の学校で朝の礼拝がある。その当番として数人の生徒が駆り出されるのだが、今日は真伊がその一人だった。

「じゃあ、同じクラスの子と約束しとるけえ、先に行くね」

「う、うん。清水しみずさん、だったよね」

「うん、ちいちゃん」

　清水しみず知ち枝えで、ちいちゃん。ちゃんと会話が成り立って、安心した真ま伊いの口調がいつものおっとり広島弁に戻る。

「お兄ちゃん、ちゃんと起きたみたいじゃね。ほいじゃあ、うち、行くけえ」

「うん、いってらっしゃい」

　パタンとドアの閉まる音がすると、佑ゆうの視線が周囲をさまよう。

　八畳ほどの空間、アパートの一階にある管理人室だ。

　ここに親のいない佑と真伊は兄妹二人で住んでいる。

　部屋の片隅には折りたたみ式家具調こたつが置いてあり、その天てん板ばんには朝ご飯が用意されていた。

　佑は立ち上がって朝ご飯を食べようとする。少なくとも頭ではそういう自分の姿をイメージした。

（そう言えば、今日はしいちゃんも朝、何か用事があるんだったっけ……）

　このアパートには佑と真伊の相あい葉ば兄妹きようだいの他ほか、幼なじみの志し井い舞ま衣いと同じクラスの姉あね川かわ美み唯いも住んでいる。

　美唯については、元々男嫌いな性格だったのと、初対面が最悪だったこともあって、関係は良好とは言い難い。けれど妹の真伊と幼なじみの舞衣とは仲が良かった。

　佑がこのアパートから一人で登校することは滅めつ多たにないのだが、今日はその滅多にない状況が生じていた。日常の中のちょっとしたエアポケットかもしれない。

（今日は僕一人だから、絶対に二度寝しちゃいけないぞ……うん、絶対に）

　もっとも身体はなかなか動かない。小テストがあって、夜遅くまで勉強していたせいだ。

　佑と真伊は奨しよう学がく生せいで、入学金や授業料などを無む償しようにしてもらっている上、学校から奨学金を受けている。そしてこの奨学金は一定以上の成績で卒業すれば無償となる仕組みだった。

　だから小テストでも、手を抜けないのだ。

（大変だけど、学校が近いから、助かってるよね。通学時間が短い分、他のことに時間を回せるわけだから。勉強とか、アパートの仕事とか、そして睡眠とか……）

　ぼんやりとそんなことを考えていると、佑はふっと心地ここち好よい感覚に見舞われた。

　不思議なことに朝はしばしば時間がジャンプする。

　目を閉じた一いつ瞬しゆんで、時計の針が大きく動くのだ。

　佑も目を開けると、何な故ぜか世界が横向きになっていた。

　畳の面が縦になっていて遠く前方へ続き、布ふ団とんも畳にくっつく形で直立している。そのシュールな光景に違和感を抱いたのはほんの一瞬だった。

　目覚まし時計の文も字じ盤ばんと針が見えたのだ。

　縦を向こうが、横を向こうが、長針と短針が指し示している数字を見れば何時何分頃ごろなのか直感的に理解できる。

「うわっ！　しまった」

　いつもの家を出る時間より二〇分近く過ぎていた。

　あわてて佑ゆうは跳ね起きると、急いで制服に着替える。もう妹の作ってくれた朝ご飯を食べる余裕なんてなかった。急いで部屋を飛び出る。

（僕、奨しよう学がく生せいなのに、遅刻なんて絶対にダメだ）

　義務感に心が押しつぶされそうになりながら、アパートのドアにカギをかけると佑は涙目で全力疾走をはじめた。




　時は少し前後しながらも、ほぼ同時刻。

　雲雀ひばり之の丘おか学園の制服を着た少女が全力疾走していた。

　さらさらの髪が風に舞う。髪質が細い上、ショートヘアなので簡単に重力から解放される。

　顔立ちはややきつめで、可愛かわいいというより美人といったタイプだが、小学生級の一五〇センチ台の低い身長と、その俊しゆん敏びんな動きで、まるで猫のようだ。

「あ～っ、もう、遅刻、遅刻。生徒会の副会長が遅刻してちゃ、面目丸つぶれよね」

　少女は手にしていたトーストを口で咥くわえると、腕時計に目をやる。

（正門からだとギリギリかな？　今日は裏道を使った方が確実かも……）

　そしてクスリと笑う。

（お母さんなんかに負けませんよ～だ）

　けれど次の瞬しゆん間かん、少女は頭に強烈な一撃をくらった。

　何が起きたのかもわからないまま、少女は倒れこむ。その猫ねこ目め石いしのような瞳ひとみには青空に舞うトーストが映っていた。




「痛いててて」

　横殴りの強い衝しよう撃げきを受けて、気づけば相あい葉ば佑は四よつん這ばいでアスファルトを見ていた。

　咄とつ嗟さに何が起きたのかもわからないでいると、女の子の声が耳に入る。

「いった～い」

　その声に誘われる形で頭を上げると、佑は強烈な既き視し感かんにとらわれた。

（あれっ？　どこかで見たことあるような）

　目の前にオリオン座があるのだ。

　あの凍こごえる夜空に輝かがやく、冬の星座の王様である。ただし目の前にある季節外はずれのオリオン座は何な故ぜか白と水色のストライプ模様だった。

　ほんの数秒ばかりほどマジマジと見入った形になるが、佑はこの色違いのオリオン座をつい最近、見たばっかりだったことを思いだす。

　そう、入学式の日に見た純白のオリオンだ。

　同時にその後に起きた一連の記憶も鮮やかに甦る。

　大声で「助けてーっ！　変質者！　チカーンッ！」と騒さわがれて、気づけば一〇人以上の女子に囲まれ、学年の女王様から「この学校で三年間、絶対に彼女ができることはないから」と脅おどされる……そんな学生生命を絶たれるかと思った数々の思い出が、佑ゆうの喉のどを鳴らす。

「ヒイッ！」

「えっ……」

　佑の真っ青な顔を見て、尻もちをついていた少女も顔を青ざめ絶句した。

　そして奇妙な静寂が生まれる。

　電線の上で雀すずめがチュンチュンと鳴き、遠く車のエンジン音が響ひびく。

　普通ならあわててスカートを押さえるところだろうが、少女は無表情のまま立ち上がると、まるで何もなかったかのようにスカートのホコリを手で払いはじめた。

　前の方はおざなりで、後ろの方、特にお尻しりのあたりは念入りだ。

　少女は目をつぶると緊張した面おも持もちで自分のお尻を触って、上下になでていたが、やがて表情から緊迫感が消える。そして安あん堵どの息を一つすると、目をまん丸にして叫ぶ。

「びっくりしたーっ！」

「ヒイッ！」

　佑の方もビックリして再び喉から悲鳴があがる。すると少女は妙な理屈で怒りだす。
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「そうやって変に怯おびえるから、こっちもお見せしてはいけないものを見せちゃったのかってビックリしちゃうんじゃないっ！」

　少女は平へい坦たんな胸に手をあてると、反対の腕で冷や汗をぬぐう。

「本当にあせったんだから。まだ心臓がドキドキしてる」

　おかげで佑ゆうの心臓もドキドキしていた。ただし理屈や理由はよくわからなくとも、とにかく怒られているのだけはわかる。だから謝あやまることしかできなかった。

「す、すいません。すいません」

「だから、そういう態度がこっちを不安にさせるわけ。何度、言わせる気よ。あのね、男の子の礼儀や取るべき対応ってものを教えてあげる。こういう時はね、顔を赤らめてラッキーみたいな顔をするの。いい、わかった？　そうじゃないと、女の子、不安になるから。はいてないかと思っちゃったでしょ。バカっ！」

　一気にまくしたてると、不安がぶり返したらしく、少女は再び自分のお尻しりに手をあてて感触を確かめると、真剣な面持ちでうなずいた。

「大丈夫、ちゃんとはいてる」

　少女が安心したところで、佑も何となく安心する。

（何を言ってるのか、サッパリわかんないけど、とにかく助かった）

　しかし二人が油断したところで、無情にも学校のチャイムが鳴る。

　キ～ンコ～ンカ～ンコ～ンと間の抜けた音で、二人はようやく自分たちが遅刻の瀬せ戸と際ぎわにいたことを思い出す。ただし二人の反応は対照的だった。

「あちゃー。やっちゃった」

　少女は茶ちや目めっ気けたっぷりに舌を出すが、佑はこの世の終わりかといった目で四階建ての建物を見つめる。学校まで目と鼻の先ほどの距離だったのだ。

「ああ、遅刻だ……あともうちょっとだったのに」

「もう、遅刻くらいで何をメソメソしてるのよ。男の子でしょ」

　少女から叱しかられるが、佑は奨しよう学がく生せいで学校から援助を受けている身だ。バカみたいに高い入学金や授業料を払って学校を儲もうけさせている一般の生徒とは義務感や責任感がまるで違う。

「だって、だって……」

　事情を知るはずもない少女は腰に手をあてると、盛大なため息を吐く。

「まったく、もう……小しよう心しん者もののマジメ君ね。ま、いいわ。不ふ真ま面じ目めより真面目な方がいいに決まってるんだから。ところで制服が真新しいし、見かけない顔だし、マジメ君は新一年生？」

　その通りなので佑がうなずくと、少女は胸に手を当てた。

「あたしは二年の妹まい原ばら愛あい。それでマジメ君の名前は？」

「ぼ、僕は相あい葉ば佑です」

　中学を卒業後、真ま伊いと二人で暮らす資金を貯ためるため、佑は一年ほど働いていた。事実上の高校浪人である。

　つまり学年こそ違えど、佑ゆうは愛あいと同い年だ。

　それが何となく劣等感となり、うつむき加減で佑が答えると、対照的に愛は極上の笑みを浮かべる。その頰ほおにはチャーミングなエクボがうまれた。

「オーケー、相あい葉ばくんね。それなら力を合わせて、このピンチを切り抜けるわよ」

「えっ、力を合わせて、ピンチを切り抜ける？」

　咄とつ嗟さに意味がわからなくて佑が目を白黒させていると、愛は問答無用と急せきたてる。

「早くしないと本鈴が鳴っちゃうわ。グズグズしない、早くっ！」

「あっ、はい」

　佑は訳もわからないまま、愛と一緒に走りだす。

　少し走ると角を曲がり、あっと言う間に二人の姿は見えなくなる。

　すると電線の上にいた雀すずめたちが、アスファルトの地面へ舞い降りた。そしてトーストをついばみはじめる。




　思わぬご馳ち走そうにありついた雀たちがチュンチュンと喜びのさえずりをあげている頃ころ、雲雀ひばり之の丘おか学園の先輩が後輩に学園における遅刻の定義を語りだす。

「うちの学校、予よ鈴れいまでに校門をくぐらないと遅刻になるのは知ってるわよね？」

「はい、門に先生や風紀委員の人たちがいて、チェックするんですよね」

「そうっ！　つまりそれは言い換えれば予鈴が鳴っても、本鈴までに校舎へ潜もぐりこめば遅刻にならないわけよっ！」

　言葉にすれば簡単だが、生憎あいにくと雲雀之丘学園はセレブ御ご用よう達たしの名門校だ。

　不審者の侵入を防ぐためもあって、学校の敷地は高い塀へいに囲まれている。目分量で三メートルから四メートルといったところ、ちょっとやそっとで乗り越えられるような高さではない。

（あの塀をどうするんだろう）

　そんなことを考えながら佑が正門までの最短コースをとる形で角を曲がろうとする。すると愛は反対側を指さした。

「ううん、こっちよ」

「えっ、そっち？」

　あわてて佑がついて行くと、愛は狭い路地へと入っていった。

　迷いのない足取りから、かなり土と地ち勘かんがあるらしいのがわかるが、どんどん微妙なところへ入っていく。

　最初はアスファルトの上を走っていたが、コンクリート舗ほ装そうになり、最後は土になる。おまけに真横は庭を囲む塀ではなく、家屋の外壁だ。

「えっ、ここって私有地か、私道じゃあ……」

「大丈夫、知り合いの家だから」

　有う無むを言わさぬ強い調子の声こわ色いろに、何だか佑ゆうは「黙りなさい」と言われた気がして、口をつぐむ。

　やがて二人は民家の裏庭に出てきた。

　目の前には古いコンクリート塀べいがあり、その高さは二メートルから二メートル半といったところ。それなりの高さはあるが、他の箇所に比べれば明らかに低い。

「この向こうは中等部校舎の裏手あたりになるわ」

　言うが早いか、愛あいはカバンを塀の向こうに放り投げた。

　中等部の校舎は高等部と同じ敷しき地ち内にあるが、高等部から入った佑は中等部周辺は馴な染じみが薄うすい。

（詳しいなあ。きっと妹まい原ばらさんもエスカレーター組なんだろうな）

　佑が素直に感心していると、愛は屈くつ託たくのない笑顔で壁を指さした。

「それじゃあ、壁に両手をついてくれる？」

　咄とつ嗟さに意味がわからず佑が目を白黒させると、愛は右の靴だけを脱ぐ。そして人さし指に引っかけて、ローファーをくるりと回した。

「背が届かないから、台になって欲しいの。ちゃんと踏み足は靴を脱いどくから」

「あっ、なるほど」

　意図がつかめて、佑は地面に膝ひざをつこうとするが、その動作を愛が止める。

「ちょっと待って。あんまり低く構えられると、背が届かないでしょ……一いつ瞬しゆんだけ耐えてくれればいいから」

「はい、大丈夫です」

　一年間のブランクがあるものの佑も元野球少年だ。体力には自信がある。

　佑の力強い返事に愛の顔がほころぶ。

「男の子らしいところがあるじゃない。それじゃ、行くわよ」

　ノーステップで靴を脱いだ右足で佑の背中を踏んづけると、そのままジャンプ。

「ぐっ」

　佑の喉のどが鳴るが、膝は折れない。そして愛の両手が塀の上にかかった。

　けれどそこから先へ進めない。足が塀を蹴けろうとするが、むなしく滑すべるばかりだ。

「だ、大丈夫ですか」

　頭上の物音を心配した佑が顔を上げると、頭に強烈な一撃が走る。

「うわっ！」

　一瞬、白と水色のストライプを背景に靴底が見えたと思ったら、次の瞬間には尻しりもちをついていた。

　すると塀に上った愛がしかめっ面つらの笑顔で謝あやまった。

「あら、ごめんあそばせ……足が当たっちゃったみたいね」

　佑ゆうからすれば当たったというより、顔を踏み台にされた、もしくは蹴けられたといった感じだったが、見方によっては不用意にスカートをのぞこうとした罰のようでもある。

（もしかすると、怒らせちゃったのかな）

　佑が浮かない表情で額ひたいを手でこすっていると、その間に愛あいは女の子らしからぬ身軽さで、塀へいの上で身体を器用に反転させた。そして塀の上から佑へ手を差しのべる。

「ざあ、づがまっで」

　お腹で身体からだを支ささえているので、さすがに愛も苦しそうな声だ。

　けれど差しのべられた手を見ると、佑の心も軽くなる。

（良かった、そんなに怒ってる感じじゃないや）

　安心すると同時に佑の顔に少しばかり余裕の笑みが浮かぶ。

　普ふ段だんは何かと情けない佑も、ここは女の子に無理をさせるわけにはいかなかったし、その必要もなかった。

「僕なら大丈夫ですよ」

　そしてカバンを塀の向こう側に投げると、腕で振りをつけて垂直跳びの要領でジャンプ。

「よっ！」

　手が塀の角をつかむと、佑は腕の力だけで身体を持ち上げる。今度は懸けん垂すいの要領だが、その一連の軽々とした動きに愛が目を丸くする。

「やるじゃない」

「一応、男子ですから」

　塀に上がった佑が笑うと、愛は屈くつ託たくのない笑みを浮かべる。

「あら、言うわね……って、こんなことを言ってる場合じゃないか。急がなきゃ、本ほん鈴れいが鳴っちゃうわ」

　それから二人は塀から飛び降りると、高等部の校舎に向かって走りだす。

「何とか、間に合いそうね」

　愛が言葉を弾はずませると、佑は心から感謝する。

「ほんとにありがとうございます。僕、九きゆう死しに一生を得たような気持ちです」

「それはお互い様よ」

「えっ？」

　佑が怪け訝げんな表情を浮かべると、愛は茶ちや目めっ気けたっぷりにウインクする。

「あたしね、生徒会の副会長なの。遅刻してたら面めん目もく丸つぶれだったわ」

　それから二人は笑いながら、校舎へ駆けこんでいった。




　その日の放課後。

　私立雲雀ひばり之の丘おか学園の脇わきを走る大通りには下校途中の華やかな一団があった。今年の一年生の中でもトップクラスに入る美少女三人が集まっていたのだ。

　ただし何な故ぜかその真ん中にいるのは、ごく平凡な顔をした男子だった。

　相あい葉ば佑ゆうだ。

　その佑を見ながら、かぐや姫の化け身しんといった和風美少女が眉まゆをひそめる。

「もーっ、お兄ちゃんはあれから二度寝してしもうたん？」

「う、うん。だから、朝ご飯を食べられなかったんだ。ごめんね」

　気まずそうに佑が妹の真ま伊いへ頭を下げると、隣となりから失笑がこぼれる。

「もう、ゆうくんったら、せっかくまいちゃんが朝ご飯を作ってくれたのにダメでしょ」

　幼なじみの志し井い舞ま衣いだ。

　可愛かわいいらしい丸い瞳ひとみと、雪のように白い肌。童顔なこともあって、さながら少女時代の白雪姫といったところ。

　祖母の死や母が行方不明といった複雑な家庭の事情から、高校生ながら佑たちの住むアパートの所有者になっていた。ちなみに父親は会社を経営し、高級住宅街に居を構えている。

　そんな裕福でセレブな彼女も、幼い頃ころは父が冤えん罪ざいにより捕まっていたことが原因となり、いじめられっ子だった。

　それを助けたのが佑なのだが、そのせいで舞衣は今でも佑のことをヒーローのように思っている節ふしがある。

「でも、遅刻はしなかったんだよね。そこはさすがゆうくんって感じ」

「う、うん」

　何だか舞衣から過大評価されているような気がして、佑の歯切れが悪くなる。

　何せ今の佑は貧乏な苦学生だ。社会的にも校内カースト的にも弱者の部類に入る。しかも遅刻にならなかったのは、校内事情に詳しかった上級生のおかげだった。

（妹まい原ばらさんとぶつからなかったら、多分、遅刻してただろうな）

　トーストを咥くわえた愛あいとぶつかったからタイムロスが生まれたのも確かだが、普通に走っていたら間に合ったかどうかあやしい。

　そんなことを佑が考えていると、舞衣はいいことを思いついたと手を叩たたく。

「そうだ。明日から、みんなで一緒に登校することにしない？」

「あら、今でもそうしてるでしょう」

　首を傾かしげたのはゴージャスな雰ふん囲い気きの美人だった。

　ウェーブのかかったボリュームのある長い髪。その色は明るく、胸の大きさと腰のくびれ方がＵＳＡサイズなこともあって、一見するとハーフに見える。

　姉あね川かわ美み唯いだ。

　佑たちが住むアパートの改装費も、彼女のポケットマネーによるものだった。

　つまりアパートは事実上、所有者の舞ま衣いと改装費を負担した美み唯いのダブルオーナー体制なのである。

　そのダブルオーナーたちが登校についての相談をはじめた。

「だから今日みたいに誰だれか一人でも、礼拝当番とか、友だちの遠征で駅に見送りに行くとか、何か用事があって、学校へ早く行かないといけない日があったら、全員で早く登校するの」

「それだとさすがに早出の機会が増えすぎるんじゃないかしら……」

　美唯の歯切れが悪い。低血圧で朝が弱いこともあって、早起きが苦手なのだ。ついでに男嫌いなこともあって、自分に都合のいい条件を語りだす。

「せめて女子三人ってことにしましょうよ。三人ぐらいなら、早く登校する機会もそれほど多くないですし」

「えーっ、でも三人なら、ゆうくんを入れて四人でもそんなに変わらないでしょ」

　舞衣と美唯の会話に佑ゆうは寒気を覚える。

　アパートのオーナーの一人である美唯が何かにつけ自分を排除したがっているのはやはり怖いものがある。

　けれど舞衣の好感度マックスな姿も、佑は一いち抹まつの不安を覚えてしまう。

（もしも、しいちゃんと血がつながっていたら、どうなるんだろう）

　数日前、佑は舞衣から衝しよう撃げき的な話を聞かされていた。

　それは舞衣には生き別れの兄がいて、その兄の名が佑であること。しかも舞衣の父である志し井い巌いわおが高校生の頃ころの顔と、今の佑の顔がうり二つであること。更さらには母の名もマチコという音おんまで一緒であるというものだった。

　偶然にしてはあまりにも一致点が多すぎる。

　しかも佑と真ま伊いの関係も、幼い頃から話す言葉が標準語と広ひろ島しま弁とで違っているし、広島の施設へ引き取られた経緯など、記憶に変なノイズがある。

　他ほかに身よりのない真伊を守るため、ＤＮＡ鑑かん定ていや戸籍を調べるといった形で、血縁関係をはっきりさせることはできないが、佑と舞衣が実の兄妹きようだいである可能性は十分にある。

　それなのに妹かもしれない幼なじみは、兄かもしれない佑と結婚する気でいるらしい。

　美唯との話がまとまらなかったこともあり、舞衣は真伊へとんでもない提案をする。

「だったら、わたしとまいちゃんでゆうくん当番を作らない？」

「お兄ちゃん当番？」

　真伊が黒目がちの目をパチパチさせると、舞衣は丸い瞳ひとみを輝かがやかせる。

「そうっ！　たとえば月水金が妹の日で、火木土がお嫁さんの日みたいな形。もしくは一週間交代で、ゆうくんのお世話をするの」

「う、うん」

　咄とつ嗟さに真伊は浮かない表情になって口ごもるが、舞衣は熱に浮かされたように自分のプランを語りだす。

「それでね、ゆうくん当番になったら、ゆうくんの隣となりにお布ふ団とんを敷しいて寝るの。そうすると確実に朝、起こしてあげられるでしょ。あと当番の日はお風ふ呂ろで背中を流してあげる権利もあるっていうのはどうかな」

　すると真ま伊いは舞ま衣いの顔色をうかがうかのように小首を傾かしげた。黒くろ瑠る璃り細工のような瞳ひとみが遠慮がちに揺れる。

「食費とかあるけえ、ご飯はうちが今まで通りに作ってもええん？」

「うん、いいよ」

　迷わず舞衣が快かい諾だくすると、ほんのり顔を赤くした真伊が何やら迷いはじめた。

「ほ、ほうなん。ほいじゃったら、ええかもしれんねえ。うちも今まで以上にお兄ちゃんの世話ができるわけじゃし」

「そう、名案でしょ？　まいちゃんもわたしも両方が今まで以上にゆうくんのお世話ができるようになるんだから」

　声を弾はずませる舞衣の姿に、佑ゆうは頭が痛いと額ひたいに手をあてた。

（しいちゃん、思いこみが激しすぎるから……悪気はないんだけどなあ）

　兄妹きようだい、もしくは兄妹かもしれない高校生の男女としては明らかに間違っている。

　けれど複雑な家族の事情を、道の真ん中で大っぴらに語るわけにはいかなかった。特に今なんて学校近くの下校時間という条件も相まって、周囲に同じ学校の生徒も多い。

　下へ手たなことを言えば誰だれに聞かれるか、わかったものではないのだ。

　それに佑としては真伊とは一つの部屋で暮らしていることもあって、なるべく血がつながっていないかもしれないといった話はそっとしておきたいという心情もある。

　それで何と言おうかと佑が逡しゆん巡じゆんしている間も、舞衣と真伊の間で話が弾はずむ。

「あと学校の行き帰りで手をつなぐんもええかもしれんねえ。お兄ちゃんが迷子になっちゃあいけんし」

「あっ！　それもいいね。腕を組んで歩くのありにしようよ」

　ついには真伊まで「お兄ちゃん当番」に自分の希望を語りだし、佑は頭を抱えこむ。

（ああ、もう、真伊の奴やつ、完全にしいちゃんのペースにはまっちゃって）

　もっとも妹交代の時、佑も舞衣のペースにまんまとはまってしまっているので、一方的に真伊を非難することはできない。むしろ共感すら覚えてしまう。

（しいちゃんって、どこで話がおかしくなったのかわかりにくいんだよね……あと一見するとみんながしあわせになれるっていうか、誰も困らないような感じがするから）

　もっともそれも所しよ詮せんは砂さ上じようの楼ろう閣かくだ。おかしいものはおかしいし、間違っているものは間違っている。だから結局、どこかにしわよせが行くのだが、今だとそれは佑の役どころらしい。

　とりあえずこの場では言いにくいこともあるので、アパートに帰ってから、個別に説得しようかと佑ゆうが少しばかり悠長なことを考えていると、ふと強い視線を感じた。

　妙な気配に導かれる形で振り返ると、斜め後ろから美み唯いがすごい目をしてにらんでいた。

　目は口ほどにものを言う。その目の意味するところは「早く止めないと、殺すわよ」といったところだろう。

　無言の脅きよう迫はくに背中を押される形で、佑は二人を止めに入る。

「ちょっと、待ってよ。しいちゃん、落ち着いて……真ま伊いも冷静になってよ」

　それから佑は舞ま衣いに遠慮する形で、声をひそめて妹に注意する。

「兄妹きようだいで一緒にお風ふ呂ろに入って背中を流すとか、おかしいだろ」

「あっ、ほんまじゃ」

　ハッと我に返った真伊の目が点になる。

　それは血のつながっているかもしれない幼なじみである舞衣に対しても同じ理屈が成り立つはずだが、道の真ん中でそれを指摘するわけにもいかない。

　だから佑も舞衣に対しては腰の引けた形でなだめるしかなかった。

「ねえ、しいちゃん。真伊も、あきらめたしさ。お兄ちゃん係とか、ゆうくん係とか、やめようよ。僕、小学校の飼育係にお世話されるうさぎみたいだよ」

「それってさびしいと死んじゃうから、たくさんやさしくして欲しいってこと？」

　舞衣が目をキラキラさせて尋ねるので、佑は涙目で否定する。

「違うからっ！　あのね、僕抜きであんまり僕のことを決めないで欲しいって言うか」

「あっ、そうだよね。ゆうくんの希望もあったよね。だったらお風呂とお布ふ団とんまでは確定として、登下校の手をつなぐ権利と、お昼ご飯を食べる権利とかは三人で決めようよ」

「いや、確定になってるとこが一番ダメだから。って言うか、権利っていう言い方も明らかにおかしいよ」

　それから佑はアパートへ帰り着くまでの間、実の妹かもしれない幼なじみを相手に延えん々えんと条件闘とう争そうみたいな話を続ける羽は目めとなった。

　だから佑は思うのだ。

（何だか爆弾を抱えて生きてるような気分だよ）




　やがてアパートに帰ると、四人はそれぞれの部屋へと散っていく。

　舞衣と美唯は二階の個室、そして佑と真伊は一階の玄関脇わきにある管理人室だ。

　妹と二人で住む八畳ほどの管理人室へ帰ると、佑の目に最初に飛びこんできたのはちゃぶ台の上で冷たくなった朝食だった。

　先ほどは偉そうに真伊を叱しかっていた佑も、さすがに罪悪感がうずく。

「ほんとにごめんね」

　あらためて兄が謝あやまると、妹はちょっぴり芝居がかった仕し草ぐさで眉まゆをひそめる。

「ご飯のことは仕方がないで済むけど、二度寝の方は気をつけてもらわんと。お兄ちゃん、中学の時も二度寝して野球の試合に遅刻したことがあったじゃろ」

　数年前の古い話だし、しかもたった一度きりの失敗だったが、ここは佑ゆうも不ふ承しよう不ぶ承しようでもうなずくことしかできない。

「う、うん」

「お兄ちゃんはしっかりせんと。うちら、奨しよう学がく生せいなんじゃけえね。自覚が足りんのんじゃなあい？　学校に入る前、先生からゆわれたことを覚えとるん？　停学になるようなことがあったら、どうなるって」

「奨学金も停止だよね」

　これで佑も完全に意気消沈する。

　目に見えて兄の動きが悪くなると、逆にいつもはのんびり屋の妹は動きが軽快となる。カバンを置くと、冷たくなった朝食をてきぱきとお盆の上へ片づけていく。

「ほうよ、奨学生は他の生徒の模範となるように、ってゆわれたじゃろ。遅刻一回ぐらいじゃったら許してもらえるかもしれんけど、何回もしよったら、奨学生失格になるかもしれんよ」

「返す言葉もございません」

　兄の口調が丁てい寧ねい語ごや敬語のレベルに達したところで、ついに妹は笑いを堪こらえきれなくなってしまった。それでも兄を立てなければならないといった意識が働いているらしく、肩をすくめてクスクスと笑う。どうやら忍び笑いのつもりらしい。

　それが逆に兄としては面めん目もく丸つぶれといった感じになってしまうのだが、妹の楽しそうな姿を見れば佑も不思議と嫌いやな気がしない。

（ま、これはこれでいっか）

　ちょっとだけ気を取り直したこともあり、佑は妹が朝食をお盆に載せ終わると、運うん搬ぱん役を買って出る。

「悪いから、僕が運ぶよ」

　しかし普ふ段だんは兄に従順な妹も、家事については何やらポリシーがあるらしく、譲ゆずらない。

「いーけー、うちの家事はうちがするけえ」

　言うが早いか、お盆を持ってそそくさとダイニングキッチンへ向かう。

　何だか妹というより、世話女房といった様よう相そうを呈ていしてきて、部屋に残された佑は深いため息を吐く。

（しっかり頑張らないと……僕、お兄ちゃんどころか、弟みたいになっちゃうよ）

　兄として色々と反省したいところだが、一人で考える時間はなかった。

　すぐに真ま伊いが戻ってきたのだ。

　妹はいつも通りの調子で押し入れを開けると、ジャージを取り出す。

「ほいじゃあ、お兄ちゃん。そろそろ着替えよ」

　学校の制服は何かと窮きゆう屈くつだ。佑ゆうも異存はなく、二つ返事でうなずいた。

「うん、そうだね」

　それから二人は阿あ吽うんの呼吸で互いに背を向けると、いそいそと着替えはじめる。

　普通は兄妹きようだいでも同じ部屋で着替えをしないかもしれないが、佑と真ま伊いはこの間まで四畳半一間の部屋に住んでいたこともあって、これが当たり前となっていた。

　佑は脱いだ上着をハンガーにかけると、続いてカッターシャツのボタンを外していく。

　すると背後でカタコトと物音がした。

（制服の上着を脱いで、ハンガーにかけたところかな）

　そんな思いがふと頭に過ぎったところで、佑は連想の形で舞ま衣いとの一件を思いだす。

　数日前の妹交代の際、佑は舞衣に押し切られる形で、この背中合わせの着替えをしていた。

　佑の顔に疲労と戸惑いの色がにじむ。

（しいちゃん、ブラウスのボタンを一つ外はずす度たびに生中継してたもんな……もしかして僕ら血がつながっているかもしれないのに）

　それからカッターシャツのボタンを半分くらいまで外したところで、佑は固まってしまう。

（あれ？　待てよ……）

　舞衣と血がつながっているかもしれないということは、逆に言えば後ろで着替えている真伊は血のつながりがないかもしれないわけだ。
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（血のつながってないかもしれない兄妹きようだいがこうやって一つの部屋の中で着替えるのって、どうなんだろう……）

　そもそも普通は高校生にもなると、兄妹でも子ども部屋は別のはずだ。

（もしかして僕と真ま伊いって、傍はたからすればきわどいことをしてる？）

　それは日常の中で何でもなかったはずのことが、実は危ういバランスの上で成り立っていたことに気づいた一いつ瞬しゆんだったかもしれない。

　そこに追い打ちをかけるかのように、背後から衣ずれの音がした。

　今まで何度となく一緒に着替えてきたこともあって、想像しなくとも直感的に真伊が制服を脱ごうとしていることがわかる。急に佑ゆうは気恥ずかしくなってしまう。

（ど、どうしよう……これからは着替えを別の部屋でしようって言った方がいいのかな）

　しかしその思いも一瞬でしかなかった。あわてて佑は頭をブンブンと横に振る。

（いや、ダメだ。それだと僕が真伊のことを女の子として意識してるって思うかもしれない。そうしたら、真伊はショックを受けるかも……）

　心配性しようにして想像力過多な佑の脳裏に真伊の姿が次々と浮かぶ。

　最初はまるで別の生き物を見るかのような怯おびえた真伊の顔。

『お兄ちゃん、うちのこと、そんな目で見よったんじゃあ』

　続いて目を合わせようとしない真伊の顔。その肩はちいさく震ふるえている。

『うちはお兄ちゃんのこと、家族じゃあゆうて信じとったのに』

　それから最後は何な故ぜか二等身のコミカルな姿になった真伊が、ロープの輪っかに首を入れようとする後ろ姿。

『もう、うち、頼れる人がおらんようになった……死ぬしかないけえ』

　そして二等身サイズの真伊が、首を吊つってプランプランと揺れる光景。

　反射的に佑は全身が粟あわ立だち、そのくちびるは馬のような音を立てる。

「ぶるるるるる」

（ダメ、絶対。真伊に変な意識をさせるようなこと、できない。今まで通り、普通に振る舞わなきゃ）

　そんな結論に達したところで、背後からキョトンとした声があがる。

「お兄ちゃん、どしたあん？」

「もちろん、何でもないよっ！」

　佑が全力で断言すると、妹はあっさり納得してしまう。

「ほうなんじゃ」

　素直なのは美徳だし、こんな時は都合がいいのも確かだが、猛烈に不安にもなる。

（もし僕以外の人が血のつながらないかもしれないお兄ちゃんだったら、真伊はどんな目に遭あわされるかわかったもんじゃないぞ）

　しかも着替えの気配からすると、真ま伊いはとりあえず服をすべて脱いでから部屋着として使っている中学ジャージを着ようとしているようだった。

　それなら一刻も早くジャージを着なければならないはずなのに、真伊は何やらゴソゴソとやっている。物音と気配からすると、どうやら制服をたたんでいるようだった。

（まったく、真伊は何をやってるんだよ。先に服を着てから、たためばいいのに）

　ほとんど裸に近い下着姿でゴソゴソ動く真伊の姿を想像し、佑ゆうは耳まで真っ赤になった。

　そんな兄の動揺を知るはずもない妹は下着姿のまま、おっとり広ひろ島しま弁で世間話をはじめた。

「お兄ちゃん。今日は暑かったねえ」

「う、うん。よく晴れてたしね」

　赤い顔のまま佑がうなずくと、真伊はのんびりと話を続ける。

「あのね、今日は東とう京きようでも新しん宿じゆくとかの辺へんは夏なつ日びじゃったんじゃって」

「えっ、もう夏日なの？」

　兄が驚おどろきの声をあげると、妹は仕入れたばかりの知識を披ひ露ろうする。

「ほうなんよ。でもねえ、夏日ゆうて聞いたら、なんか暑う感じるけど、夏日は最高気温が二五度以上なんじゃって」

「そうなんだ。二五度なら四月でもあんまりおかしくないよね……って言うか、僕、夏日って三〇度以上くらいのイメージだったよ」

「ほうなんよ。うちも三〇度以上ぐらいじゃあ思いよったけえ、ちょっとビックリよねえ。ほいでね、三〇度以上が真夏日で、三五度以上は猛暑日ゆうんじゃって」

　うれしそうに真伊が語るが、先ほどまで赤かった佑の顔色は目に見えて悪くなった。前々から不安に抱いていたことがあったのだ。

（ど、どうしよう。この部屋、クーラーがない）

　しかも真伊は更さらなる追い打ちをかける。

「あとね、埼さい玉たまのどっかは三〇度を超えて、もう真夏日じゃったんじゃって。早いよねえ」

　最後の一言が佑の胸に突き刺さる。

（本当に早い。気温が上がるのが早過ぎるよ。四月後半でこんな調子だと、五月や六月って、どうなっちゃうんだろう）

　今の世の中、地球温暖化。毎年のように天気予報やニュースでは「今年は猛暑」や「観測記録を更新」といったフレーズが飛び交う。

　これが単に佑の一人暮らしなら、エアコンがなくても何とかなる。

　部屋が蒸むし風ぶ呂ろみたいになったとしても、パンツ一丁になってその暑さをのり切るという手も使えるはずだ。

　情けない姿かもしれないが、男子一人の生活なら、いつか青春の一ページみたいな形でいい思い出になる日も来るかもしれない。

　けれど妹と一緒の生活で、そんな格好になれるわけがなかった。

　ましてや蒸むし風ぶ呂ろみたいな部屋の中で、真ま伊いはどんな格好をすればいいのか。兄として佑ゆうはは不安になってしまう。

（最低でもＴシャツに短パンくらいは着られるようにしてやらないと……それにはどうしてもクーラーが必要だよね）

　ただでさえ一人でいるよりも、二人でいた方が室温は上がりやすい。地球温暖化で五月や六月でも三〇度を超えるような暑い日もあるなら、早めの対策が必要だった。

　もっとも言うは易やすく行うは難かたしである。

　佑の経済力からすると、エアコンは高たか嶺ねの花にして高値の花だ。何せテレビすら、この部屋にはない。もちろん、携帯電話やパソコンもない。

　自然と佑はうなだれてしまう。

（クーラーって、やっぱり高いんだろうな）

　一応、少ないながらも貯金はあるが、真伊の大学受験用に残しておいたものなので、虎とらの子こも同然だった。佑としては三年後を見越して、目減りさせたくない。むしろ何かあった時のために貯金を増やしたいぐらいだ。

（せめて月々の奨しよう学がく金きんがもう少しあれば貯金もできるけど……）

　しかし四月は引っ越しや新生活のスタートもあって、完全に赤字だった。五月からは出費も多少は減るはずだが、そもそも月々の収入である奨学金の総額が低すぎる。何せ二人分を合わせても東京で一人暮らしをする大学生の一ヶ月の平均仕送り額を下回るのだ。

　佑が考えこんでいると、背はい後ごから声があがった。

「お兄ちゃん、もう着替え終わったあ？」

　その声で我に返った佑は着替えの途中だったことを思いだす。しかも考え事ばかりしていたせいで、着替えがまったく進んでいなかった。

「えっ、いや……あっ、ちょっと待って」

　急いで佑はカッターシャツのボタンを外はずそうとするが、その指が止まる。

（待てよ……着替えるんじゃなくて、電器屋さんに行ってみようか。ここでクーラーの値段もわからないままアレコレ迷うより、値段がわかった上で考えた方がよっぽどいいから）

　考えがまとまると、急いで佑はカッターシャツのボタンをはめ直す。そしてハンガーにかかっていた制服をつかんだ。

「僕、用事を思いだしたから、ちょっと出てくる。真伊は家にいて」

「ふぅん？」

　戸惑いで空気混じりになった妹の返事を背にして、佑はアパートの管理人室を飛びだした。




　約一時間後、大通りに肩を落として歩く佑の姿があった。

（やっぱり思った通り、クーラーって高いなあ）

　歩道の端で立ち止まると、佑ゆうは未練たっぷりに振り返った。

　そろそろ薄うす暗ぐらくなりつつある空の中、大手家電量販店の看板がライトに照らされている。

　夏日を記録し、四月にしては気温の高い一日となったが、日暮れ近くになると、空気は冷えてきた。行き交かう車も半数ぐらいはライトを点灯している。

　うつむくと佑は盛大なため息を吐く。

（ちゃんと部屋の大きさに合ったものを買おうと思うと、安くても八畳用だと七万円くらいはするし……六畳用のちいさいのだと五万円か六万円くらいのもあったけど……）

　貯金の額はそのまま真ま伊いの大学受験の選せん択たく肢しや可能性と正比例の関係にある。貯金の額が目減りすれば目減りするほど、真伊の選択肢や可能性は狭せばまってしまう。

（う～ん、臨時収入でもあればいいんだけど……）

　普通の高校生なら、お年玉などの臨時収入もあるだろうが、身よりのない佑と真伊には奨しよう学がく金きんの他ほかに入ってくるお金はない。

　盛大なため息と同時に佑の肩がガックリ落ちる。

（あるわけないか……むしろあるとしたら、今回のクーラーみたいに臨時支出だけだよね）

　電気工事の時も似たような状況に追いこまれたが、あの時は佑も割り切れた。しかしエアコンだと踏ん切りがつかないのはイメージの違いかもしれない。

（電気はライフラインで必ひつ需じゆ品ひんって感じだけど、クーラーってやっぱり贅ぜい沢たく品ひんって感じがするんだよね……真伊と一緒に暮らす以上は必需品なんだけど）

　しかも電気工事の時は迷っていられる期間はほとんどなかった。けれど今回は微妙に一ヶ月か二ヶ月の余地があるというのがミソだ。実は前々から佑もこの件については考えていたことがあり、それを実行に移すことを決断する。

（こうなったら、バイトをしよう。臨時収入がないなら、働いて臨時収入を得ればいいんだ）

　これから本格的に暑くなるには一ヶ月か二ヶ月くらいの余地がある。

　この余地は単に佑の決断を鈍らせるだけでなく、問題を解決するための猶ゆう予よでもあった。一ヶ月か二ヶ月、アルバイトをすればエアコンを買えるだけのお金を貯ためられるはずだ。

　もちろん、佑には色々と制約もある。

　佑が受給している奨学金は二ふた口くちあるが、その一つは夏休みや冬休みに募ぼ金きん活動に協力しないといけない裏条件がついているし、奨学生なので勉強も頑張らなければならない。

　色々と大変ではあるが、アルバイトと勉強の両立なら佑が頑張れば何となるはずの問題だった。少なくとも東京で家賃一万円以下の物件を探すだとか、心しん霊れい現象を何とかするだとかいった難問奇問よりも、よっぽど何とかなりそうな話だ。

（とりあえずクーラーを買うお金を稼ぐために一ヶ月か二ヶ月くらい働いて、勉強に余裕があったら、そのままバイトを続けて貯金すればいいんだ。夏休みになったら、またその時、バイト先と相談すればいいだろうし……校則違反だけど、これは仕方ないよね）

　考えがまとまったところで妹の待つアパートへ帰るべく佑ゆうは再び歩きだすが、その足が数メートルほど進んだところで止まった。

（あれ、バイト募集の貼はり紙がみがある）

　歩道ギリギリのところに立て看板が置いてあり、そこへ貼り紙があったのだ。

　導かれるように佑の視線が、立て看板の奥へ向かう。

　店舗や家屋がならび、面を作っていた街並みに、ぽっかり穴が開いたかのような形で広い駐車場があり、その奥に平ひら屋や建だてのコンクリート店舗がある。

　夜が濃くなり、いつしか薄うす闇やみ色となった空にまばゆい光でライトアップされた大型看板には大きく「酒」の一文字が書かれている。

　酒のディスカウントショップだ。

　瞬しゆん間かん、佑は運命的なものを感じた。

（これだよっ！）

　場所は学校とアパートの両方から近いし、貼り紙に書いてある時給も高校生にしては悪くない。しかも取扱商品が酒というのも都合が良かった。

（お酒なら高校生が買いに来るはずないから、同じ学校の生徒とも顔を合わせなくてすむよね……それにお酒のお店なら力仕事が多いだろうけど、工事現場の力仕事よりは楽そうだから、バイトから帰っても勉強する余力が残せるっていうか）

　何よりこのタイミングというのが大きかった。佑の目にはうっすらと涙さえ浮かぶ。

（もしかしてこれは神様のお導きかも……）

　それから佑は息を整えると、店内へと入っていった。

　酒の販売店は少し暗めの照明で落ちついた雰ふん囲い気きか、明るい照明でスーパーのような雰囲気の二極化しつつあるが、この店は後者の方だった。

　店内の棚はあまり高くなく、カートを押して歩く客の頭があちらこちらに見える。通路の幅も広く、開放的な雰囲気だ。

（どこか、店員さんがいないかな……できればレジの人以外で）

　店内を見渡すと、店の端にあるカウンター内に何やら偉そうな人がいることに気づいた。

（あの人が店長さんかもしれない）

　他の店員は私服に店名入りのエプロンをしているだけだが、カウンター内にいる男性は白いワイシャツにネクタイを締めた上でエプロンをしているのだ。

　その人物と佑は目が合ってしまった。

　ここで挙動不審な態度を取れば第一印象が悪くなるかもしれない。そんな思いが、小しよう心しん者ものの佑を前へ進ませた。

（もう、行くしかない）

　そしてカウンターへ着くと、緊張した面おも持もちで佑ゆうは用件を切りだす。

「あの、すいません。表にあるアルバイト募ぼ集しゆうの貼はり紙がみを見て来たんですけど」

　すると目の前にいる男性の口からではなく、背はい後ごから女性の声で返答が来た。

「あら、それなら無理ね。うちの学校はバイト禁止なのよ」

「えっ……」

　思わず佑が振り返ると、そこには見覚えのある顔があった。

「ま、妹まい原ばらさん……」

　今朝、登校途中でぶつかってしまった同い年の上級生だ。

　愛あいは笑顔を浮かべているが、額ひたいに青筋も浮かべていて、作り笑いなのは明白だった。

　その怒りのオーラに気け圧おされて佑が言葉を失っていると、愛はカウンターに立つ店長と覚おぼしき人物に頭を下げる。

「すいません。新入生が校則を知らずにバイトの相談に来たようですが、うちの学校はバイト禁止です」

「あっ、はい。それなら仕方ないね。ではまたの機会ということで」

　大して気に止める様子もなく、男性店員が感情のこもってない声とともに会え釈しやくすると、佑は頭から血の気が引いた。

（そ、そんなあ……それじゃあ僕と真ま伊いはどうなっちゃうんだよ）

　すべり止めの大学を受けることができず、たった一回の失敗で浪人となり涙する真伊の姿。もしくは蒸むし風ぶ呂ろみたいな部屋の中、ぐったり倒れた自分と真伊の姿。そんな悲惨な未来を想像し佑は目をうるませるが、対照的に愛の方は意気揚々としていた。

「さあ、行きましょう。お店を出るわよ」

　佑の腕をつかむと、愛は自らの腕をからませる。そして自動ドアへと向かった。

　精神的に瀕ひん死しの状態にある佑に抵抗する余力など残っているはずもなく、ズルズルと引きずられていく。

　やがて二人で店の外へ出ると、駐車場の隅でお説教がはじまった。

「まったく、どこかで見たことある顔がお酒の専門店に入って行くから何事かと思えばバイトだなんて」

「す、すいません」

　うなだれる佑の姿に愛がクスリと笑う。

「朝、遅刻するって泣きそうになってた人が、夜には堂々と校則破りとはね……相あい葉ばくんは小心者に見えて、実は大だい胆たん不ふ敵てきなタイプだったりして」

「そ、そんなんじゃなくて」

　愛にとっては冗談みたいな話でも、佑にとっては死活問題だ。

（どうしよう。ここは正直に話した方がいいのかな。妹原さんはいい人みたいだから、事情を説明すれば、バイトをするのを見逃してもらえるかも）

　そんな都合のいいことを佑が考えていると、機き先せんを制する形で、愛あいはとんでもないことを言いだした。

「本当はもう少しお説教をしてやりたいとこだけど、今日は家庭教師の先生が来る日だから、続きは学校でさせてもらうわ。そんなわけで、明日の放課後、生徒会室へ出頭するように」

「ええっ！　生徒会室へ出頭!?」

　咄とつ嗟さに佑ゆうが脳裏に描いたのは裁判みたいな光景だった。

　生徒会長が裁判長で、被告は佑。検事の役どころは校則違反者を発見した愛だろうが、佑の味方をしてくれる弁護士の役割を誰だれかが担当してくれるとは思えない。

　しかも他ほかの生徒にとって軽少な処分でも、佑にとっては致命傷になりかねなかった。つい先ほど妹から言われたことが頭の中でリフレインする。

『奨しよう学がく生せい失格になるかもしれんよ』『奨学生失格』『奨学生失格』『奨学生失格』

　佑は呆ぼう然ぜんとして足が立ちすくむ。

（ど、どうしよう。停学処分を受けると奨学金も停止になっちゃうかもしれないのに）

　そうなると佑は学校へ通えなくなってしまうが、今度は連れん鎖さ的に真ま伊いも『お兄ちゃんが学校をやめるんじゃったら、うちも働く』と言いだすのは目に見えている。最悪の場合、兄妹きようだいそろってドロップアウトだ。

　そして佑が固まってしまった隙すきをつく形で、愛はこの場から去ってしまう。

「それじゃあ、明日ね」

「えっ、あっ……ああ……」

　一いつ瞬しゆん、佑は愛を止めようと手をのばしかけるが、本当に一瞬だった。すぐに愛の姿が見えなくなり、佑の手ははむなしく宙をつかむと、やがて力なく落ちる。

「ああ、とんでもないことになっちゃった……真伊に何て言えばいいんだろう」

　まるで鉛なまりを飲んだかのようにお腹が重くなり、佑は気分が悪くなる。おまけに足も筋肉が蒸発か消滅したかのように力が入らなくなってしまった。

　けれど妹を家に残したままなので、この場にいつまでもいるわけにはいかなかった。

　ガックリと肩を落として佑はトボトボと家路についた。













　　　第二章　お兄ちゃん、ご飯にせん？







　翌日の放課後。

　佑ゆうは校舎と講堂に挟はさまれた中庭に立っていた。

　入学式の頃ころ、絢けん爛らんな花はな吹雪ふぶきで世を風ふう靡びした桜も、今ではその枝々に新緑が息い吹ぶき、他の庭木と見分けがつかなくなりつつある。

　そんな風景の一部と化した葉桜の下に、カイゼル髭ひげを反そらせた老人が羽は織おり袴はかま姿で屹きつ立りつする銅像があった。

　この学校の創立者の似に姿すがたである。

　これから生徒会室へ出頭しなければならないので、その前にお祈りをしようというわけだ。

　佑はクリスチャン式に指と指を絡からませる。

（どうか軽い処分で済みますように。そしてこの学校に残ることができますように）

　するとまるで佑の願いに応こたえるかのように、厳おごそかな声が響ひびきわたる。

「汝なんじの願い、聞き届けよう」

　一応、声は低くしてあるものの、その地声は女の子のものだった。しかも発せられたのは背はい後ごからだ。

「んっ？」

　怪け訝げんに思った佑が振り返ると、そこには生徒会の副会長の姿があった。

　妹まい原ばら愛あいだ。

　昨日、酒のディスカウントショップで会った時と同じく愛は笑顔を浮かべているが、額ひたいに青筋も浮かんでいて、作り笑いなのは明白だ。

「生徒会室へ来るようにって言ったのに、どうしてこんなところにいるのかしら？」

「す、すいません。これから行くつもりだったんですけど、その前にちょっとお祈りを」

　佑が頭をペコペコ下げると、愛は訝いぶかしげに眉まゆをひそめた。

「どうして、この銅像なわけ？」

「えっと、その……」

　思わず佑は口ごもってしまった。

　大半の生徒にとっては創立者の銅像なんて、学校の一風景でしかないだろう。

　けれど佑にとってはこの銅像は神様の似姿も同然だった。

　何せ志し賀が直なお哉やの小説でも寿す司しを奢おごっただけで小こ僧ぞうの神様だ。ならば奨しよう学がく金きん制度の世話になっている佑と真ま伊いにとっては神様でもおかしくないだろう。

　ただし一いつ神しん教きようであるキリスト教の教えを教育理念とする学校で、創立者を神と崇あがめることのおかしさは佑ゆうもわかっていた。

　何より話せば長くなってしまう。それで佑は言い逃れみたいな形で言い訳する。

「えっと、その……イエス様やマリア様って、忙しそうだから、この方にお願いしようと」

「ぷっ！」

　思わず愛あいが吹きだした。そして笑いながら佑の行動に愛なりの理由づけをはじめる。

「そうね、確かにイエス様やマリア様は世界中の何億、何千万って人から願いごとをされるから、暇そうな人に頼んだ方がいいわよね」

　どうやら自分の言葉にすると、さらに可お笑かしくなったらしく、大きな声で笑いだした。

（普ふ段だん、僕って気の利きいたジョークなんて言えないのに、どうしてこんな時だけバカ受けしちゃうんだろう）

　神様にも等しい恩人を笑いのタネにした格好となり、佑は落ちこんでしまうが、愛のテンションはうなぎ上りだった。

「ま、いいわ。早く生徒会室へ行きましょう」

　そして佑の腕をつかむと、愛は自らの腕を絡からませた。そして昨日と同じく意い気き揚よう々ようと歩きだす。

　おかげで佑は姿勢を崩くずし、片足跳びでケンケンしながら引きずられる格好となる。
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「えっ、いやっ、ちょっとっ、ぼくっ、まだっ、心のっ、準備がっ、できてっ、なくてっ」

「いいから、いいから。男の子でしょ、しっかり歩く」

　愛あいの声が軽やかに弾はずむ。

　最初、作り笑いを浮かべていたこともあって、てっきり愛が不ふ機き嫌げんなのだと思いこんでいた佑ゆうだが、その声こわ色いろでそうでもないことに気づく。

（あれ、機嫌が悪いわけでもなさそう）

　現に愛の表情は緩ゆるみっぱなしで、むしろ機嫌は良さそうだった。

（そうだ、思い切って僕が奨しよう学がく生せいなことを正直に話してみよう）

　もしかしたら愛は冗談半分で生徒会に出頭させようとしているのかもしれない。けれど佑のように弱い立場だと、それが一大事につながりかねないのだ。

　そのあたりをきちんと説明すれば、愛ならわかってくれそうな気がしたのである。

「あの、ちょっと待ってもらえますか」

　構図としては佑が一方的に引きずられている格好だが、二人で腕を組んでいる形でもある。佑が両足で踏ふん張ばると、さすがに愛の足も止まった。

「な、何よ。強引ね」

「いや、むしろ妹まい原ばらさんこそ強引で……ってことはどうでも良くて、実は僕、生徒会室へ行く前に妹原さんに二人っきりでお話しておきたいことがあるんです」

「えっ、二人っきりで？」

　ほんのり鼻先を赤くしたまま愛は少しだけ引いたが、佑は真剣な表情で詰めよる。

「はい、どうしても二人きりで」

「う～ん。二人っきりねえ……」

　愛が腕を組んで小難しそうな顔で唸った。左目を閉じて、右目だけで佑の姿を見る。芝居がかった仕し草ぐさだが、佑にとっては学生生命的な意味では本当に生きるか死ぬかの大問題だ。決死の覚悟で訴える。

「どうしても大切な話なんです」

　すると愛はあっさり芝居がかった仕草をといた。

「わかったわ。二人だけで話ができれば場所はどこでもいいのよね？」

「はい」

　真剣な顔で佑がうなずくと、愛は悪戯いたずらっぽい笑みを浮かべる。

「じゃあ、あたしについて来て」

「ありがとうございます」

　佑は青年将校みたいに頭を下げると、神しん妙みような面おも持もちで愛の後ろを歩きだす。

　そして校内を歩くこと、数分。目的地に着いた愛が得意げに胸を反そらす。

「ここよ」

「ここって、そんなあ……」

　けれど案内された扉の上には「生徒会室」と記されたプレートがあった。

　裏切られた気持ちでいっぱいになり、佑ゆうは涙目になるが、愛あいは楽しそうに扉を開く。

「いいから、早く入りなさい」

「いや、でも、僕、その前にどうしても、聞いて欲しいことが……」

　佑は最後の抵抗を試みようとするが、愛から背中を押されてしまう。

「男の子なら、つべこべ言わない」

「うわっ」

　佑は生徒会室に転がりこむが、室内を見渡すと素すっ頓とん狂きような声をあげる。

「あれっ？　誰だれもいない」

　生徒会室は無人だったのだ。

　入り口から向かって右側の壁にはキャビネットやロッカーが並び、中央部分には長テーブルが置かれ、左側の壁かべ際ぎわにはパソコンや電気ポットなどが載った机が並んでいた。

　そして部屋の奥には、離はなれ小島みたいな形でポツンと置かれた机がある。その上には三さん角かく錐すい型の役職プレートがあり、生徒会長と書かれていた。

　呆ぼう然ぜんとする佑の脇わきを、愛は足どりも軽やかに通りすぎると、生徒会長席へ座る。そして机の上に肘ひじをつく形で、身を乗りだした。

「さて、相あい葉ばくんのご要望通り、二人きりになったわよ。大切なお話って何かしら？」

　部屋の奥にある窓を背にしていることもあって、まぶしさに佑は目を細める。

「あの、会長さんや書記の人とか、他ほかの役員の人は？」

「ん～っ、今日は生徒会の活動日じゃないから、多分、誰だれも来ないんじゃないかしら……そもそも会長って野球部の三年生なんだけど、普ふ段だんから部活優先で生徒会も欠席しがちだしね」

「えっ、じゃあ、裁判とかもないんですか？」

　思わず佑が声を上うわずらせると、愛は目をパチパチさせた。

「えっ？　裁判って……」

「いや、だって、生徒会に出頭って言うから、生徒会長が裁判長で、妹まい原ばらさんか風紀委員長が検事で、僕だけ被告で弁護士役はないとか……」

　佑としてはかなり本気で心配していたのだが、会長席からは笑い声があがった。

「アッハハハハッ」

　愛は左手でお腹なかを押さえて、右手は拳こぶしを作って机の上をドンドンと叩く。女の子にあるまじき笑いっぷりだ。

「けっさく～う。いくらうちの学校がキリスト教系だからって、生徒会がガリレオや魔ま女じよ狩りみたいな裁判なんてするわけないでしょ。どこの暗黒中世よ」

　一方、佑は面おも白しろくない。仏ぶつ頂ちよう面づらで口先を尖とがらせた。

（そりゃあ、僕も普ふ段だんから真ま伊いに考えすぎとか、心しん配ぱい性しようとかって言われてるけど……そこまで笑わなくても）

　しばらく愛あいは笑い続けていたが、やがて思い出したように尋ねる。

「も、もしかして大切な話ってこのこと？　生徒会裁判は勘かん弁べんしてくださいとか？」

「まあ、だいたいはそんな感じです」

　不ふ承しよう不ぶ承しよう、佑ゆうがうなずくと、愛は大きく口を開けたまま、表情が固まった。どうやら笑いすぎて息ができなくなったらしい。それから暫しばしジタバタと苦しむが、やがて大きな息を一つする。すると再び爆笑がはじまった。

「い、息ができ、なくて、し、死んじゃう、かと、思った、じゃない」

　息も言葉も切れ切れながら、何とか最後まで言い終えると、再び愛は大口を開けて笑いだした。さすがに佑としても、程度や限度といったものがある。

「でも、それだけじゃないんです」

　珍しく佑が不ふ機き嫌げんな顔で語気を強めると、愛は何とか笑いを堪こらえる。

「ごめん、ごめん。まだ大切な話は残ってるわけね。さあ、お姉さんに話してみて」

　それから愛は机の上に両りよう肘ひじをつくと、顎あごを支ささえる。最後に小こ首くびを傾かしげながら、ニッコリと笑ってみせた。完全に佑のことを子ども扱いだ。

　一いつ瞬しゆん、佑は学年は一つ下でも年ねん齢れいは同じであることを主張しようと思ったが、論点がずれてしまいそうなので寸前で思い止まり、要点に絞って訴える。

「実は僕、奨しよう学がく生せいなんです」

　佑が真ま顔がおで切り出すと、再び会長席から爆笑の声があがる。

「しょ、小学生って、今度はなにぃ!?　もしかして青い色したネコ型ロボットに、未来の発明品で高校生の姿にしてもらってるわけ？」

「違いますよ。奨しよう学がく金きん制度の奨学生です」

　佑が口を尖とがらせると、ようやく愛は自分の勘違いに気づく。

「あっ、そういうことね」

　ただし愛が勘違いするのも無理はなかった。

　誰だれだって「しょうがくせい」という音を聞けば小学生の方を思い浮かべるはずだ。そもそも奨学生なんて、漢字を見ればどんなものか想像はつくだろうが、普通ならボキャブラリーや概念として頭に入っているような言葉でもない。ましてやこの学校の生徒となると尚なお更さらだ。

　だから佑としては理解してもらえない方が当然の感覚だったのだが、愛の顔色が変わった。真っ青になって、強気一辺倒だった瞳ひとみが大きくゆれる。

「ちょっと待って。うちの学校の奨学生制度を利用してるってことは、もしかして相あい葉ばくんのご両親って……」

　複雑な家庭の事情をベラベラしゃべるのは気の引ける話だが、半なかば見当をつけられれば佑としても仕方ない。

「僕、育児放棄で施設に引き取られたから、親は生きてるのか、死んでるのかも……」

　突然、愛あいがガバッと席を立った。つき飛ばされる形でキャスターつきの椅い子すが壁へとぶつかる。そして大きな机をぐるりと回ると、愛は佑ゆうの前で深々と頭を下げた。

「笑ったりして、ごめんなさい。あたし、ショウガクセイって、小学校の小学生しか思い浮かばなかったから」

「いや、それが普通だと思うし、僕の方こそ、変に気を使わせてしまって、すいません」

　無意味に焦あせって佑が頭を下げると、愛は大きく首を振る。

「ううん、悪いのは一方的にあたしだわ。軽はずみなことを言っちゃって……」

　猫ねこ目め石いしのような瞳が後悔でうるむ。その今にも泣きだしそうな姿に、佑は焦ってしまい、顔が真っ赤になる。

「でも軽はずみって言っても、普通、こんなこと、わかるはずがないですよ」

「えっ？」

　一いつ瞬しゆん、愛が言葉に詰まると、佑は少しばかり理屈っぽい話を展開する。

「だって、普通、奨しよう学がく生せいっていうと、奨学金をもらってる生徒っていうだけの意味ですよね。奨学生だと親がいないっていうのはこの学校だけの特殊事情っていうか、普通の生徒だと知ってるようなことじゃないっていうか……むしろ妹まい原ばらさんはどうして知ってたんですか？」

「えっ……」

　再び愛は言葉に詰まるが、胸を反そらすと、それらしい理屈をひねり出す。

「そ、それは、あ、あたしは……生徒会の副会長だから知ってたのよ」

「そ、そういうものなんでしょうか」

　半信半疑といった形で佑が首を傾かしげると、愛は念押しする形で力強くうなずく。

「そう、そういうものなの」

「なるほど、そうかもしれませんね」

　一回目に半信半疑で半分信じて、二階目も半信半疑でもう半分を信じ、合わせて一〇〇パーセント。あっさり信じてしまう佑も佑だが、今はもっと重要な用件があった。

「あの、そんなわけで、アルバイトの件、何とか見逃してもらえませんか？」

「えっ、でもそれは……」

　愛が言葉を濁にごす。

　咄とつ嗟さにダメと最初から断言できなかったのは奨学生の件で笑ってしまったという罪悪感もあったからだろう。この状況で懇こん願がん一いつ辺ぺん倒とうだと、佑としても相手の弱味につけこむような形となってしまう。そこで切り口を変える形で、事情を説明した上での説得をはかろうとする。

「実は僕、アパートで一つの部屋に妹と一緒に暮らしているんです」

「妹さんと？」

　年ねん齢れい次第では微妙な問題でもあるので愛あいが小こ首くびを傾かしげると、佑ゆうは沈んだ顔でうなずく。

「ええ、貧乏なんで」

　こうなると愛も何も言えなくなる。

「でも僕らの部屋にはクーラーがないんです……僕一人なら、何とでもなるんだけど、さすがに妹と一緒の部屋で暮らすには夏場はクーラーが必要だから」

「まあ、そうよねぇ」

「だからどうしてもアルバイトをしてクーラーを買うしかないんです……でもアルバイトがバレて停学になると、奨しよう学がく金きんも停止になって、今度は生活費がなくなっちゃうから」

「えぇっ!?　生活費がなくなる？　もしかしてうちの学校の奨学金で暮らしてるわけ？」

　佑が力なくうなずくと、愛の声はワンオクターブ高くなる。

「うちの学校の奨学金って、二万円かそこらでしょ？」

「実は妹もこの学校に通ってて、二人合わせてもらってるから」

「二人だったら、もっと無理でしょ」

　愛の指摘する通りだった。別口の奨学金があるからこそ、佑と真ま伊いも何とか暮らすことができているのだが、それを正直に告げるのは気の引ける話だった。

　何な故ぜなら別口の奨学金の評判が悪いのだ。

　ただし奨学金制度自体が知る人ぞ知るといった狭い世界の話なので、愛のような普通の高校生が知っている可能性は低い。

（ここは下へ手たに隠し事をして、あやしいことをしてるかもしれないって疑われるより、正直に話した方がいいかも）

　しばし悩んだ末、佑は思い切って正直に話すことにした。

「実はこの学校の奨学金の他ほかにもう一つ奨学金を受けてるんです」

「まさか白い木の葉がマークの奨学金じゃないでしょうね？」

　即座に愛が眉まゆをひそめ、佑は悲鳴にも似た声をあげる。

「なんで、知ってるんですかっ！」

「だって学校関係者の間で、貧困ビジネスじゃないかって噂うわさになってるとこだもん」

　憤ふん慨がいする愛の前で、佑は力なく肩を落とした。

「そりゃあ、確かに白はく曜よう会かいの奨学金は評判は悪いですけどね」

「悪いのは評判だけかしら？　親のいない子の進学支援を名目に寄付金を集めておいて、かなりの割合を運営費にしちゃってるとか、街頭募ぼ金きんにノルマを課して、クリアするまで家に帰らせないとか、変な裏条件をつけてるって聞いたけど」

　佑の顔色が目に見えて悪くなる。すると愛は額ひたいに青筋を浮かべた。

「まさか、相あい葉ばくんも変な裏条件を結んでるわけ？」

　口止めされていることもあって、何も言えず佑がうつむくと、それが何よりの証拠と愛は詰めよる。

「つまり、裏条件があるわけね。どんな条件か、言いなさい」

「そ、それは言えないって言うか……」

　佑ゆうは顔をそむけつつも、ちょっとばかりの期待をこめて目で愛あいの顔色をうかがう。

（何とか勘かん弁べんしてもらえないかな）

　しかし生憎あいにくと正義感の強い副生徒会長は目を細めて半はん眼まなこになっていた。

「そう、そこまで酷ひどい条件なわけね。これは警察か福祉相談所に相談するしかないわ」

　それから愛は生徒会室の扉に向かってスタスタと歩きだす。たまらず佑は叫んだ。

「そ、そこまであやしい条件じゃないから」

　すると愛の足がピタリと止まる。そしてただならぬ迫力を漂ただよわせながら、振り返った。

「そう、じゃあ、どんな条件か言えるわよね？」

　こうなると万ばん事じ休きゆうす。佑としては正直に話すしかなかった。

「じ、実は夏休みと冬休みに募ぼ金きん活動に参加するのが条件になっています」

「やっぱりね」

　腕を組んだ愛が憤慨の息を吐くと、佑なりに白はく曜よう会かいをフォローしようとした。

「で、でも、本当に世間の評判ほどは酷くないんですよ？　夏休みと冬休みっていうのは僕の希望みたいなもので、年間五〇日をクリアすればいいだけだし、一日に何万円集めろ、みたいな募金のノルマはないから」

　けれど佑の感覚と愛の感覚は完かん璧ぺきに違っていた。

「年間五〇日って週一ペースじゃないっ！　仮に金額ノルマじゃなくても、日数ノルマがあること自体、おかしいでしょ。そんな奨しよう学がく金きんとは縁を切りなさいっ！」

　目をつり上げる愛の前で、佑は力なく肩を落とした。

「きっと、そうするべきなんでしょうね……」

　けれどグレーゾーンだろうと、裏条件があろうと、それに頼らざるを得ない現実がある。佑は自分を責めるしかなかった。

「僕が悪いんです。有償の奨学金を借りて社会人になって返していくとか、最初から学校に通おうとせず働くとか……世の中にはそうしている人だっているんだから」

「だからどうしてそんな考えになっちゃうのよっ!?　悪いのは白曜会でしょ。高校や大学に行きたいって願うのは誰だれだってそうじゃない」

「そうかもしれないけど、仕方ないんです」

　力なく佑はつぶやくと、盛大なため息を吐いた。

（ああ、もう……大失敗だよ）

　もしも愛がこのことを学校側に話せば、佑と真ま伊いは白曜会からの奨学金を辞退しなければならなくなるかもしれない。

　そうなれば佑ゆうは学校をやめて働くしかない。しかも高確率で真ま伊いも学校をやめて一緒に働くと言いだすはずだった。

（僕は学校をやめてもいいけど、真伊だけは何とか学校に通わせてやらないと……）

　大変な事態になってしまうが、真伊なら兄である佑が強く言えば最後は説得を聞き入れてくれそうな見こみがある。

　逆に愛あいが今回の件を見逃してくれれば事態は穏おん便びんにすむのも確かだ。ただし生き真ま面じ目めな副会長の説得は難しそうだった。

　佑はダメで元々と言うより、最悪の事態を確認するぐらいのつもりで、頼んでみる。

「何とかアルバイトと奨しよう学がく金きんのことは見逃してもらえませんか？　でないと僕、学校をやめるしかなくなるんです。せめて奨学金の件だけでも」

　しかし愛は即座に却下した。

「見逃せるはずないでしょっ！」

「やっぱり、そうですよね……」

　退学決定とばかりに佑がガックリとうなだれると、愛は声を震ふるわせる。

「だって目の前に苦しんでいる人がいるのに、黙って見過ごせるはずがないじゃない。ましてやそれがこの学校の生徒だなんて……この学校の生徒はみんな、ハッピーに……」

　遠い昔、母と約束をした一言を口にしかけたところで、愛は自らの言葉に胸を打たれた。猫ねこ目め石いしのような瞳ひとみが遠くを見つめるかのようにゆらぐ。

（お母さん……昨日、夢に現れたのは、この人を救いなさいって言いたかったの？）

　それは偶然の出会いが運命の出会いへと変わる一いつ瞬しゆんだったかもしれない。

　使命感に火がついて、燃え上がる感情そのままに愛は力強く宣言する。

「いいわ、奨学金の件はあたしが、おば、じゃなかった理事長か校長にかけあってくる」

「えっ、理事長か校長先生に？」

　咄とつ嗟さのことで佑が目を白黒させていると、愛は交換条件を迫る。

「ただし約束してくれる？　別の無償の奨学金を用意できたら、白はく曜よう会かいとは縁を切るって」

「そ、そりゃあ別の奨学金が受けられるなら」

　気け圧おされる形でうなずく佑の目を、愛は真まっ直すぐ見つめる。

「約束したわよ。すぐ戻ってくるから、ここで待ってて」

　そして言うが早いか愛は生徒会室を飛び出した。

「あっ、ちょっと待ってくだ……」

　一いつ瞬しゆん、悪い予感がして、愛を止めようと佑は腕をのばしたが、その手は虚むなしく宙をつかむ。

「ああ、行っちゃった」

　そしてこの段になって佑は悪い予感の正体に気づく。

（これで白曜会から奨学金をもらってることだけは確実に学校にバレちゃうのか……）

　評判が悪いこともあって、学校から白はく曜よう会かいの奨しよう学がく金きんを辞退するよう迫られる可能性は高い。それどころか、学校の奨学金を打ち切られる可能性すらある。

　それでいて愛あいが本当に別口の奨学金を用意できる可能性は限りなくゼロに近かった。

　無力感で胸がいっぱいになり、佑ゆうは深いため息を吐く。

（きっと妹まい原ばらさんって育ちがいいんだろうな……無償の奨学金って、そう簡単にもらえるはずがないのに）

　誰だれだって奨学金を受けるにしても、有償よりも無償の方がいいに決まっている。そして誰でも欲しがるものは競争も激しくなり、なかなか手に入らないのが世の常だ。

　この学校の奨学金も、偏差値相応の学力が必要な上、セレブ御ご用よう達たしのボンボン校に貧乏人が飛びこむ勇気がいる。実際のところ、奨学金制度の利用者は今では滅めつ多たにいないらしい。

　そして白曜会の奨学金も、愛には言わなかったが、去年から募ぼ金きん活動に参加していたこともあって、兄妹きようだい二人で受給できたのだ。

　そう簡単に無償の奨学金を受けられるわけがないのである。

　哀かなしい目をした佑がうなだれていると、生徒会室の扉が開いた。

（あれ、誰だれだろう）

　一五分程度しか経たっていないことから、他の生徒会役員の誰かが来たのかと思ったのだ。しかし佑が顔を上げると、そこには喜色満面でＡ５サイズの紙をつきつける愛の姿があった。

「申請が通ったから、申込書を書いて」

「ええっ！」

　驚おどろく佑の目の前で、愛は申込書をつまんでいた人さし指と親指を軽くひねる。すると二枚重ねになっていた申請書が扇のように広がった。

「妹さんの分もあるから、二枚、書いてね」

「そ、そんな、どうやって……」

　目の前の光景が信じられなくて佑が声を震ふるわせると、愛は鼻も高たか々だかといった調子で顔を斜め上に傾かしげた。

「うちの学校もお金を出してるところらしいわ。横で見てたけど、二つ返事だったわよ」

　もっともその得意げな顔も、すぐに表情が曇くもってしまう。

「一応、白曜会の奨学金より額が大きいのを頼んだんだけど、前より減ってない？　って言うか、こんな額で生活できるの？」

　愛の不安が伝染してしまい、あわてて佑は申込書を確認する。すると金額は月の支給額が二万円とあった。前の奨学金に比べると、ほぼ二倍だ。しかも妹の分もあるので、一ヶ月で二万円以上の増額となる。

　百円や千円単位の支出に怯おびえるような生活をしていた佑と真ま伊いにとって、この額は大きい。

「こ、これだけあれば十分ですよ。僕らなら、貯金だってできちゃいます」

　今まで何かあると、決まって学校をやめて働くしかないと簡単に追いつめられてきたが、これなら多少の余裕も生まれる。

　一気に卒業までのビジョンが見えてきたが、同時に佑ゆうは不安にもなる。何せ座ざ右ゆうの銘めいは「タダより高いものはない」だ。

「で、でも、どうして……どうしてここまで僕や妹のためにしてくれるんです？　僕、妹まい原ばらさんのためにできることって何もないですよ」

　すると愛あいが笑った。頰ほおにトレードマークも同然のエクボが浮かぶ。

「別にあたしは相あい葉ばくんに何も期待してないわよ……そりゃあ、あたしが男子で、相葉くんが可愛かわいい女の子だったら、お前を好きにさせてもらうぞって迫っちゃうかもしれないけどね」

　芝居がかった仕し草ぐさで愛が両手の指をニギニギと動かすと、妹の顔が浮かび佑は顔を引きつらせた。すると愛は一転して、すました顔になる。

「でも現実は逆でしょ。あたしの方が可愛い女の子で、相葉くんは男子。安心していいんじゃない？」

　確かに愛の言う通りだが、佑の顔は硬直したままだ。

　結局、座右の銘がタダより高いものはないというのも、安易に施ほどこしを受けると、妹を危険にさらすかもしれないという警戒心からだった。

　とかく今の世の中、他人の弱みにつけこみたがる人間が多すぎる。

　しかしそんな固まってしまった佑の姿に、顔を赤くした愛が奇妙な理屈で怒りだす。

「あのね、男子のお約束ってのを教えてあげるけど、こういう時は『可愛い女の子』ってとこで、ツッコミを入れてくれないと、あたし、痛い子になっちゃうでしょ。ここは『え～っ、可愛い女の子って誰だれがだよ～ぉ』みたいなことを言ってくれないと」

「いや、でも、妹原さんって本当に可愛いですし」

　咄とつ嗟さのことで佑も素すのままの感想を真ま顔がおで述べる。

　すると愛の顔がほんのり赤くなった。そして一歩、二歩と後あと退ずさりながら、うろたえる。

「な、何を真顔で言いだすのよっ!?」

　すると佑は真剣な表情のまま、愛が下がった分だけ、一歩、二歩と詰めよった。

「だって可愛いのは本当ですから」

　愛の顔色が真っ赤を通り越して真しん紅くと化し、その口はアワアワと引きつるが、今の佑は奨しよう学がく金きんのことで頭がいっぱいで、愛の顔色から何かを読み取る余裕なんてなかった。

「そんなことより、本当にどうしてここまでしてくれるんですか？」

　これには愛もちょっぴり興きよう醒ざめとばかりに目を泳がせる。

「えっ……」

「だ、だから、どうしてここまでしてくれるんですか？　僕らなんかのために!?」

　年下の男の子の弱々しい姿は母性本能をくすぐるものがあるが、それも限度がある。度が過ぎると女の子だって引くものだ。愛あいも盛大なため息を吐いた。

「どうしてって……逆にどうしてそんなに卑屈になるのかしら。もう少し堂々としたら？　男の子でしょ？」

　そのまま愛は話を続けようとしたが、質問されたと思った佑ゆうが答えようとして、二人の声が重なった。

「こんな時はね、素直によろこ……」

「だって、僕ら、お母さんからも捨てられたのに……」

　その一言の重みに胸を押しつぶされる形で、愛の息が止まった。

　仮に自分が親の庇ひ護ごもなければお金もない。そんな状況に置かれて一人で生きていけるだろうか。ましてや妹や弟を抱えて生きていけるだろうか。

　そんな佑の境きよう遇ぐうを、自分の身に置き換えて想像した時、愛は本当の強さの意味を知ったような気がした。

（この子は決して弱い人間なんかじゃない……だってずっと妹さんを守って生きてきたんだから……むしろ、あたしよりずっと強い人間かも……もしも弱いとしたら、ただやさしさに弱かっただけ）

　多少の誤解もこみだが、愛の中で目の前の少年を助けることは使命を通り越して天命へとグレードアップする。

　愛は胸に手をあてると高らかに宣言した。

「あたしは生徒会副会長、妹まい原ばら愛。苦しんでいる生徒がいればそれを全力で助けるのがあたしの仕事であり、使命であり、天命なのっ！　だから見返りなんて心配しなくていいの」

　言葉には力がある。心からの言葉は相手の心に必ず届く。愛の本気が伝わって、佑も言葉を震ふるわせた。

「ほ、本当に大丈夫なんですね？」

「もちろん」

　力強く断言すると、愛は悪戯いたずらっぽい笑みを浮かべる。

「それより、チャンスの女神さまは前髪が短いって言うでしょ？　ぼやぼやしてたら、その奨しよう学がく金きんも逃げちゃうかもよ」

「た、大変だ」

　あわてて佑は筆記用具を探すべく、制服のあちこちを叩たたく。すると愛が笑いながら、会長席から筆記用具を取り出した。

「冗談だってば。奨学金は逃げたりしないから、あわてなくても大丈夫よ。でも今日中に書いてファックスで送ると、来月の振り込みに間に合うらしいから、ここで書いてくれる？　できたら妹さんのも一緒に」

「あっ、はい」

　急いで佑ゆうが申込書に書きこみはじめると、愛あいはクルリと背を向ける。プライバシーに関する部分が目に入るのは気が引けたのだ。

　一方、佑は涙ぐみながら申込書に名前や生年月日を書きこんでいく。

「何だか、僕、夢の中にでもいるような気分ですよ。生徒会室へ来る前は学校をやめないといけなくなるかもしれないって思ってたのに」

「ああ、そういえばクーラーも必要とか言ってたわよね」

　思いだしたように愛が左の手のひらを右の拳こぶしでポンと叩たたく。

「ああ、それは……」

　エアコンの件は奨学金の総額が上がったこともあり、佑は直感的に何とかなりそうな気がしていた。

（今月は出費がかさんじゃったけど、来月からは出費も減るし、逆に奨学金は増えるわけだから、一ヶ月に一万円は楽に浮かせるはずだよね。そうしたら仮に一〇万円くらいのを買ったとしても、一〇ヶ月後にはプラスマイナスゼロになって、それ以後は真ま伊いの大学進学のために貯金が上うわ積づみできるかも）

　しかし佑が頭の中でまとめたことを口にするより、愛が疑問に感じたことを口にする方が早かった。

「ところでクーラーってやっぱりお高いのかしら？」

「そりゃあ、安くはないですよね」

　佑が深々とうなずくと、何な故ぜか愛は少しばかり警戒するような目になる。

「安くないって言うと、やっぱり何十万円もするのかしら？　も、もしかして百万円以上しちゃうとか？」

「そんなにしませんよ。安いのだと四万円か五万円くらいからあるし、一〇万円もあれば普通のが買えますから」

　エアコンの価格帯を聞いた途と端たん、愛が素すっ頓とん狂きような声をあげた。

「えっ、何だ。そんなに安いの」

　そのいかにも拍ひよう子し抜ぬけといった表情を見て、佑は金銭感覚の違いを痛感する。

（僕が生きるか死ぬかってほど迷うぐらいの金額でも、この学校に通ってる人にとっては大した額じゃないんだ……きっと何万円って額でもおこづかい感覚なんだろうな）

　そんな佑の思いを裏付けるかのように愛は目を輝かがやかせた。

「それじゃあ、あたしがクーラーを買ってあげるわ。これで万ばん事じ解決ね」

「そ、それはダメですよ」

　あわてて佑が首を左右にブンブン振ると、愛はキョトンと首を傾かしげる。

「どうして？　クーラーがないと夏をすごせないでしょ」

「そりゃあ、確かにそうだし、妹まい原ばらさんにとっては何万円単位のお金って大したことないのかもしれないですけど……」

「ちょっと待ってよ。そりゃあ、そのぐらいのお金はあるけどさあ、あたしだって何万円って単位のお金を使うのはそれなりに覚悟がいるって言うか……」

　恩着せがましいとは思われたくないが、安っぽく見られたくもない。複雑な乙女心が愛の目を右へ左へとゆれ動かす。上じよう気きしてほんのり鼻先も赤くなっていた。

　そんな落ち着かない愛あいとは対照的に佑ゆうは思いつめた顔で語りだす。

「奨しよう学がく金きんを紹介してもらっといて、こんなことを言うのは矛む盾じゆんしてるかもしれないけど、クーラーまで買ってもらうのは、さすがに一線を越えちゃってるって言うか、そこまで甘えられないって言うか」

「えっ、いや、一線を越えるって……」

　誰だれかが急に入ってくる可能性は限りなくゼロ、そんな生徒会室。男子と女子が二人きり。そして何となく解放感のある放課後という時間帯。

　このシチュエーションで「一線を越える」となれば自然と想像してしまうのは男女の二文字だ。愛の顔が熟うれたトマトのように真っ赤になる。

　動揺する愛の姿を、佑は怪け訝げんな目で見る。

「僕、何か変なことを言いました？」

「えっ、いや、だから、女子と男子が一つの……」

　説明しようとしたところで、愛は我に返る。

（このままだと、あたし、痛い子になっちゃう）

　構図としては自意識過剰女と純情少年という形だ。

「あはははっ、いや、何でもないわ……あっ、でも、そうよね、さすがにクーラーまで買っちゃうと、ちょっと重いかもしれないわよね。つまり手編みのマフラーをあげたり、手作りのケーキをあげたりするみたいな？」

「う、う～ん？　重い？　でも僕が電器屋さんで見た時は室内機ってせいぜい一〇キロだったような……あ、でも室外機だともっと重かったかな」

「えっ、ああ、うん？」

　目を白黒させた愛が首をひねると、佑は話が変な方向に逸それたのを悟る。

「とにかくクーラーまで買ってもらうわけにはいかないって言うか……」

「ま、まあ、そうよね」

　微妙に食い違いつつも、二人の会話はそれなりの成立をみる。

　そこで佑は奨学金が増えたので、アルバイトをする必要がなくなったことを伝えようとしたのだが、ここでも愛が口を開く方が早かった。

「ただ相あい葉ばくんがバイトをしようとしてたお酒屋さんって、うちの学校の先生たちが学校帰りによってるのを何度も見たことあるのよねえ」

「そ、そうだったんですか。でも奨しよう学がく金きんの……」

　佑ゆうが事情を説明しようとしても、それを遮さえぎる形で愛あいは平へい坦たんな胸を叩むねいた。

「こうなったら、バイトの件もあたしに任せてくれない？」

「ええっ！　でもバイトは校則で……」

　まさか生徒会の副会長が校則破りの斡あつ旋せんをするようなことを言いだすとは思わず、佑が目を丸くすると、愛は不敵な笑みを浮かべた。

「大丈夫、あたしに任せなさいって。悪いようにしないから。ただし、これからは隠れてバイトしようとかしないこと。いいわね？」

　そして佑に返事をする隙すきさえ与えぬとばかりに、再び愛は生徒会室を飛びだした。

　一いつ瞬しゆん、佑は愛を引きとめようと手をのばしかけたが、文字通りの一瞬だった。

「あっ、あああ……また行っちゃったよ……でも、まっ、いいか」

　無理にアルバイトをする必要はなくなったが、真ま伊いの大学受験費用として残している貯金を切り崩くずさずにすむなら、それに越したことはない。何より単純にお金はあった方がいい。

（さすがに大学の入学金と授業料は奨学金を借りようかと思ってたけど、借りるお金は少なければ少ないほどいいし……それにしても、凄すごいなあ。無償の奨学金をこんなに簡単に用意できるなんて……）

　佑は奨学金の申込書に目を落とすと、しみじみと考えこむ。

（でも世の中ってこんなものかもしれない）

　無償の奨学金の多くはスポンサーの篤とく志しによって成り立っている。早い話が、お金持ちの寄付だ。

　だからお金持ちの側にいる人はコネを得やすいので奨学金を簡単に用意できるが、そうした側にいる人たちは基本的に奨学金をもらう必要がない。

　そして貧乏で奨学金が必要な側の人間はコネがないのだ。

　それを佑は貧乏な身の上でありながら、お金持ちの子弟が集うこの学校に飛びこんだので、こうして奨学金にありつけるのかもしれない。

　それなりに自分で納得がいったところで、佑はこの学校に入る前に散さん々ざん悩んだことを、しんみりと思い出す。

（最初はお金持ちの集まる学校に奨学生として入るなんて、周りからバカにされるだろうし、かっこ悪いって思ったけど、勇気を出して、この学校に飛びこんで良かったよ）

　きっと奨学金の時と同じように、愛ならアルバイトも難なく用意してしまうのだろう。そんなことを思いながら佑は天てん井じようを見上げて、ほっと息を吐いた。




　一方、その愛は校内の廊下を頭を抱えて右う往おう左さ往おうしていた。

（バイトって、どうしたらいいのかしら……）

　単純に仕事を探して紹介するだけなら、話は簡単だ。

　この学校にはお金持ちの子女が多い。言い換えれば会社や店の経営者の子が多いわけで、友だちのツテを頼れば何とかなりそうではある。

　けれどアルバイトは校則で禁止されていた。

　校則違反の斡あつ旋せんを生徒会の副会長ができるはずがない。だが相あい葉ば兄妹きようだいを放っておくことはもっとできなかった。何な故ぜなら、天命だから。

（どうしても何とかしなきゃ。あたしが買ってあげるのが手っ取り早いんだけど……でもそれはダメなのよね、重いから）

　自問自答のあと、愛あいは考えこむような仕し草ぐさで人さし指を顎あごにあてる。

（なるべく短期間ですませたい。そしてなるべく人に知られたくない……そんな都合のいい仕事がある？　ないわよね、普通）

　再び自問自答をくり返すと、愛は目を輝かがやかせた。

（そうだ、都合のいい仕事がないなら、都合のいい仕事を作ればいいじゃない）

　そう、ブルジョアならではのマリー・アントワネット的発想の転換だ。

　元々愛としては佑ゆうにエアコンを買うお金をあげても良かったのだから、形だけの仕事を用意すればいい。ただし形だけの仕事といっても、本当に形だけなのは良くないはずだった。それなりに本格的な仕事のような体てい裁さいを取りつつ、なるべく他人に頼らないですむのが理想だ。

（う～ん……旧校舎を数日、借りるぐらいなら何とかなりそうよね）

　少しばかり思案すると、愛は職員室へ向かう。

「失礼します」

　戸を開けると、放課後の職員室は閑かん散さんとしていた。愛の視線は職員室の最も奥まった席へ向かうが、そこに目当ての人物はいない。

　けれどその仕草と視線で、愛の意図を察した若い女性教師が話しかけた。

「あら、校長先生を探しているの？」

「はい」

「校長室か理事室じゃないかしら。今日はこちらの方にはお見えになってないわよ」

「そうですか……」

　猫ねこ目め石いしのような瞳ひとみが、かすかに戸惑う。実は先ほどの奨しよう学がく金きんの件で、理事室と校長室には行っていたのだ。

（お祖ば母あさまの家にもいなかったし、だったら、どこへ行ったんだろ……部活を見に行ってるとしたら、野球部？　あっ、関東大会が近いから、バレー部の可能性も）

　学校のスケジュールと校長の行動パターンから、愛は次の行き先を決めると、女性教師に礼を述べて、職員室を後にした。

　そして職員室の戸が閉まると、愛と話をしていた女性教師は肩で大きく息を吐く。

「ふ～っ、変に気を使っちゃうわね」

「あっ、わかります。今は生徒と先生でも、何年か後には上司かもしれないですからねぇ」

　後輩の教師が苦笑いを浮かべると、別の若い教師が目を丸くした。

「え～っ、そんなに早いんですか？」

「理事長はもう八〇を超えてるそうだし、校長先生はお子さんがいないから」

「帝王学、バリバリらしいですよ」

　職場や業界の人事や裏事情は社会人には最も気になる話題の一つだ。それは教師というお仕事でも変わらない。若手教師たちは暫しばし噂うわさ話ばなしに花を咲かせた。




　一方、生徒会室の中では佑ゆうがおとなしく愛あいの帰りを待ち続けていた。愛が出てから、かれこれ三〇分以上は経たつ。

　佑は壁にかかった時計を見て、ため息を吐く。

（バイトを探すのに手て間ま取どってるのかな……悪いことしちゃったかも。僕がバイトなしでも何とかなるって言えば良かったんだ）

　そんな内ない罰ばつ的な念に佑がかられると、景気よく生徒会室の扉が開いた。

「お待たせっ！　何とかなったわよ」

　目を輝かがやかせる愛を前にすると、今いま更さら「バイトなしでも大丈夫」とは言えるはずもなく、佑は深々と頭を下げ素直に感謝する。

「本当にありがとうございます。妹まい原ばらさんって、命の恩人ですよ」

「命の恩人って、オーバーね」

　愛は軽く笑い飛ばすが、学生生命的な意味からすれば佑にとっては本当に命の恩人で、大げさでも何でもなかった。その象徴とばかりに奨しよう学がく金きんの申込書をしみじみと見つめる。

「でも妹原さんのおかげで、こうして奨学金を受けられることになったし、バイトまで紹介してもらって」

「気にしないでいいのよ、そんなこと」

　愛がからっと乾いた笑い声をあげると、佑はしんみりとため息を吐く。

「いや、でも、妹原さんって本当に同じ高校生とは思えないほど、大人ですよ」

「そ、そ～お？　そこまで大人でもないような」

　愛が首をひねると、佑は重々しく首を振った。

「いえ、だって普通はこう簡単に奨学金を用意できませんよ。それに妹原さんって、どこか学校の教師とか校長先生みたいな感じがするっていうか」

「そ、そうかな？」

　愛の顔が若じやつ干かん引きつるが、奨学金の申込書へ目が向かっていた佑は気づかない。

「ええ、もしくは生徒会長とか」

　この一言に愛あいが飛びついた。

「あっ、そうかもね。だって中等部でも生徒会長やってたし、どうせ次の選挙で生徒会長をやらされるだろうし、それに今だって会長が生徒会に顔を出さないから、会長の仕事も色々と押しつけられてるしね」

「なるほど、だからなんですね」

　佑ゆうがあっさり納得すると、この話題を打ち切る絶好のタイミングとばかりに愛は本題を切りだした。

「それより、バイトの説明をするわね」

「あっ、はい」

　あわてて佑が背筋をのばすと、愛もかすかに膝ひざを震ふるわせた。そして乾けん坤こん一いつ擲てきの大勝負といった調子で高らかに告げる。

「今度の五連休に旧校舎の警備をすること、それが仕事よ。一日一万円、五日で五万円になるから、クーラーも買えるでしょ？」

「ありがとうございます」

　反射的に佑は頭を下げたが、咄とつ嗟さに疑問を抱いてしまった。

（あれっ、いいのかな？）

　三日の憲法記念日から五日のこどもの日までの三連休に土日（振り替え休日）が加わって、今年のゴールデンウィークは五連休、ここまではいい。けれど問題はその先だった。

「でも一日一万円って……仕事は校舎の警備だけですよね。そんなにもらっちゃってもいいんでしょうか？」

「や、やっぱり、お給料が少し高すぎると思う？」

　少しばかり愛が狼ろう狽ばいすると、佑は落ち着いた様子でうなずいた。

「ええ、だって一日で一万円ですから」

　佑は中学を卒業してから一年ほど働いているが、一八歳未満だと深夜労働もできなければ残業もできない。

　しかも男が手っ取り早くお金を稼げる仕事となると、工事現場での肉体労働と相場は決まっているが、公共工事の減少で現場仕事が少なくなっている上、未成年者は規制が多いので、現実問題として現場仕事を得ることが難しい。

　そんなわけで、中卒男子のお仕事だと収入なんて時給に換算して千円以下の世界だ。

　その感覚からすると、一日一万円は大きい。

　働いた経験のある佑でさえこうなのだから、普通の中高生の感覚からすると、一日一万円はかなり給料がいいと感じるはずで、そこは愛もわからないでもなかった。だから生徒会の副会長は腕を組むと、佑に背を向けた。

「さすがね……」

「えっ？」

　怪け訝げんな顔の佑ゆうを背にしたまま、愛あいは顔から冷や汗を流していた。

「この仕事が単に楽なだけの仕事ではないって気づくとは……」

「ってことは、やっぱり何かあるんですね？」

　神しん妙みような顔をして佑が息を吞のむと、愛はワンオクターブ低い声で重々しくうなずいた。

「ええ、そうよ」

　しかし、そのあとが続かない。

（ど、どうしよう、困っちゃった……）

　芝居がかった仕し草ぐさでうつむくと間を置き、それから頭を上げるが、何も思いつかない。それでも黙っているわけにもいかなかった。ほとんど追いつめられる形で愛は振り返る。その顔からは完全に表情が消えていた。

「実は……旧校舎には、出るの」

　主語はなくとも雰ふん囲い気きで、何が出るのか、一いつ瞬しゆんで佑は理解する。

「や、やっぱり、幽ゆう霊れいが出るんですね？」

　一般人の多くは幽霊の類たぐいに対し、疑惑や疑念が先行しがちだが、佑は「真ま伊いに霊感があり、妹は噓うそをつかない」という間接的な理由で、霊の存在を信じている。おまけに不幸な生おい立たちもあって「きれいな花にはトゲがあり、うまい話には裏がある」のが当たり前の感覚となっていた。むしろ「虎こ穴けつに入いらずんば虎こ児じを得ず」に近いかもしれない。

　おかげで一万円という労働対価へ変な尾ひれがついてしまう。

（きっと今まで何人もの警備員が、人知れず呪のろわれて色々と不幸な目に遭あってるんだ。病気になったり、事故に遭ったり、一家離散みたいな不幸なことが起きたり……）

　膝ひざをガタガタ震ふるわせて、顔色は真っ青。そんな目に見えて狼ろう狽ばいする佑の姿を前にして、愛は内心でほくそ笑む。

（何だ、簡単じゃない……所しよ詮せんはこの間まで中学生ね。お化けをこんなに恐こわがるなんて）

　急に自信を取り戻した愛は胸を反そらす。

「そうよ。旧校舎は知る人ぞ知る心霊スポットでね、警備会社の人も恐がって、なかなか人が集まらないの。だから給料も高いわけよ」

　それから愛は大人のお姉さんといった調子で、佑を横目でチラリと見る。

「もちろん、恐いなら、やめてもいいのよ？」

「と、とんでもない。どんな仕事でも、僕、やります……い、いえ、やらせていただきますから。あれ、させていただきますかな？」

　動揺して佑は思考力が著しく低下するが、それに反比例する形で愛は頭の回転が早くなる。

（ここは社会の厳しさってやつを、教えてあげなくちゃね）

　含み笑いを嚙かみ殺し、愛はアルバイトの細部をつめていく。

「えっと、警備の仕事は泊まりこみね。日付をまたぐけど、最終日も旧校舎に泊まると、翌日の授業に支障が出るから、夕方で終了よ。その分、初日は学校が終わってからってことになるわね。それから旧校舎がどこにあるか知ってる？」

　知らないので佑ゆうが首を左右に振ると、愛あいは飛び地となっている旧校舎及びサブグラウンドの位置などを説明し、一通り話は終わった。

「……って、ことでいいかしら？　あっ、でも、もしかしてゴールデンウィークってもう予定があったとか？　もし旅行とかの予定があるんだったら、別の日でもいいんだけど」

　最後に根本的なところを見落としていたと愛は多少狼ろう狽ばいするが、佑は自信満々に断言する。

「大丈夫です。僕、貧乏だから旅行の予定なんて、まったく、ありませんでしたから」

「そう、良かった。なら、これで決まりね」

　愛が声を弾はずませると、佑は力強くうなずいた。

「はい」

　途と端たん、愛は肩の荷が下りたとばかりに深い息を吐く。

（何だかそれらしい仕事になったじゃない）

　そして佑もそれなりに条件が悪くなったこともあって、逆に安心していた。

（みんなが嫌いやがるような仕事だからこそ、いっぱいお金がもらえて、僕も働かせてもらえるんだ。幽霊は恐いけど、真ま伊いのために頑張るぞ）

　かくして労働基準法的にも問題だらけなら、一日一万円でも二四時間だと時給に換算すると五〇〇円以下のお仕事になってしまったのにも気づかず、佑と愛は互いに満足感いっぱいの笑みを浮かべた。




　話が終わって、生徒会室を後にした佑は学校の廊下をスキップせんばかりの勢いで歩く。心の底からうれしさがこみ上げてきて、顔の筋肉はゆるみっぱなしだった。

　月々の奨しよう学がく金きんが上がり、夏休みや冬休みの募ぼ金きん活動からも解放され、更さらには五日間で五万円という臨時収入まである。

　今までの暮らしや経済状況からすると、夢見心地ごこちにして、天にも昇るような気分だ。

　さすがに佑も少しばかり気が大きくなる。ただし元がちいさいので、大きくなっても、所しよ詮せんはささやかなものだった。

（五万円もあれば六畳用のクーラーが買えるけど、奮ふん発ぱつしてちゃんと八畳用のクーラーを買っちゃおうかな……ああ、でもこういう時こそ六畳用のクーラーにしとくべきなのかな。別に部屋をガンガンに冷やす必要はないわけだし）

　心の中で六畳用エアコンと八畳用エアコンのシーソーゲームが起きる。六畳用と八畳用。五万円と八万円。お金に余裕か、性能に余裕か。

　最後の決め手となったのは記憶の中にある妹の無む邪じや気きな言葉だった。

『うちらがこのアパートを出る時、うちらが入る前より、ええようにしてから、しいちゃんに返そうや。遠足でも、来た時よりきれいにして帰りましょうってゆうじゃろ？』

（そうだね、真ま伊い。せっかくだから、ちゃんと八畳用のクーラーをつけようか……クーラーって引っ越しの時に、置いて行くことも多いしね。バイト代からすると三万円ぐらい足りないけど、一ヶ月一万円ずつ節約しても三ヶ月で何とかなる額だし）

　記憶の中の妹の言葉と会話する形で、考えは固まった。それと同時に佑ゆうはあたたかい気持ちにもなる。

　真伊は一緒にいる時はもちろん、思いだすだけでも、やさしい気持ちにしてくれる。そんな妹がいることが無む性しようにうれしかったのだ。

　しかし好こう事じ魔ま多おおしとはこのことか。

　夢心地の佑が軽やかな足取りで、カバンを取りに教室へ向かっていると、廊下で向こうから歩いてきた女子と目が合ってしまった。

　その直後、佑の背中に悪お寒かんが走る。

（あれ？　何か変だ……）

　ちょっぴり解放感のある放課後、廊下で楽しそうにスキップする異性を見ると、男子でも女子でも思わず失笑してしまうのが、普通の高校生というものではなかろうか。

　けれど今、目が合った女子は明らかに表情が妙だった。

（な、何だろう……軽けい蔑べつとか嫌けん悪おみたいな感じってわけじゃあなかったけど……あれは警戒されてる感じ？）

　すぐに女子とすれ違うが、どうやら携帯電話を使っているらしく、言葉の断片が耳に入る。

「……はい。いました……」

　体内警報が鳴り響ひびき、佑は頭から血の気が引いた。

（ヤバイ、絶対にヤバイ、僕の知らないところで何かが起きてる！）

　望ぼう外がいの幸運が続いただけに、不運のぶり返しが怖ろしくなる。

　何せ佑の今までの人生からすると、しあわせの総量と不幸の総量とでは圧倒的に不幸の方が大きかった。

　奨しよう学がく金きんの増額、夏休みや冬休みの裏条件の解消、更さらには臨時収入。これだけの幸運につり合う不運となると、咄とつ嗟さに佑の脳裏に浮かんだのは「死」の一文字。

　まるでこの場から逃げ出すように、佑は廊下を走りだす。

「は、早く家へ帰らなきゃ。真伊が、真伊が喜ぶはずなんだ」

　映画なら、死ぬ寸前の脇わき役やくが口走るようなセリフが思わず口から出て、佑は涙ぐむ。所謂いわゆる、死亡フラグ。

　階段口へ飛びこむと、二階へと急ぐ。

「真伊に教えてやるんだ。しょ、奨学金が上がったって……これからは安心して暮らせるんだって。ようやくしあわせになれるとこだったのに」

　そして二階。すぐさま佑ゆうはＦ組の教室へ飛びこむが、まるで死亡フラグの回収場面がやって来たかのように、その場に立ちすくんでしまう。

　姉あね川かわ美み唯いがいたのだ。

　佑にとっては天敵とも呼べる人物である。

　しかもご丁てい寧ねいに美唯の手には携帯電話が握られていた。

「ええ、来たわ……ありがとう」

　そして佑を横目に美唯は電話を切った。

　一連の流れや場の雰ふん囲い気きからすると、黒幕は美唯だったことは明白だ。だから佑も咄とつ嗟さに叫んでいた。

「お願いです。殺さないでっ！」

「何でそうなるのよっ！」

　全力で叫び返す美唯の姿を、佑は怯おびえた目で見る。

「ち、違うんですか？」

「当たり前でしょっ！　まったく人の顔を見るなり、何を言いだすのかしら？　びっくりするじゃない」

「で、でも手下を使って、僕のことを探して……」
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「さ、探してたのは事実ですけど、手下とは失礼ね。みんな、わたしのお友だちです」

　美み唯いの顔が真っ赤になる。一方、佑ゆうの方は青い顔のままだが、そろそろ落ち着きを取り戻しはじめていた。

「そう言われてみれば僕を殺しても何の得もないような……」

　佑がふと我に返った顔になると、美唯もふと我に返った顔になる。

「そう言われれば確かにあなたさえ死ねば相あい葉ばさんが……」

「えっ？」

　思わず佑の目が点になるが、美唯は目を逸そらすように咳せき払ばらいを一つする。

「いえ、何でも、ありませんわ……それよりも、福ふく田だという方に心当たりはあるかしら？」

「えっ、福田さん？」

　咄とつ嗟さに心当たりがなくて佑は必死に記憶の中にあるクラスメイトの顔を次々に思い浮かべていく。割と平凡な名前なので、小中学校時代の同級生の誰だれかなら有り得る。

　けれど美唯の次の一言で思考停止を起こす。

「四〇代ぐらいの中年男性よ」

「いえ、心当たりなんてないです」

　元々、この地には知り合いが少ない。しかも中年男性となると、尚なお更さちだ。佑が呆ぼう然ぜんとした表情になると、美唯も納得顔になる。

「やっぱり不審人物ね」

「その福田さんっていう人がどうかしたんですか？」

「相葉佑くんか真ま伊いさんに話があるので連絡先を教えて欲しい、みたいなことを校門にいる守しゆ衛えいさんにお願いしたそうよ」

「僕か、真伊……誰だろう。僕ら兄妹きようだいを知ってる人？　それでいて四〇代の男性って」

　再び佑は記憶をたどろうとするが、美唯が叱しつ咤たする。

「思い出そうとしたって、どうせ無駄だわ。きっと相手はストーカーよ。相葉さんを狙ねらっているに違いないわ。校門のところで待たせてあるから、あなたが会いに行きなさい」

「ええっ！　えっ？　あれ、でも」

　頭ごなしに命令されて、咄嗟に佑も嫌いやだと思ったが、単純に条件だけをならべて考えると、ここは「僕が行く」という場面だ。

（不審者に会うなんて嫌だけど、でも真伊を危険にさらすわけにはいかないから、結局は僕が行くしかないのかな？）

　すると美唯は迷う佑の背中を文字通り押した。

「ぐずぐずしてないで、お行きなさい」

　もっとも実際には「背中を押す」より「つき飛ばす」の方が近いかもしれない。つんのめりながらも佑は歩きだす。

　するとその横に美み唯いが並んだ。そして歩きながら、財布を取り出す。

「相手はストーカーか変質者、もしくは猥わい褻せつ目的でスカウトを名乗る性犯罪者のいずれかよ。間違いないわ。絶対に住所や連絡先を教えたりしてはダメよ。帰りは家とは反対方向に向かないなさい。どこかでタクシーをひろって、このお金が尽きるまで遠くへ行くといいわ」

　万札の束をつきつけられ、佑ゆうはちいさくホールドアップするような形で両手を上げた。

「そのお金はしまってください。まずはその福ふく田ださんって人に会ってみないことには……」

　美唯を必死になだめているうちに、ふと佑は疑問を覚える。

「あれっ？　でも、どうして姉あね川かわさんが僕を探してたんですか？　その福田さんって人は僕か真ま伊いに会いに来たんですよね？」

「それなら簡単なことよ。わたしのお友だちの一人が、正門のところで守しゆ衛えいさんと不審者の話を小耳に挟はさんで連絡をくださったの。だって相あい葉ばさんの住所はわたしの住所でもあるもの」

「なるほど」

　納得しつつも佑は少しばかり寒気を覚えた。

　お友だちが五〇人もいれば一〇〇の目と一〇〇の耳があるというわけだ。

（女子のネットワークって、怖い）

　そんなことを思いつつ、下駄箱で靴を履はきかえ、校舎を出ると、やがて福田なる人物が待つ正門へとたどり着く。

　すると正門のところで、守衛と話をしている見覚えある人物がいた。

「大家さん」

　思わず佑が声をあげると、男は深々とお辞じ儀ぎをする。

「あっ、どうもこんにちは。ご無ぶ沙さ汰たをしております」

　佑のような高校生相手でも丁てい寧ねいな挨あい拶さつだった。あわてて佑もその場で頭を下げると、怪け訝げんな顔をした美唯が小声で尋ねる。

「誰だれなの？」

「あ、あの、僕と真伊が前に住んでいたアパートの大家さんなんです」

　距離はそれなりにあったが、その声が耳に入ったらしく、男は苦笑いを浮かべた。

「大家と言っても、あれは妻が相続したものですし……それに実は離婚しまして」

「ええっ！」

　佑が驚おどろきの声をあげると、三み宅やけ由ゆ紀き子この婿むこ養よう子しだった男は照れくさそうに頭を下げる。

「そんなわけで前にお会いした時は三宅順平でしたが、福田順じゆん平ぺいとなりました」

「あっ、はい」

　相づちを打ちながら、佑は妙なことを感心していた。

（なるほど、これじゃわかるはずないよね）

　それから佑と福田は正門から少し離れたところへ移動し、二人だけで話しはじめた。

　淡々とした笑みを浮かべた福ふく田だが学校へ訪ねてきた理由を語る。

「わたし、出家することにしましてね。それで、君たち兄妹きようだいにご挨あい拶さつにうかがいました」

「えっ……」

　目を丸くしたまま佑ゆうは絶句してしまう。

　出家だけでも意外だったのに、それほど親しいわけでもなかった自分たち兄妹に挨拶へ来たというのが、輪をかけて意外だったのだ。

　けれど福田にも、彼なりに出家に至った経けい緯いや心情があった。

　元々、長年の積もり積もった元妻への不満があったのだが、最後の決定打になったのが、相あい葉ば兄妹を半なかば脅おどして半ば騙だましてアパートを追い出した件だったのである。

　だから東京を離れ、郷里へ帰る福田にとって、相葉兄妹こそが最後の挨拶をするに相応ふさわしい相手だったのだ。

　無論、そんな話をいい年した大人が高校生相手にするわけにはいかない。

「実は郷里に住職がいなくて荒れ果てた寺がありましてね。田舎いなかのツテを頼ったら、そこへ住職として収まることになりまして……」

　差し障さわりのない形で経緯をかいつまんで説明すると、福田は恥ずかしそうにポケットに手を入れる。

「それで良かったら、これを受け取ってもらえないでしょうか？」

　ポケットから出した握にぎり拳こぶしが開かれると、そこには腕時計があった。

　革のバンドはガビガビで、遠目から佑と福田のやり取りを横目で見ていた美み唯いが気持ち悪いと顔を引きつらせたほどだが、ケースは金色だった。

　もっとも佑には金が本物なのか偽にせ物ものなのか見分けがつかないので、単なるボロ時計といったところだ。その価値もわからないが、そもそもどうして自分に腕時計をプレゼントしようするのかもわからない。

　座ざ右ゆうの銘めいが「タダより高いものはない」ということもあって、とりあえず佑は断ろうとする。

「お気持ちはうれしいですけど、これをいただく理由がないっていうか……」

　すると福田は力なく笑った。

「これはアパートの敷しき金きんということで、受け取っていただけませんか？」

「えっ、でも洗せん濯たく機きを僕らはもらったじゃないですか。敷金の代わりってことで」

　その洗濯機は男子（佑）専用として使っているので、しっかり役立っている。だから佑としては敷金の代わりとして十分だったのだが、それでは福田は納得できなかった。だからこそ、東京を離れる前にここまで来たのである。

「あんなもの、敷金の代わりにはなりませんよ。むしろリサイクル料がかかる分、逆に損をさせてしまうぐらいです」

　けれど手にした腕時計を見ると、福田の表情は少しだけ明るくなった。

「実はこれ、壊こわれてるんですよ……けどね、これ、バンドの劣化はひどいけど、ケースは錆さび一つなくてきれいでしょ？　裏うら蓋ぶたを開けたら、内側に18Ｋと刻印が打ってあったんで、本物の金製品のはずです。まあ、小傷はいっぱいあるんですけどね」

　それから福ふく田だは腕時計の文も字じ盤ばんに書かれたメーカー名だかブランド名だかを佑ゆうへ見せる。そこには佑の知らないメーカー名が記されていた。

「ロレックスやオメガなら高く売れるんでしょうが、これは無名のメーカーだし、壊れていますから付加価値や骨こつ董とう価値はないでしょうが、それでも売れば二万円か三万円くらいにはなるはずです。金相場によってはもうちょっと高く売れるかもしれません。これを敷しき金きんと言っては何ですが、もらっていただけないでしょうか？」

　話の最後に福田は自じ虐ぎやく的な笑みを浮かべる。

「お恥ずかしながら、着きの身み着きのまま、今の全財産が故郷へ帰る夜行バスのチケット一枚きりなもんで、敷金としては足りないかもしれませんが……」

「えっ、ちょっと待ってください。売れば三万円くらいにはなるんですよね？　だったら、これをどこかで売って、お釣りを返さなきゃ。だって、敷金って一万五千円だったんですから」

　佑が目を丸くすると、福田も同じ顔になった。

「ええっ？　一万五千円？」

「ええ、家賃が五千円だから三ヶ月分で一万五千円です」

　佑が正直に告げると、福田は力なく笑った。

「ふふっ、そうだったんですか……家賃が二万円か三万円で、その数ヶ月分と思っていましたから……まさか敷金が一万五千円だったとは……たったそれだけの額で、情けない」

　福田の目にうっすらと涙が浮かんでいるのに気づくと、佑は敷金代わりに腕時計を受け取ることを辞退しようとする。

「勘違いがあったみたいだし、その時計はどうぞ、福田さんが売ってお金にしてください」

「いや、いいんです。これはどうしても受け取ってもらいたい」

　それから福田は佑の手に腕時計を握らせる。

「もしもこの時計が敷金より高く売れたなら、それは迷惑料か立たち退のき料ということにしてください。わたしも専門家ではないので、どのくらいの額が適正だったのかはわかりませんが、本来、あなたたちの正当な権利です」

「僕たちの権利」

　半信半疑のまま佑がつぶやくと、福田は力強くうなずいた。

「ええ、そうです」

　その表情は清すが々すがしく、そして晴はれ々ばれとしていた。それから、まるで肩の荷が下りたかのように大きなため息を吐くと、佑の顔を見て微笑ほほえんだ。

「恥を忍んで、ここへ来て良かった。これで心おきなく出家できます」

　それから福ふく田だと佑ゆうは少しばかり世間話みたいな形で話しこむが、その中でこの腕時計の由来についても触れられた。

　アパートの遺品整理で思わぬお宝が見つかるかもしれないというのは誰だれしも思うはずで、由ゆ紀き子こも福田にめぼしい物があれば、取っておくように命じていたのだ。

　この腕時計はアパートのゴミ山みたいになっていた一室から出てきた物で、福田は金製品で高く売れるかもしれないと思ったが、由紀子は革バンドがガビガビになっているのを気持ち悪がったのと、刻印が外ではなく内にあったので、金メッキの偽にせ物ものだと思ったのである。

　それで結局、福田がもらうことになったらしいが、前に住んでいたアパートから出てきたというのが佑にとっては大きかった。何だか本当の意味で、敷しき金きんを返してもらえたように思えたのだ。

　やがて一通り話が終わると、最後に福田が両手を合わせて合がつ掌しようする。

「それではお元気で。さようなら」

　目め尻じりが下がり、ニコニコ笑う福田の姿はまるでお地蔵さまのようだった。

　佑も深々と頭を下げる。

「ありがとうございました」

　こちらは元野球少年だけに、まるで試合終了時の挨あい拶さつのようだった。

　それから福田は名残なごり惜しそうに何度もペコペコ頭を下げながら、夕日の沈む方へ歩きだす。

　その姿が見えなくなると、入れ代わる形で美み唯いが佑の元へやって来た。ハンカチを鼻にあて、眉まゆもひそめ、あからさまに嫌いやそうな顔だが、腕時計が気になって仕方がないらしい。

「今の方はまともな人物なんでしょうね？」

　まさか発信機か盗聴器がしかけられているのではないかと言わんばかりの疑いの目を向けるが、佑には何となくわかっていた。

「ちゃんとした人で、これは僕らがちゃんともらうべき物だったんです」

　まるで憑つきものでも落ちたかのような清すが々すがしい顔を前にすると、さすがに美唯も疑いの眼まな差ざしを向けるのを憚はばかる気になったらしい。最後は佑にアドバイスを授ける。

「腕時計なら、うちの兄に見せるといいわ」

「氷ひ室むろくんに？」

　名字の違う異い母ぼ兄けいの名に美唯は嫌けん悪おの表情を浮かべつつも、不ふ承しよう不ぶ承しようといった調子でうなずいた。

「ええ、腕時計には詳しいですから、処分するにしても、修理するにしても、利用価値ぐらいはあるはずよ。少し話が聞こえたんですけど、壊こわれてるんでしょ、その時計？」

「あっ、はい」

　その通りなので佑がうなずくと、美唯は一言か二言の簡単な挨拶を残して去っていった。

　一人、取り残される形となった佑は福田からもらった腕時計を見つめる。

　この腕時計を売れば三万円くらいになるらしい。そしてゴールデンウィークのアルバイト代五万円と合わせると、エアコンの購入資金とほぼつりあう。

　だから佑ゆうは思ったのだ。

（本当なら僕と真ま伊いがもらえるはずだったものが、そして僕らが失ったものが、僕らの元へ帰って来てるんだ）




　佑がアパートに帰ったのは、日も沈みきり、そろそろ空が夜の影に染まろうかという頃ころだった。既すでに真伊は夕食の用意をほぼ終えていた。

「お兄ちゃん、今日は遅おそうなったねえ。用事ゆうて何じゃったん？」

　学校で先に帰るよう言われた真伊は心配そうな目で佑の顔を見つめるが、奨しよう学がく金きんのアップと臨時収入があって、兄の顔はゆるみっぱなしだった。

「ごめん、ごめん。ちょっと生徒会の人と話をしてたら、長引いちゃってね。おまけに前のアパートの大家さんとも会っちゃって……あっ、でも離婚しちゃったらしいんだけど」

「大家さんら、離婚してしもうたん」

　さびしそうに真伊が表情を曇くもらせると、佑も施設育ちだけに妹の気持ちを察する。

「あっ、でも子どもはいないみたいなことを言ってたし、本人同士の問題だから。あははは」

　兄は必死に場を盛り上げようと乾いた笑い声をあげるが、妹の表情は浮かないままだ。

「ほいじゃけど一人になったら、これからさみしゅうないんかねぇ」

「ああ、それは……案外、一人も気楽かもしれないよ」

　これは佑も心から言えた。前に住んでいたアパートで、土壁の崩くずれた箇所を指さしては「そこっ！　壁が壊こわれてるじゃないっ！」や「よく見ればあそこもっ！」と非難がましい声をあげていた三み宅やけ由ゆ紀き子この姿を思いだせば、いっそ一人の方が気楽に思えたのだ。

　すると何な故ぜか妹は眉まゆをハの字にしながら、くちびるを尖とがらせた。

「ほいでも、今まで二人で住みよったのに、急に一人になったら、さびしゅうなる思うんじゃけどね。家や部屋だって広ひろう感じる思うし」

「えっ？」

　咄とつ嗟さに佑は目を丸くするが、すぐにそれぞれが同性の視点で物事を考えていたのに気づく。兄は夫の側、そして妹は妻の側だ。

　率直な感想として佑は由紀子のことをあまり良く思っていなかった。アパートから追い出されたこと自体は仕方がないとあきらめることはできたが、やはり酷ひどい目に遭あわされたという気持ちはある。

　それなのに真伊は由紀子の立場を心配しているのだ。

（真伊って、ほんとにやさしいなあ）

　心からそう思いつつ、佑はサバサバとした調子で語る。

「僕らだったら、さびしくなるようなことでも、他ほかの人も一緒だとは限らないからね」

　この一言で曇くもっていた妹の表情が一変する。

「ほうよね。うちらじゃったらさびしゅうても、他の人らは一緒とは限らんよね」

　それから話に一区切りがついたこともあって、ニコニコしながら妹は兄に問いかける。

「お兄ちゃん、ご飯にせん？」

「う、うん。そうしようか」

　気持ちが高揚していることもあって、あまり空腹感はなかったが、佑ゆうは上着をハンガーにかけると、そのままテーブルの前へ座る。着替えは後回しだ。

（さてと、奨しよう学がく金きんと臨時収入の話、いつ切り出そうかな……真ま伊い、感激して泣いちゃうかも）

　そんなことを思いながら、佑はテーブルの上を眺める。

　今日のメニューはハンバーグと目玉焼きが一組、そしてミートボールっぽい何かと目玉焼きっぽい何かの一組に分かれていた。それからご飯と、インスタントのお味み噌そ汁しる。

　ハンバーグと目玉焼きは一枚のお皿に載せられてワンセットとなっていた。

　佑は手前に置かれたハンバーグと目玉焼きの成功作を見て、ふと笑みをこぼす。

　奇くしくも今日のメニューは入学式の日と同じだった。けれど数週間前には、ほぼ全滅といった感じだった料理が、今日は半分成功している。

（真伊も料理の腕前が少しずつレベルアップしてるんだ）

　佑が顔を上げると、そこには兄をじっと見つめる真伊の目があった。

　目は口ほどにものを言う。妹が何を期待しているのか、佑も察する。

「今日は大成功だね」

　その一言で真伊の顔がほころぶ。そしてニヤニヤが止まらないとばかりに頰ほおへ手をあてた。

「ほうなんよ。いっつも火が通っとるか、確かめよう思うて、失敗するけえ、今日は二つ作って一つだけ火加減を確かめてみよう思うたんじゃ。これは発想の転換じゃろうか」

「なるほど……でも、こうしようね」

　佑は手前にあるお皿と、真伊の前にあるお皿を交換する。これでハンバーグと目玉焼きの成功作は妹の前、そして失敗作は兄の前という形になった。

「んじゃ、いただきま～す」

　それから食事をはじめようと佑が手を合わせたが、真伊はくちびるを尖とがらせた。

「もう、何で変えるん。こっちはうちが食べるけえ」

　そして今度は妹が失敗作と成功作を交換する。

「もう、何で変えるんだよ。僕がそっちを食べるから」

「もう、いいけえ」

　真伊は失敗作のハンバーグと目玉焼きが載ったお皿をつかむと、これは渡さないとばかりに立ち上がる。
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「せっかく、うもうできたんじゃけえ、そっちをお兄ちゃんが食べてくれんと」

「あのね、料理は真ま伊いが作ったんだから、上う手まくいった方を真伊が食べなよ。僕、何もしてないのに、上手くいった方を食べるとか、できないから……まったく、わかってないなあ」

　佑ゆうが物わかりのいい顔で肩をすくめると、真伊は眉まゆをひそめる。

「もう、わかってないのはお兄ちゃんなんじゃけ」

「何で、はぶててるんだよ」

「はぶてとるんじゃないけえ」

　ほんのり顔を赤くした真伊が口先を尖とがらすと、佑は怪け訝げんな顔になる。

（確かにはぶててるわけじゃないみたいだけど……）

　真伊の態度はすねている（はぶてている）というよりも、むしろ照れているようだ。けれどその理由がわからない。

　狐きつねにつままれたような気分になって佑が首をひねると、真伊はテーブルの前に腰を下ろす。

「うちは玉子焼きでも目玉焼きでもどっちでもええんじゃあ」

　それからうれしそうに兄の顔をのぞきこむ。

「ほいじゃけど、お兄ちゃんはハンバーグと目玉焼きを一緒に食べるの、好きじゃろ？」

「えっ……」

　それは佑にとって、完全な不意打ちとなった。

　言葉を失った兄の姿を、真ま伊いはニコニコしながら見つめている。

　これがもしも「彼女がお弁当か夕食を初めて作ってくれました」みたいな形なら「もしかしてハンバーグと目玉焼きって好きじゃなかった？」といった不安を抱く可能性もあるのだろうが、真伊は兄が喜ぶと信じて疑っていない。

　そして確かに佑ゆうはハンバーグと目玉焼きを一緒に食べるのが好きだった。

　けれどそれは普ふ段だんから自分の好物として吹ふい聴ちようしてきたわけではない。

　二人の育った施設は日々の食事を栄養士が献こん立だてを考え、調理師が料理していたこともあり、同じハンバーグでも様々な形にアレンジされていた。デミグラスソース、煮込み風、シンプルにケチャップのみ、数ある中で妹は兄がどんな食べ方が好きなのか知っていたのだ。

　真伊の思いやりに気づき、佑は声を震ふるわせる。

「も、もしかして、これ、僕のために作ってくれたの？」

　兄の問いに妹は顔を真っ赤にしながらうなずいた。けれど急に恥ずかしくなったらしく、真伊にしては珍しく饒じよう舌ぜつとなる。

「ん～っ、ほいでも、料理ゆうて家族の好きなもんを作るのが普通じゃろ？　うちら二人家族なんじゃけえ、自然とうちの好きなもんとお兄ちゃんの好きなもんを作ることになるんよねえ……あと、食材の使い回しもせんといけえね。パン粉とか、ハンバーグの他ほかに使うのがないし、自然とこうなるんよね……うん、自然とこうなるけえ」

　なまじ奨しよう学がく金きんと臨時収入の件で妹が感動して泣いてしまうかもしれないと思っていただけに、佑にとっては完全なカウンターになってしまった。胸がいっぱいになって、涙腺がゆるんでしまう。

「お兄ちゃん、ご飯が温かいうちに食べよ」

　そのやさしい声こわ色いろに二言以上しゃべると涙がこぼれそうで佑はうなずくのがやっとだった。

「うん」

　一応「いただきます」も既すでに言ってある。佑は箸はしを手にすると、目玉焼きの黄身を崩くずしにかかる。白身の上に半熟の黄身がとろけた。そこへ箸で切ったハンバーグの欠片かけらをからませて、口の中へ放りこむ。

　肉の旨うま味みに黄身の濃厚な甘味がからまる。佑の大好きな味だった。

「美お味いしい……うん、美味しいよ」

　何度もうなずく兄の姿を前にして、妹の黒目がちの瞳ひとみが輝かがやく。

「ほんまあ？　料理は見た目も大事じゃけど、やっぱり味が一番じゃけねぇ……ほいじゃあ、うちもいただきまぁす」

　そして真伊もハンバーグを口にする。味を確かめると、兄を見ながら相そう好ごうを崩くずす。

「うん、美味しいけえ」

　それから真伊は味み噌そ汁しるをすすると、ふと真顔になる。

「ほんまはお味み噌そ汁しるもインスタントじゃのうて、ちゃんとしたのを作りたいんじゃけど、食材の使い回しが難しいんよね。お豆腐とかネギとか買こうても、うちのレパートリーが少ないし、お金も高たこうなるけぇね……今月、赤字じゃったじゃろ？　食費を抑えんといけんかったのに」

　新しい生活をはじめると、何かと必要な物が追加で出てくる。そうした臨時の支出を食費を切り詰める形でやりくりするのが普通なのだろうが、生憎あいにくと真ま伊いは料理をはじめたばかりで、食材の購入や使い回しがあまり上手くなかった。

　その責任を真伊は感じているようだが、その赤字の額も一万円程度だった。来月からは臨時の支出も減るだろうし、何より奨しよう学がく金きんの受給額が二万円くらいアップする。

　そのことを伝えて一刻も早く妹を安心させてやりたくなり、佑ゆうは頰ほおばっていたハンバーグをあわてて吞のみこもうとする。しかし胸の辺あたりでつかえてしまった。

　胸をバンバン叩たたいて、食べかけていた物を吞み下すと、目に涙を浮かべながら語る。

「だ、大丈夫だから」

「もう、何が大丈夫なんかねぇ。危ないじゃろぉ、息ができんようなったらどうするん？」

　真伊が心配そうに眉をひそめるが、佑は涙ぐんだまま首を振る。

「大丈夫なんだよ、真伊。奨学金が……奨学金が……」

　最初は佑も何かドラマチックな形で奨学金のことを打ち明けようかと考えていたが、感情が高ぶってしまい演出も話術もなくなってしまった。

　けれどそれが逆に真伊を驚おどろかせる形となってしまう。

「しょ、奨学金がどしたん？」

　半泣きの兄を前にして、箸はしをグーで握ったまま妹は固まってしまう。お茶ちや碗わんを持った手もかすかに震ふるえる。顔からは血の気が引いていた。

「あのね、僕、実はバイトをしようとして、生徒会の副会長さんに見つかっちゃって……」

　佑が事の発ほつ端たんから説明をはじめると、真伊はまるで悲しい運命を前にしたかのように身を縮めてしまう。

「それで、その妹まい原ばらさんがね、他ほかの奨学金を受け取るのはやめろって……」

　やがて佑は感かん極きわまって、言葉に詰まってしまう。

　すると真伊は声を震わせながら兄に尋ねた。

「ほ、ほいじゃあ、来月から奨学金が一つしかもらえんようなるん？　今よりもっと少のうなるん？」

「ううん。違うんだ、真伊。来月から、来月からね、僕ら、奨学金の額が増えるんだ……妹原さんが毎月、もっとたくさんお金をもらえる奨学金を紹介してくれたから、来月から今までより二人合わせて二万円ぐらい増えるんだよ、真伊」

　それから奇妙な沈黙が生まれた。

　涙でぐしゃぐしゃになりながらも笑顔の兄と、能面のように顔を強こわばらせたままの妹。

　やがてその沈黙を妹が破る。

「ほ、ほんまなん？　奨しよう学がく金きんが上がるん？　下がるんじゃのうて、上がるん？」

「うん、上がるんだ」

　目を真っ赤にした兄が力いっぱいうなずくと、妹の黒目がちの瞳ひとみに一粒の涙が生まれた。

　その涙のしずくは無表情のまま固まってしまったミルク色の頰ほおを伝わると、最後に膝ひざの上で跳ねた。

　その瞬しゆん間かん、まるで魔ま法ほうがとけたかのように真ま伊いの顔に表情が戻る。

　顔がぎこちなくほころぶが、その笑顔も一瞬だった。

「も、もう、ビックリしたけえ……うち、しょ、奨学金が、も、もらえんようになるんかぁ、思うて……」

　それから真伊も感極まって言葉を失ってしまう。両目をぎゅっと閉じて、口も固く結ぶ。けれど嗚お咽えつが勝ってしまった。

「う、うち、うち……」

　それから親のいない貧乏な兄妹きようだいは震えながら泣いた。

　涙で息を詰まらせ、喜びにむせび、何度も何度も咳せきをして、喜び続ける。

　やがて先に息を整えた兄が妹に頭を下げた。

「ごめんね、真伊。僕が頼りないばっかりに、今まで苦労や心配ばかりかけて……でも、僕らを助けてくれる人がいたんだ。だから、これから少しはマシになるから」

　真伊は兄の話に黙ってコクコクとうなずいていたが、涙を手でふいて息を整えると、心からの笑みを浮かべる。

「うち、今までも十分、しあわせじゃったけえ……ほいじゃけど、来月からお金の心配が少すくのうなるのは、やっぱりうれしいけえ」

「うん」

　二人の気持ちが落ち着くまで、もう少しだけ時間が必要だった。

　やがて二人は食事を本格的に再開するが、気持ちが高ぶって、佑ゆうはちょっとだけ強気になった。食事の途中、ふと顔を上げると、妹にしたり顔で語りだす。

「真伊。奨学金が増えたんだから、これからは真伊もお洒落しやれとか、友だちとのつきあいでお金を使っていいんだからね。銀ぎん座ざや青あお山やまに行っても大丈夫だから」

　それは少し前に舞ま衣いと美み唯いから誘われた時の一件を念頭に置いての話だったが、真伊は吹きだしてしまう。

「なんぼ、奨学金が増えたゆうても、姉あね川かわさんやしいちゃんが行くような高級なお店なんか行かれんけぇ」

「そ、そうだよね。さすがにちょっと無理だよね。で、でも、クラスの友だちとかと、お台だい場ばや渋しぶ谷やに行ったりしても大丈夫だからね」

　微妙に下方修正されたが、それでも真ま伊いは納得しない。声こわ色いろもお説教調となる。

「もう、お兄ちゃんはいけんのんじゃけぇ。ちょっと奨学金をようけもらえるようになったけぇゆうて、お金を使うことばっかり考えんのんよ。高校を卒業したら、今の奨学金はもらえんようになるんじゃけえ、余裕のある時こそ、貯金をせんと」

　まるで世話女房だ。そして佑ゆうも年下の妹を相手に頭が上がらない。

「そ、そうだよね。少しでも貯金をしとかなきゃいけないよね」

「ほうよ、それにうちらはまだまだ貧乏じゃしね。これから夏になって、暑うなったら、扇風機とか欲しいじゃろ？　うちも髪を切った方がええかもしれん」

　それから真伊は真ま面じ目めな顔をして「ふーっ」と強めの息を吐く。当の本人はそれほど大した問題ではなく、暑さ対策の一環といった程度の悩みかもしれないが、その黒髪の美的な価値を知るだけに佑としては大問題だった。兄はあわてて妹を止めにかかる。

「ちょっと待ってよ、真伊。早まらないでいいんだ」

「ん、早まるゆうて？」

　不思議そうな顔で真伊が首を傾かしげると、佑はアルバイトの件を切り出す。アルバイトの件は秘密ということになっていたが、妹へ話すことはあらかじめ了解を得ている。

「実は妹まい原ばらさんからバイトも紹介してもらってるんだ。そのお金でクーラーを買えるんだよ」

「ええっ、ほんまぁ!?」

　妹が黒目がちの瞳ひとみをまん丸にして驚おどろくと、兄は力強くうなずいた。

「うん。だから髪を切らなくても大丈夫なんだ」

　それから佑はアルバイトの件をかいつまんで説明する。仕事の内容や期間、そしてアルバイト代。やがて主要な条件が一通り出で揃そろうと、テンポこそはいつも通りのおっとりとした調子だが、珍しく真伊の声こわ色いろに力がこもる。

「ほいじゃったら、うちも行くけえ」

　しかし兄は妹の申し出を文字通り一笑に付ふす。

「真伊はダメだよ。家で留守番をしてるか、友だちと遊びに行ってなよ」

「どしてぇ？　うちのバイト代はいらんのんよ。お兄ちゃんの仕事を手伝うだけじゃけぇ、お金をもらわんのんじゃったら、妹原先輩にも迷惑かけん思うし、だいたい、お兄ちゃんが働きようるのに、うちだけ遊びに行かれんけえ」

　真伊が眉まゆをひそめると、佑は物わかりのいい顔になり、静かな笑みを浮かべた。

「でもね、真伊。旧校舎には出るらしいんだ」

「で、出るゆうて？」

　たじろいだ真伊が息を吞のむと、佑は少しだけニヤリと笑う。そして両腕を肘ひじから曲げると、手をだらりとぶら下げた。

「これだよ、これ。旧校舎には幽ゆう霊れいが出るんだって。だから真伊は無理なんだよ」

　霊れい感かんの強い妹はこうなるとあきらめるしかない、少なくとも佑ゆうはそう思っていた。けれど真ま伊いは兄の予想に反して、力いっぱい主張する。

「ほいじゃったら、よけえ、うちが行った方がええけえ」

「ええっ？　だって、真伊が行っても恐こわい思いをするだけだろ？」

　確かに真伊は霊感が強い。

　けれどそれはただ霊が見えたり、たまに声が聞こえたりする程度のものなのだ。しかも聞こえる声も「苦しい」といったワンフレーズや「……ぁちゃん」といった言葉の切れ端くらいで、コミュニケーション能力としての価値や意味はほぼない。

　だから悪あく霊りようを退治できるわけでもなければ、殺人現場で死者の話を聞いて事件解決の糸口を見つけることができるわけでもない。ただひたすら本人が恐い思いをするだけなのだ。

　つまり真伊の場合、霊感が強いという言い方では語ご弊へいがある。むしろ霊に弱いのだ。

　それでも真伊には彼女なりの考えがあった。

「うち、除霊とかようせんけど、悪い霊がおるとか、おらんようなったとかはわかるけえ。それだけでも何かの役に立つかもしれんじゃろ？」

「う～ん」

　佑は小難しい顔をして考えこむ。眉み間けんにちょっとしたシワが生まれた。

　確かに真伊の言い分は一理ある。けれど霊に対して何かできるわけでもない以上、真伊が心霊スポットへ行くことは、花粉症患者が春の杉林へ特攻するのと似たようなものだ。

　何よりどうせ短期間なら、いっそ幽ゆう霊れいや悪霊がどこにいるのかわからない方がマシといった気持ちもあった。

「……やっぱり、僕が一人で行くよ」

　けれど妹は引き下がらない。心配そうに眉まゆをひそめて訴える。

「ほいでも、お兄ちゃんが悪い霊に取り憑つかれたら、どーするん？　うち、追い払うことはできんかもしれんけど、逃げるとか、近づかんようにするとかはできるけぇ」

「う、う～ん」

　再び佑は難しい顔をして考えこむ。ただし眉間のシワは先ほどより深くなった。

　真伊の霊感は中途半端なので、実は「悪霊が人へ及ぼす物理的な影響の有無」についてはわかっていない。平たく言うと、悪霊が存在することまではわかるが、呪のろいについてはよくわからないのだ。

　たとえば悪霊に取り憑かれた人がいたとして、その人が重い病気にかかったり、大きな事故に遭ったりしても、それが呪いによるものなのか、偶然なのかはわからない。

　ただ悪霊に取り憑かれるのは単純に誰だれだって嫌いやなはずだ。何より佑が悪霊に取り憑かれてしまったら、佑本人には見えなくとも、真伊は毎日のように目にすることになる。

　巡り巡って最後は妹への心配が決め手になった。

「わかったよ。じゃあ、一緒に行こう」

　兄としては苦渋の決断だったが、妹は目を輝かがやかせた。

「うん。うち、頑張るけえ」

　それから相あい葉ば兄妹きようだいはアルバイトの細かい打ち合わせをはじめた。食事や寝具の手配や、入浴をどうするか。事務的な話題でさえ、仲のいい兄妹にかかると楽しく弾はずむ。

　やがて打ち合わせが一通り終わると、真ま伊いは遠慮がちに兄を上うわ目めづかいで見る。

「ねえ、お兄ちゃん。一つだけ、お願いがあるんじゃけど、ええかねぇ？」

「んっ？」

「あのね、このアパートへ最初に来た時みたいに、旧校舎を見て回る時はまた手をつないでくれんかねえ？」

「う～ん……別にいいけど、僕が手をつないでも何も役立つことってないだろ？」

　歯切れの悪い兄に対し、妹は顔を少し赤くして力説する。

「お兄ちゃんが手を握ってくれたら心強いけえ」

　それから真伊は息を止めると、真剣な眼まな差ざしで兄を見つめる。こうなると佑ゆうも恥ずかしい気持ちがないわけでもなかったが、嫌いやとは言いにくい。

「別に手を握るぐらい、いいけど」

「ほんまあ、ありがとう」

　満面の笑みを浮かべると、真伊の視線は兄からご飯へ向かう。

「うち、幽ゆう霊れいがおっても、お兄ちゃんがおったら大丈夫なんじゃあ」

　それが独ひとり言ごとなのか、それとも自分へ話しかけたものなのか、よくわからなくて佑が妹を見つめていると、真伊はニコニコしながらご飯を口に運ぶ。そしてモグモグと口を動かしていたが、ふと兄の視線に気づく。

「ん～？」

「あ、いや、何でもないよ」

　真伊に見とれていたような形になってしまい、気恥ずかしくなった佑は目を逸そらす。そしてハンバーグの最後の一切れを口へ放りこんだ。

「うん、美お味いしい」

　その一言で真伊の頰はゆるゆるとなる。

「うちねぇ、お兄ちゃんが美味しいゆうてくれるけえ、ご飯、作るの好きなんじゃあ」

　しあわせそうな妹の姿に佑も胸が熱くなる。

（今まで真伊に不安な思いばかりさせてきたけど、これからは心配させないですむんだ）

　そして最低限の衣食住を確保した程度の暮らしでも、真伊は素直に喜んでくれる。

　ささやかながら、しあわせな世界が確かにあった。




　そんな兄妹きようだいの楽しい一時を、ノックの音が打ち破る。

「ゆうくんっ！　ゆうくんっ！」

　女の子特有の甲かん高だかい声がドアの向こうからあがるが、気持ちが高ぶっているらしく、ドアのノックも荒々しい。

　一いつ瞬しゆん、佑ゆうと真ま伊いは顔を見合わせるが、名指しされていることもあって兄が立ち上がる。

「どうしたの、しいちゃん」

　佑がドアを開けると、そこには顔を真っ赤にした舞ま衣いの姿があった。

　感情の高ぶりを示すかのように、そのちいさな肩は小刻みに上下し、丸い瞳ひとみも佑の目だけを見つめて離さない。

　まさに一触即発、爆発寸前といった雰ふん囲い気きだ。

　そんな中、舞衣は理性の限界ギリギリといった調子で詰きつ問もんする。

「さっき、クラスの子に聞いたんだけど、放課後、二年の妹まい原ばら先輩と佑くんが腕を組んで歩いてたって……この話って本当なのっ!?」

「ええっ!?」

　佑と真伊が同時に声をあげる。二人とも、心当たりがあった。

　無論、佑は即座に真相を理解する。

（多分、生徒会室へ連行された時だ）

　あの時、佑は退学に追いこまれるかもしれないと思いこんでいて、涙目になるような事態だったが、見方を変えれば男子と女子が仲良く腕を組んでじゃれ合っているように見えなくもない。こうなると逆に誰だれもがうらやむ青春の一ページだ。

　一方、真相を知らない真伊は急に経済事情が好転した一連の件に関係しているのではないかと勘違いする。

　おかげで兄は顔をちょっと歪ゆがめただけだが、妹は顔を強こわ張ばらせたまま、持っていた箸はしをポロリと落とす。

「お、お兄ちゃん。妹原先輩とつきあうん？」

　誤解もいいところだったが、これで舞ま衣いの感情が爆発した。

「ゆうくん、どういうことっ!?　先輩とつきあうなんて。わたしをお嫁さんにしてくれるって言ったじゃないっ！」

「ヒイッ！」

　一いつ瞬しゆん、殴られるのかと思って佑はすくみ上がるが、舞衣の選択は違った。力なく床に膝ひざをつくと、その瞳ひとみに涙を浮かべる。

「ひどい、ひどいよ。ゆうくんのこと、信じてたのに」

　しかも前ぜん門もんの虎とら、後こう門もんの狼おおかみとばかりに、今度は背後で真伊が息を殺して声を震ふるわせる。

「も、もしかして、奨しよう学がく金きんとか紹介してもらうの、お兄ちゃんが彼氏になることが条件じゃったん？」

「バ、バカ、そんなわけないだろっ！」

　佑ゆうは全力で否定するが、真ま伊いの目に涙が浮かぶ。

「ほ、ほいじゃけど、しいちゃん、泣きようるし……」

　真伊の言う通り、舞ま衣いは大粒の涙を浮かべて泣いていた。

「やっぱり、ゆうくん。先輩と……」

「そ、そんなことあるわけないから。しいちゃん、落ち着いて」

　佑は必死でなだめるが、舞衣は聞き入れない。動かぬ証拠とばかりに真伊を指さした。

「だって、まいちゃんだって、泣いてるじゃない」

「ちょっと待ってよ、二人とも落ち着いて。真伊はしいちゃんが泣いてるから本当なんだって泣いてるんだよ。そしてしいちゃんは真伊が泣いてるから本当なんだって泣いてるんだよ……おかしいから、それ」

　けれど二人は聞き入れない。舞衣は真伊が涙ぐむので号泣となり、真伊は舞衣が号泣するので本泣きとなる。負のスパイラルならぬ涙のスパイラルだ。

　かくして誤解が誤解を生んで、見事に火のない所に煙が立った。

　修しゆ羅ら場ばと化した管理人室で、たまらず佑が叫んだ。

「違うからねっ、二人とも誤解だからっ！」




　それから小一時間後、かなり消耗しきった顔の佑と、それなりに顔色が良くなった二人のマイがちいさなテーブルを囲んでいた。

「なんだ、そうだったんだ……それならそうと早く言ってくれればいいのに」

　舞衣がほがらかな笑みを浮かべると、ちょっぴり涙目になった佑が心の中で愚ぐ痴ちをこぼす。

（僕、最初から何度も説明したけどね）

　真実はシンプルだったのに、感情的になった舞衣が落ち着いて話を聞かなかったのと、真伊も奨しよう学がく金きんやアルバイトのことで変な憶測を抱いてしまったので、説得に手間取ったのだ。

　おかげで佑が説明できたのは奨学金の件までで、アルバイトの件までは話せていなかった。

　何も知らない舞衣は間近に迫ったゴールデンウィークに胸を高鳴らす。

「そう言えば五月の連休、今年は五連休だよね。お父さんがゆうくんとまいちゃんをうちの別荘に招待したいって言ってたんだけど、どうかな？　うちの別荘、静しず岡おかにあるんだけど、富ふ士じ山さんがとてもきれいなの」

　咄とつ嗟さに気乗りしない感情が佑の顔に表れてしまったらしい。舞衣が変な形で気を回す。

「あっ、バスや電車代みたいなのは気にしないでいいからね。お父さんが車でこのアパートから別荘まで送り迎えしてくれるから、そうゆうのは心配しなくていいの」

　どうやら舞衣は数日前に銀ぎん座ざや青あお山やまへ誘った時の失敗もあって、佑が乗り気でないのは経済的な理由からだと思ったらしい。

　確かにそれも一因ではあるが、乗り気でない最大の理由は別にあった。

　志し井い巌いわおから別荘に招待されたことに何らかの意図が見え隠れしている気がしたからである。

（しいちゃんのお父さん、僕と会って話がしたいのかも……）

　真ま伊いと舞ま衣いの妹交代があった翌日、舞衣の父である志井巌とは舞衣の携帯電話で少しだけ話をしている。

　その際、佑ゆうが様々な条件が合がつ致ちするのを知った上で選んだ結論を話すと、巌はそれ以上の詮索をすることなく、ただ「娘のことをよろしくお願いします」とだけ語り、二人の会話は終わっていた。

　舞衣の性格からすれば「お父さん公認」だとはしゃぎかねない話だが、佑は巌から暗に兄かもしれない者として良心や自制を求められている気がした。

（あれは僕を信用しますってことだよね）

　もちろん、娘の父として不安もあるだろう。佑の人となりを自分の目で確かめたいはずだ。

　そうした心情は佑も察することはできたが、迂う闊かつに巌と接触するわけにはいかなかった。巌や舞衣にも事情や心情はあるかもしれないが、真伊の事情や心情もある。しかも血のつながっていないかもしれない妹には自分しか頼る者がいない。

（しいちゃんのお父さんと会ったり、話をしたりしてたら、真伊が傷ついたり、不安になったりするかも）

　数日前の妹交代で、時間にすれば数時間ほどだったかもしれないが、真伊を傷つけてしまっている。佑としては何度も同じ失敗をするわけにはいかなかった。

　ただ今回は格好のいいわけがある。

「ごめん、しいちゃん。実は僕ら、今度の連休はもう予定があるんだ」

「それって、どういうこと？」

　不審そうに舞衣が眉まゆをひそめると、校則違反で責められるのを覚悟の上で佑は事情を打ち明ける。

「あのね、僕ら学校の旧校舎に泊まりこむ形で……」

　このアルバイトを紹介してくれたのが妹まい原ばら愛あいで、舞衣が誤解した生徒会室へ連行された件から連なっていること。仕事の内容や日程、そして幽ゆう霊れいが出るらしいといった話まで。一通り話し終えると、佑は審判を待つ形で身構えた。

　すると舞衣が間かん髪はつをいれず宣言する。

「だったら、わたしも行くっ！」

「ええっ!?」

　佑が声をあげて、真伊は目をパチパチさせた。形は違えど、驚おどろきの感情は同じだ。兄妹きようだいを代表する形で、佑が舞衣の意思を確認する。

「しいちゃん、本気なの？」

「もちろん。だって旧校舎にお泊まりするわけでしょ？　別荘に行くより、楽しそう」

　舞ま衣いが丸い瞳ひとみを輝かがやかせると、佑ゆうも思わず首をひねる。

（あれっ？　そう言われれば僕と真ま伊いも意外と楽しそうなゴールデンウィークに……）

　貧しい兄妹きようだいにとってはやむにやまれぬ事情からのアルバイトだし、霊れい感かんの強い真伊にとっては相当な覚悟での宿泊でもあった。

　けれどそうした事情を抜きにして、構図を単純化してしまうと「高校生の男女がゴールデンウィーク中に学校へ泊まりこむ」という形になる。

　こうなると誰だれもがうらやむ青春の一ページに見えなくもない。

　一いつ瞬しゆん、佑も危機感が薄うすれそうになってしまうが、本当は危険な仕事のはずだった。しかも倫理や道徳的に負い目や引け目も抱くような行為でもある。

「確かに一見、楽しそうに見えるかもしれないけど、校則違反なんだよ？」

　佑が暗い目をして問いかけると、舞衣は目をパチパチさせる。

「えっ……それが、どうかしたの？」

　そのキョトンとした表情で、佑は自分と舞衣とでは校則の重みがぜんぜん違うことを悟る。

（そういえば、しいちゃん。一緒にお風ふ呂ろに入った時、神様も裁判官も何もかもやっつけろ、みたいなことを言ってたっけ）

　倫理や法律を象徴する存在でもその程度だ。ならば学校の規則なんて、どの程度の重みがあるのやら。仕方がないので佑は方針を変える。

「でも幽ゆう霊れいが出るかもしれないんだよ？　しいちゃん、幽霊やオバケって苦手だったよね？」

　それはこのアパートを下見に来た時、ここが心霊スポットだという噂うわさを聞いて舞衣が激しく取り乱した件を念頭に置いての話だったが、当の本人はあっけらかんとしたものだった。

「それはゆうくんが何とかしてくれるんでしょ？」

「えっ、いや、その……」

　返答に窮きゆうした佑が舞衣と真伊を交互に見比べる。

　霊感があるのは佑ではなく真伊の方で、しかも真伊の霊感も悪あく霊りようを何とかできるほどのものではなかった。

（ど、どうしよう……こっちでは真伊の霊感のことは誰にも言わないつもりだったけど、しいちゃんにだけは説明しといた方がいいのかな）

　そんなことを佑が考えているうちに舞衣の胸に不信感が芽生えてしまった。

「もしかして、ゆうくん……まいちゃんは良くても、わたしはダメなの？」

　舞衣の瞳が佑を見つめて離さなくなる。声もかすかに震ふるえ、どこか緊迫感を漂ただよわせる雰ふん囲い気きに、佑は背筋に冷たいものを感じた。

（あっ、まずい）

　舞ま衣いにとって「選ばれない」というのはトラウマなのだ。しかも舞衣は性格的にあやういところがある。

　こうなると霊れい感かんの話をしても、舞衣の性格からすれば信じてもらえない可能性があった。

「わ、わかったよ。しいちゃん、一緒に行こう」

　説得は不可能だと佑ゆうが判断すると、二人のマイは反応が分かれた。

「ありがとう、ゆうくん。わかってくれて」

　素直に喜ぶ舞衣と戸惑いを隠せない真ま伊い。

「お兄ちゃん、ほいでも……」

　阿あ吽うんの呼吸で妹が何を心配しているのか理解した兄は引きつった顔でうなずいた。

「う、うん。わかってる。大丈夫だから、きっと何とかなるから」

　もっともこんなことを霊感のない者が霊感の強い者へ語るのはおかしな話だ。佑の額ひたいに冷や汗が浮かぶ。

（男子は僕一人なんだから、僕がみんなを守らなきゃ）

　責任感と憂ゆう慮りよがごちゃまぜになった気持ちで、佑はかすかに身を震ふるわせた。













　　　第三章　お兄ちゃんは何かを忘れてないかね～ぇ







　誰だれしも週末や連休で一番ワクワクするのは初日ではなく、その前日の学校や仕事が終わった後だろう。謂いわば休日のプロローグだ。仕事が終わる頃ころには日が暮れているケースの多い社会人と違って、学生はこのプロローグが長い。

　目に染しみ入るような青い空の下、妹まい原ばら愛あいは学校の敷しき地ち沿いに続く通りを足取りも軽やかに歩いていた。

　向かう先は私立雲雀ひばり之の丘おか学園旧校舎正門前。

　本校敷地からすると、飛び地にはなっているが、歩いて五分程度の距離にある。

　そこには薄はつ幸こうの苦学生がいるはずだった。

　今日の夕方から、佑ゆうのアルバイト、即すなわち旧校舎での泊まりこみがはじまるのだが、仕事開始を見届ける意味もあり、マスターキーを渡す手はずとなっている。

　そこで校内を案内するのが普通かもしれないが、愛の計画では、カギを渡すとそのまま素そっ気けなくその場を去ることにしていた。

　ちょっと冷たくあしらって、しょんぼりする薄はつ幸こう少年の姿を想像し、愛あいの顔がほころぶ。

（あの子、夕食を差し入れしたら、感激して泣いちゃうかも）

　愛の自宅も学校からそう遠くないが、祖母の家はもっと近い。何せ本校敷地に隣りん接せつしている。旧校舎からでも、正しよう真しん正しよう銘めいのスープの冷めない距離だ。

　実は今晩から愛は祖母の家に泊まることにしていた。そこで夕食を作れば、料理を温かいまま持って行くことができる。

　ちょっと冷たくして、やさしくする。

（あれっ……これって、もしかしてツンデレ？）

　急に気恥ずかしくなって、愛は顔を赤らめるが、それも一いつ瞬しゆんだった。実は最後にサプライズを計画している。

　警備の仕事として午後一〇時頃に夜回りをすることになっているのだが、そこで幽ゆう霊れいのふりをして恐こわがらせるつもりだった。

　ツンデレにもう一つツンが加わって、ツンデレツンだ。

　見るからに小しよう心しん者ものの佑ゆうがあわてふためく姿を想像し、再び愛の顔に悪戯いたずらな笑みが戻るが、心の片隅でちょっぴり罪悪感もうずく。

（あんな純情そうな下級生をからかうなんて、やっぱり可哀かわいそうかな……でも、幽霊が出ないとバイトが楽すぎるって疑われちゃうし……）

　そんな迷いも生じたところで、校門の前に立つ下級生たちの姿が愛の目に映る。そして思わず低い声が出た。

「えっ!?」

　校門の前には薄幸の苦学生が立っているのだが、その両りよう脇わきを固めているのは、かぐや姫の化け身しんのような黒髪の和風美少女と、これまた白雪姫を思わされるツインテールの美少女だった。

　学年が違う愛でさえ、二人の名を知っていた。

　一人は中等部時代からの有名人、志し井い舞ま衣い。そしてもう一人が上級生の間でも噂うわさになっている「一年Ａ組の相あい葉ばさん」だ。

（相葉くんと相葉さん。そう言えば相葉くんって妹がいるって……えっ？　もしかして……）

　これだけ条件がそろった上での、この状況だ。

　いくら顔が似ていなくても、二人が兄妹きようだいだと察することはできる。

　それを裏づけるかのように、遠目から愛に気づいた佑が頭を下げると、真ま伊いも続く。顔立ちは大きく違っても、醸かもし出す雰ふん囲い気きは似ていた。

　一方、中等部時代からの後輩は猜さい疑ぎ心しんもあらわな目で形ばかりの会え釈しやくをした。

　愛も頭を下げて、三人へ軽く挨あい拶さつするが、テンションは思いっ切り下がっていた。

（何だか、あんまり可哀かわいそうな感じがしなくなっちゃったんだけど……）

　何せ三人とも制服姿だが、荷物の総量からすると、とても一人分の荷物とは思えない。誰だれがどう見ても、三人でお泊まりしようとしているのは明白だ。

　しかも二人の美少女もそれぞれに食材が入っていると覚おぼしき買い物袋を持っていて、愛あいが夕食を差し入れする余地もなさそうである。

　一いつ瞬しゆん、男子と女子が学校で宿泊するのは不ふ謹きん慎しんだからやめなさいと注意しようかという考えも頭にかすめるが、堅かた物ぶつすぎる感じがするし、他人の関係に口だしするのは気が引ける。何より女子視点（真ま伊いや舞ま衣い）からすると、ここで口だしすればほぼ確実に嫉しつ妬としていると勘違いされるだろう。それも癪しやくな話だった。ただしそうした感情から注意しないのは生徒会の副会長として敗北ではないか、そんな考えも逆に頭をかすめる。

（ああ、もう、どうしたらいいのよ）

　頭がグルグルしているうちに愛は三人の元へと着いてしまった。

　すると機き先せんを制する形で、佑ゆうはバッグを足元へ置くと、妹を紹介する。

「どうも、こんにちは。こっちは妹の真伊です。どうしても一緒に泊まりたいって」

「はじめまして。うちにお兄ちゃんの仕事を手伝わせください……あの、それから奨しよう学がく金きんのこと、ありがとうございます」

　最後に真伊から深々と頭を下げられて、あわてて愛もお辞じ儀ぎする。

「あ、いえ、あたし、そんな大したことなんてしてないから」

　すると真伊は顔を上げると、まっすぐ愛の目を見つめる。その黒目がちの瞳ひとみはかすかにうるんでいた。

「うちらにとって、先輩は命の恩人じゃけぇ」

「もう、やだ、オーバーね。困った人を助ける制度があって、その制度が必要な人がいて、あたしはそれを橋渡ししただけだから。別にあたし個人が相あい葉ばさんたちに何かしてあげたわけじゃないの」

　照れて頭に血が上った愛が声を上ずらせていると、続いて佑が舞衣を紹介しようとする。

「そしてこっちは……」

　けれど舞衣はみなまで言わせない。佑と愛の間に文字通り割りこむ形で踏みだすと、好戦的なまでの強い眼まな差ざしで愛の目を見つめる。

「こんにちは、先輩。わたしは妻の相葉舞衣です」

「えっ！」

「えっ？」

「えっ!?」

　愛が、真伊が、そして佑が順々に素すっ頓とん狂きような声をあげると、舞衣は切せつ々せつと訴える。

「だって、ゆうくん。わたしのこと、お嫁さんにしてくれるって言ったよね!?」

「えっ、いや、それはそうだけど……でも僕ら結婚してないのに相葉って名乗るのは……」

　そもそも佑と舞衣は法的に結婚できるかもわからない。それなのに舞衣は、まるで二人の結婚は既定事項といった態度だった。

「もうっ、遅いか早いかの違いだけでしょ！」

「いや、でもさあ……」

　道端で詰めよる女子と、目を泳がせる男子。どう見ても青春を謳おう歌かするカップルの痴ち話わ喧げん嘩かにしか見えない。

　愛あいは顔の端はし々ばしをピキピキと引きつらせながら、強こわ張ばった笑みを浮かべる。

「そう、相あい葉ばくんは可愛かわいい妹と、シイさん、みたいな可愛い彼女がいて、しあわせ者ね」

　名字の志し井いにアクセントを置かれ、舞ま衣いの視線が再び愛へ向かう。愛もその視線から逃げることなく、真っ向から見つめ返した。

　これがマンガの一コマなら、背景に竜りゆう虎こ図ずが描かれていることだろう。雨雲をまとい、海から迫る竜、暴風に揺れる竹林から天空を睨にらむ虎とら。両者の間に雷がドゴーンと落ちれば完かん璧ぺきだ。

　しかしそれも一いつ瞬しゆん。愛は上級生としての精一杯の余裕を示そうとする。

「こ、これ、旧校舎のマスターキーね」

　かすかに震ふるえる手を差し出して、カギを佑に渡す。

「それじゃあ、あとは打ち合わせ通りだから。よろしく」

　そして言うが早いか、元来た道を走りだす。

（さてと、しっかり恐こわがらせてあげないといけないわね。だって、そうしないとこんな楽な仕事があるわけないって疑われちゃうもん。世の中の厳しさってもんを教えてあげなきゃ）




　一方、取り残された形となった三人は愛の後ろ姿を無言で見送る形となっていたが、その表情は大きな差があった。

　固い表情の舞衣と、やや呆ぼう然ぜんとした佑ゆうと真ま伊い。

　やがて愛の後ろ姿も見えなくなるが、いち早く我に返ったのは佑だった。

「ちょっと、しいちゃん。どうしてあんな挑発的な態度を取るの？　僕と真伊にとって、妹まい原ばらさんは恩人なんだよ」

　半分涙目で佑が訴えると、真伊も心配そうな顔でコクコクとうなずく。けれど舞衣も半分涙目だった。

「だって、ゆうくんが取られちゃう」

「取られないからっ！　言っとくけど、僕、そんな価値ないよ？」

「でも、腕を組んだのは先輩からでしょ!?」

「いや、それはそうだけど……」

　先日の一件を思い出し、佑の歯切れが悪くなる。すると舞衣は思いつめた表情になった。

「わたし、わかるもん。先輩、絶対、ゆうくんに気がある」

「だから、ありえないから……仮にそうだとしても、せめて言葉づかいとか態度は何とかしようよ。相手は先輩でしょ？」

　佑ゆうが眉まゆをハの字にして訴えるが、舞ま衣いはふくれっ面でそっぽを向いてしまう。

「先輩、早生まれだって聞いたことあるもん。同い年みたいなもんだよ」

　不毛な平行線に佑は盛大なため息を吐くと、正門の隣となりにある通用口にカギを差しこむ。

「ここにずっといても仕事にならないから、中へ入ろうよ」

　二人のマイも異存はないらしく、扉が開くと三人は学校の敷しき地ち内へと入る。

　野球場一面分ほどのグラウンドがあり、その奥に時計台のある木造の校舎があった。

　私立雲雀ひばり之の丘おか学園旧校舎だ。

　講堂や体育館といった他ほかの建物はない。元々グラウンドが狭かったこともあって、校舎移転後に他の建物は取り壊こわされたのである。

　入学式や卒業式で駐車場として使われたり、運動部がサブグラウンドとして使用したりもするらしいが、使用頻ひん度どは低く、今日も佑たちの他は人の気配がない。

　とりあえず三人は旧校舎の一階にあるという宿直室へ向かう。

　しかしグラウンドの半なかばまで歩いたところで、ふいに真ま伊いの足が止まった。

「うっ」

　お腹なかを押さえ、目に見えて悪くなった妹の顔色を見て、佑の顔色も変わる。

「もしかして、真伊」

　兄の問いかけに霊れい感かん少女はコクリとちいさくうなずいた。それだけで佑は妹が何に怯おびえているのか気づく。

（やっぱり、幽ゆう霊れいがいるんだ。しかも強い……どうしよう）

　霊の存在はわかっても、対抗策がない。

「どうする？　真伊。引き返す？」

　佑が小声で尋ねると、気き丈じようにも妹は首を横に振った。長い黒髪が儚はかなくゆれる。

「うちもここに泊まるけぇ」

「本当に大丈夫なの？　無理してない？」

「施設におる時も、我慢してきたんじゃけえ、うちは平気」

　こう言われると霊感のない佑としては返答に窮きゆうしてしまう。

　少なくとも真伊の語るところによると、霊が青いビームを放つみたいな攻撃をしかけてきたり、ナイフや包丁を飛ばして物理的な攻撃をしかけてきたりしたことはない。

　ただ姿が見えたり、声が聞こえたりするのが恐こわいだけだ。

　不運や不幸なことが起きたり、病気になったりすると、霊のせいかもしれないと不安感が増すが、明確な関連性はわからない。

　つまり究極的には我慢すれば済む問題とも言える。実際、二人が育った施設では悪い霊がいたらしいが、真伊はずっと我慢してきた。

　最長でも五日程度なら、真ま伊いの希望通り一緒にいさせてやった方がいいのか。それともアパートへ帰した方がいいのか。佑ゆうが頭を悩ませていると、舞ま衣いは真伊に近よる。

「どうしたの、まいちゃん。急に気分が悪くなったみたいだけど、大丈夫？」

「う、うん。大丈夫だから。ちょっと気分が悪くなっただけみたいだから」

　あわてて佑が取り繕つくろうと、真伊は儚い笑みを無理に浮かべる。

「休みたいけぇ、早はよう宿直室へ行こうやあ」

「うん、じゃあ早く行きましょ。わたし、まいちゃんの荷物、持ってあげるから」

　真伊の手にしていた荷物を舞衣が受け取って、二人で歩きだす。

　佑としてはもう少し考えるなり、話し合いたかったのだが、結局、なし崩くずしの形で三人は旧校舎へと入っていった。




　宿直室は一階の一番端にあった。その出入り口は階段下の壁面にあり、目につきにくい場所にある。ちょっとした隠し部屋といったところ。

　中に入ると、舞衣が黄色い歓かん声せいをあげた。

「わ～ぁ」

　部屋はそう広くない。奥行きはそれなりにあるのだが、幅が狭いせいで、窮きゆう屈くつな感じだ。けれど流し台を含め、住居としての設備がそれなりに整っていた。

　舞衣が先陣を切る形で上がりこむ。

　宿直室には出入り口と押し入れの他ほか、もう一つ扉があった。その中を舞衣がのぞきこむ。

「すご～い、お風ふ呂ろまであるよ。ここで暮らせそう」

　一方、相あい葉ば兄妹きようだいは別のことを心配していた。

「大丈夫？　真伊」

　心配そうに佑が声をかけると、真伊は不安そうな目で室内を見渡していく。廊下側にそった流し台のある面、隣となりは職員室となっている壁、そして風呂場のある面、最後に押し入れと出入り口のある面に戻る。視線が一周すると、最後に霊感少女は安あん堵どの息をこぼす。

「うん、この部屋は大丈夫みたいじゃけえ」

「そっかぁ」

　思わず佑も肩で大きく息をする。

　そんな兄妹のやりとりを、何も知らない舞衣が妙な形で気を回す。

「あっ、一人ではしゃいじゃってゴメンね。まいちゃん、調子が悪かったんだよね。お布ふ団とんを敷しいてあげるから、横になるといいよ」

　そして押し入れを開けると、布団を取り出した。

「あっ、いいんだ。しいちゃん」

「うち、寝んでも大丈夫じゃけえ」

　アパートのオーナーでもある幼なじみに相あい葉ば兄妹きようだいは気を使うが、舞ま衣いは笑うばかりだ。

「いいから、いいから」

　舞衣が敷しき布ぶ団とんを広げると、仕方がないので佑ゆうは掛け布団を押し入れから出した。

　シーツにノリが利きいていてパリパリ感があり、プロもしくはプロ級の仕事なのがわかる。

（近所の老人会の人たちが掃除に来てくれてるって言ってたけど、これもそうなのかな。やっぱりお年寄りの人たちって仕事が丁てい寧ねいで上う手まいんだろうな）

　事前に愛あいから説明を受けていたことを思い出しながら、佑が掛け布団を敷くと、舞衣は物わかりのいい顔で真伊を手招きする。

「まいちゃん、もう寝ね間ま着きに着替えるといいよ。今日は休んで、休んで」

「ほいじゃけど、うち……」

　立場の弱さと気の弱さもあって真ま伊いが口ごもると、佑は兄として気を利きかせようとする。

「しいちゃん、真伊なら大丈夫だから」

　けれど舞衣は佑の背中を押すと、そのまま風呂場へと押しこんでしまう。

「もう、ゆうくんったら、わかってないんだから。ゆうくんはこっちで着替える」

　それからトドメとばかりにバッグを押しつける。

「はい、ゆうくんはこっち。いいって言うまで出てきちゃダメだからね」

「いや、でも……」

　佑が眉まゆをハの字にすると、何な故ぜか舞衣は赤い顔で眉を逆ハの字にする。

「もう、女の子はね、月に一度、ちょっと調子が悪くなるの。少しは気を利かせなさいよ」

　どうやら舞衣は女の子として気を利かせているらしかったが、その意味するところを佑は咄とつ嗟さに理解できなかった。それで目を白黒させていると、舞衣が強引にドアを閉めてしまう。

「とにかく、こっちがいいって言うまで開けちゃダメだからね」

「ああ、もう、参ったな。しいちゃん、また何か勘違いしてるよ」

　ドアを見つめて佑はため息を吐くが、また背中合わせで着替えをしようと言いだされるよりかはマシかもしれない。それに遅かれ早かれジャージに着替えないといけなかったのも確かだった。

　旧校舎とはいえ学校内であることと、制服よりも動きやすいこと、何より舞衣が「その方が楽しそう」と主張したこともあって、服装は三人とも学校のジャージで統一することにしていたのだ。

　身み支じ度たくは男子よりも女子の方が長くなるのが世の常で、一足先に着替えた佑は風ふ呂ろ場ばに閉じこめられた形で待たされる。

　やがてドアの向こうから舞衣の声があがった。

「入ってもいいよ、ゆうくん」

　その声に導かれる形で、佑がドアを開けると、そこにはジャージ姿になった二人のマイがいた。舞ま衣いは佑ゆうと同じく高校のジャージを着ているが、真ま伊いは中学ジャージだ。

　真伊の中学ジャージは寝ね間ま着きなので、どうやら舞衣に押し切られる形で着替えさせられたらしい。その姿に佑は内心でため息をつく。

（しいちゃんには勝てないよね、僕ら）

　そんな思いで佑が真伊を見ていると、その視線に舞衣が気づいた。そして丸い瞳ひとみは真伊の中学ジャージに釘くぎづけとなる。

　サイズの合わない大きな袖そで口ぐちから可愛かわいらしい指先がちょこんと出て、裾すそも折ってあった。

「あれっ？　まいちゃんのジャージ、サイズが大きくない？」

　するとうれしそうに真伊の顔がほころんだ。

「これ、お兄ちゃんの中学ジャージなんじゃあ……うちのお泊まり用パジャマ」

　真伊は袖口を指先で押さえると腕を振る。ぶかぶかのジャージが、たふたふと揺れた。

　すると舞衣は目をうるませて佑に訴える。

「ゆうくん、わたしもゆうくんパジャマが欲しい」

「ええっ、でも中学の時のジャージはもうないし……」

　弱り顔の佑が半歩ほど後あと退ずさると、舞衣は二歩進んで距離を詰める。

「だったら下着でも何でもいい」

「いや、それは何だか危ない感じだし、女の子としてちょっと終わっちゃう感じがするっていうか……」

　男子用の下着姿になった舞衣の姿を想像してしまい佑が目を泳がせると、名案を思いついたと舞衣の瞳ひとみが輝かがやく。

「だったら、わたしはゆうくんのシャツをちょうだい。それを寝ね間ま着きにするから」

　そして言うが早いか、佑が先ほどまで着ていたシャツを風ふ呂ろ場ばから持ち出して広げると、舞衣はジャージの上からあてがった。

　まるでブティックや衣料量販店で服のサイズが合うか、確かめているかのようだ。

　ただし雲雀ひばり之の丘おか学園の制服は有名デザイナーが手がけていて、シャツも普通のものとは違うし、お値段が本当にお高い。相あい葉ば兄妹きようだいの懐ふところ事情からすると、深手ではなくとも、ちょっぴり痛手ではある。

（どうしよう……奨しよう学がく金きんも上がったし、シャツぐらい新しく買おうか）

　迷いが生じたところで、佑の頭に名案ならぬ迷案が浮かぶ。

「そうだ、しいちゃん。だったら、僕が中学で使ってたカッターシャツはどうかな？」

「えっ、ゆうくんの中学シャツ？」

　丸い瞳に変な輝きが宿り、何だか佑は自ら道を踏み外してしまったような気もしたが、今さら後戻りはできない。顔を引きつらせつつも、うなずいた。

「う、うん。作業着にと思って取っておいてたけど、使ってないからそんなに汚れてないし」

「欲しいっ！　それ、絶対、欲しい」

　舞ま衣いが前のめりになると、佑ゆうはかなり引きながらもうなずいた。

「じゃあ、アパートに帰った時にあげるから」

「やだ、今すぐがいい。今晩、まいちゃんとおそろいにしたい」

「え～っ、でもここにはないし、一応、警備の仕事だからここを離れられないから」

　そもそもジャージとカッターシャツで、どうして舞衣の言う「おそろい」になるのかも理解できない。佑が口を濁にごすと、舞衣は即断した。

「だったら、わたしが取りに行く」

　迷いのない言葉は強い。半なかば白状させられる形で、佑はカッターシャツが押し入れの中にあるダンボールに入っていることを教える。すると舞衣はジャージ姿のまま宿直室を飛び出してしまった。

　兄妹きようだい二人きりとなった宿直室で、佑は盛大なため息を吐く。

「しいちゃん、変なところに暴走スイッチがあるから困るよ」

　そして困ると言えば真ま伊いも先ほどは舞衣の勘違いに困っていたはずだった。

「そういえば真伊。しいちゃんは何を勘違いしてたの？」

「うっ、ん……」

　一いつ瞬しゆん、真伊の顔に困った表情が浮かび、鼻先もほんのり赤くなる。そして年とし頃ごろの女の子は鈍い兄を見て、ため息を吐く。

「お兄ちゃんはわかってないんじゃけえ」

「ええっ、わかってないのは僕の方だったの」

　自分と真伊ではなく、舞衣と真伊のラインが正しかったのかと兄はショックを受けるが、それよりも重要なことがあると妹は訴える。

「お兄ちゃん、今のうちに学校の中を見て回らん？　悪い霊れいがおるのを知ったら、しいちゃんが恐がる思うんよ。しいちゃんがおらんうちに調べとった方がええかもしれん」

「そ、そうだね。明るいうちに見といた方がいいしね」

　佑も異存はなく、二人は学校内を探索することにした。




　階段下の隠し部屋みたいな宿直室から出た相あい葉ば兄妹は一階の廊下を見渡した。

　一昔前の建物だけに天井がやや低く、横幅も微妙に狭い。黒々とした床の板はよく見れば木目が浮き出ていた。

　長く続く廊下の先を、黒くろ瑠る璃り細工のような瞳ひとみが真剣に見つめる。

　妹の視線にただならぬものを感じ、佑は固かた唾ずを吞のんだ。

「ど、どう、何かいる？」

　すると霊感の強い黒髪の少女は曖あい昧まいな形で口を濁にごす。

「う～ん、何も見えんけど……」

「でも何かがいる気配は感じるんだよね？」

　兄の言葉に妹がコクリとうなずいた。

　一気に心拍数が上がり、佑ゆうの顔は真っ赤になった。同時に防ぼう衛えい本能が働いて、兄は妹の前へ出ようとする。

「いいかい、真ま伊い。いきなり霊が見えたら恐こわいだろうから、この前みたいに僕を盾たてにする形で見るんだぞ」

「うん」

　素直に真伊がうなずくと、佑は前へ向かって歩きだす。

「それじゃあ、行くよ」

　けれど三歩も進まないうちに背後から声があがった。

「お兄ちゃん」

「んっ？」

　佑が振り返ると、真伊は何な故ぜか困ったような顔をして立ちつくしていた。

「ど、どうしたの？　真伊」

　極限状態一歩手前の佑が目を血走らせると、真伊は遠慮がちに兄を見つめる。

「お兄ちゃんは何かを忘れてないかね～ぇ」

　その場違いなまでに緊迫感のない、そして歌うような声こわ色いろに佑は目を丸くした。

「ええっ!?」

「もう、お兄ちゃんは……ほんまに忘れとるんじゃけえ」

　真伊がちょっぴり悲しそうに目を伏せる。その視線の先を佑の目が追う。そこにはブカブカのジャージの袖そで口ぐちから、可愛かわいらしい指先がのぞいて、モジモジと動いていた。

「ああ、そうだったね」

　ようやく約束を思い出した佑が、手を握ると真伊の顔がほころぶ。

「ほいじゃあ、いこ」

「う、うん」

　うなずきつつも佑は今まで何度となく握ってきたはずの手に戸惑いを覚える。

（真伊の手って、こんなにちいさかったっけ……）

　そしてやわらかく、あたたかかった。

　女の子の手だ。

　そして佑は真伊と手をつなぐのが、妹交代があって以来だったことに気づく。即すなわち、血がつながっていないかもしれないことがわかってから初だ。

（さ、最近、僕、変だぞ。こうやって手をつないだり、一緒の部屋で着替えたり、今まで普通にやってきたことばかりなのに変に意識しちゃったりして……）

　内心の動揺が手から伝わったのか、真ま伊いが兄の顔をのぞきこむ。

「お兄ちゃん、どしたあん？」

　黒くろ瑠る璃り細工のような瞳ひとみ、やわらかそうなミルク色の肌、そして桜色のくちびる。神の気まぐれか、はたまたＤＮＡが作り出した悪戯いたずらか。

　まるでかぐや姫のような少女に佑ゆうは気き後おくれしていた。

　家族の一人としてではなく、同級生か同じ学校の生徒として知り合っていたなら、もしかすると言葉を交わすことさえかなわなかったかもしれない。

　そんな可か憐れんにして純じゆん真しん無む垢くなすべてが、まるで手の内にあるかのような距離にあった。

　動揺を頭から振り払うかのように佑は首を振る。

「ううん、何でもない。行こう」

「うん」

　真伊が素直にうなずく。

　そして二人は手をつないで旧校舎の廊下を歩きだした。




　時計台のある旧校舎は二階建てで、教室が南向きになるよう配置されていた。即すなわち建物は東西方向に長く、廊下は北側になる。

　階段は東西の両端と中央の三ヶ所だが、両端にある階段はロープが張られていて、使用可能なのは中央階段のみとなっていた。

　事前に佑が愛あいから聞いた話によると、東西にある両端の階段は補修がなされてないので板が抜ける危険性があるらしい。

　つまり校舎は大きく分けて四つのブロック構成となっている。中央階段を挟む形で、一階の東西と二階の東西。このうち二階の東西、そして一階東側の三つのブロックが教室にあてがわれていて、一つのブロックにつき教室は六つあった。残る一階の西側は職員室や宿直室などのブロックである。

　最初に調べるのは宿直室の隣となりにある職員室だ。

　扉を開ける前に佑は真伊を背中に回そうとする。アパートを一部屋ずつ調べた時のように妹の盾たてとなるつもりだった。

　けれどその動きを真伊が止めた。

「お兄ちゃん、それは今、せんでええけえ」

「えっ？　でもいきなり霊れいが見えたら恐こわいだろ」

　一いつ瞬しゆん、佑は素すに戻るが、真伊の黒い瞳ひとみは虚こ空くうをさまようにして二階の東奥の方へと向かう。

「あのね、うち、わかったんよ……二階におるけえ」

　瞬間、佑は頰ほおや首筋、そして太ももなど、身体からだのいたるところで鳥肌が立つのを覚えた。まるで氷水をぶっかけられたかのように息も止まる。

　それでも一拍ほどの間を置くと、何とか呼吸を確保し、佑ゆうは兄として振る舞おうとした。

「そ、そうか、あ、ある程度、わかったんだね。で、でも油断は禁物だよ。ゆ、油断している時に限って、急に出てきてビックリしたりするんだから」

「あの子、一階には下りてこんみたい。動かん子じゃ思うんよ」

　虚こ空くうを見つめたまま真ま伊いがつぶやくと、佑は妹の手を握る左手から左の首筋にかけて、ぶわっと再び鳥肌が立つのを覚える。

「ぼぼぼぼ僕、しししし知ってるから。そそそれって、かかかか科学的に、ぶぶぶ分類すると、じじじじ地じ縛ばく霊れいになるんだよね。ぼっ、ぼっ、僕、最初から知ってたから。中学の時、理科で習ったから。う、動かないんだから、一階にいる限り、恐くないよね。あははははは」

　完全に涙目となった佑が空そら笑わらいをあげると、真伊は深々とうなずいた。

「ほうなんよ。これだけ遠くからでも、おる場所がはっきりわかったら、もう見ん限り、同じなんよねえ。あの子、何もしゃべらんみたいじゃし」

　突とつ如じよ、木造校舎に切り裂くような甲かん高だかい笑い声があがる。

「アッハハハハハハハハハハハッ！　それは助かるよね。しゃべらないんだ。そう、無口なタイプなんだ。こっちもあんまりうるさいと困るしさ、何もしゃべらないなら、もう見える位置にいなきゃ一緒だよね。一緒だよ、うん、一緒だ。アッハハハハハハハハハハハッ！」

　佑の精神は崩ほう壊かい寸前だったが、そんな兄の姿を真伊が心配そうに見つめた。

「お兄ちゃん、大丈夫なん？」

　その一言で、ほぼ灰に帰きした心から一つの魂たましいが甦よみがえる。

　そう、お兄ちゃんスピリッツだ。

　かなり今さらになってしまったが、佑は兄としての態度を必死に取り繕つくろう。

「い、いいかい、真伊。僕らの仕事は別に幽ゆう霊れい退治ってわけじゃないからね。学校の警備が仕事だから。悪い霊がいても、あくまで確認だけでいいんだ」

　それから佑は芝居がかった仕し草ぐさで、無人の職員室をキョロキョロと見回した。

「よ、よし。ここは異常なし。隣となりの部屋へ行こう」

　かくして相あい葉ば兄妹きようだいは単純作業的に一階を見て回りはじめた。

　一階の西半分は職員室や校長室など、廊下から中が見えない部屋が多かったが、東半分の教室になると、廊下側のガラス戸から室内が見える構造になっていた。

　だから一階の半分を過ぎると、教室の中をのぞきこみながらだが、形としては手をつないで廊下を歩くだけとなる。

　兄はほとんど臨戦状態といった調子で、目を血走らせながらガラス戸越しに教室内をのぞいているが、妹は普ふ段だんとそう変わらない。

　やがて教室を二つほど見たところで、真伊がポツリとつぶやいた。

「ねえ、お兄ちゃん」

「な、なんだい、真ま伊い」

　霊れいについての衝しよう撃げき的な話が出てくるのかと佑ゆうは身構えるが、真伊は深刻な表情のまま語る。

「妹まい原ばら先輩のことなんじゃけど」

「えっ？」

　思わず佑は目が点になるが、この状況だ。佑の脳裏には自分にとって恐こわいこと、もしくは嫌いやな形となる妄もう想そうが浮かぶ。

（ま、まさか、妹原さんに何か秘密が？　それとも妹原さんに悪い霊れいが取り憑ついてたとか？）

　しかし顔を強こわ張ばらせた霊感少女の口から語られたのは恋話だった。

「もしかして妹原先輩はお兄ちゃんのこと、好きなんかもしれん」

「は～あっ？」

　思わず佑が素すっ頓とん狂きような声をあげると、真伊は何な故ぜか不安そうに眉まゆをよせた。

「しいちゃん、ゆいよったじゃん。先輩、お兄ちゃんに気があるって」

「まったく、何をバカなことを言ってるんだよぉ」

　佑は情けない顔で天を仰あおぐと世間の本音ってものを語りだす。

「あのね、妹原さんみたいに可愛かわいい女の子が僕を好きになるわけがないだろ。しいちゃんにも言ったけどさ、僕にそんな価値ないから……あんまり、こんなことを言いたくないけどね、人ってある程度、外見で判断されたり、格付けされちゃったりするんだよ。もちろん、単に見た目だけじゃなく、お金持ちだったり、頭が良かったり、運動が得意だったり、そういうのも評価のうちに入るけど……でも僕、そういうのって一切ないから。妹原さんみたいに可愛い子が僕を好きになるわけないの」

　佑としては自分で言ってて悲しくなるような話だが、真伊は桜色のくちびるを尖とがらせた。

「ほいじゃけど、しいちゃん、可愛いけど、お兄ちゃんのこと、好きじゃろ？」

「しいちゃんは特別だよ。だって幼なじみだし、たまたま、しいちゃんがいじめられてる頃に知り合って、助けてあげたから……しいちゃんや妹原さんみたいな可愛い子が僕を好きになるようなことって、間違いなく、人生で二度とないから」

　子どもの世界は無む邪じや気きにして残酷だからこそ、舞ま衣いもいじめられてしまったが、人は成長すると損得勘定が働くようになる。

　おそらく今、舞衣がいじめを受けたなら、舞衣を助けて仲良くなりたいと考える男子は、いじめる側の人数より多くなるだろう。

　それは愛や真伊も同じはずだ。けれど佑は違う側の人間であることを自覚していた。だから最後はちょっぴり投げやりな口の利き方になってしまう。

「真伊もしいちゃんに流されたらダメだからね。この前なんか、しいちゃんが、僕と先輩がつきあってるって誤解して泣きだしたら、一緒に泣いてたけど」

　これにはさすがに真伊も顔を赤くする。

「あれは奨しよう学がく金きんが増えるゆう話があった後じゃったけえ」

「んっ？」

　それがどう関係あるのかわからず佑ゆうが首を傾かしげると、真ま伊いはうつむき加減のまま語る。

「うちね、やっぱり奨学金がタダで増えるわけがないんじゃ。お兄ちゃんがいっつもゆいよったタダより高いものはないゆうのは、こういうことじゃったんじゃあ思うて」

「こういうことって何だよ」

　どこか哀かなしそうに佑が眉まゆをよせると、真伊は儚はかない笑いを浮かべた。

「お兄ちゃんが妹まい原ばら先輩とつきあうけー、奨学金が増えるようになった……ゆう感じかね。うち、お兄ちゃんがおらんようになるような感じがして、怖こわあなったんよ。こんなんなら、奨学金なんか上がらんでもえかったのにゆうて思うたら、涙が出てしもうて」

「バカなことを言うなよ。妹原さんだって言ってただろ？　奨学金の制度があって、それを受給できる人がいて、僕らはその資格があったんだよ。そして妹原さんはその橋渡しをしてくれただけなんだ……だいたいそんな取り引き条件みたいな話なんて、妹原さんにも失礼だよ」

「ほ、ほうよね。妹原先輩にも失礼じゃったよねえ」

　恥ずかしそうに妹がうつむくと、哀しそうに兄は肩を落とす。

　幼い頃ころ、親に捨てられたせいか、いつしか佑にとって不幸や上う手まくいかないことこそが普通になっていた。

　けれど真伊までもが、似たような思いを抱いていたというのが、やるせなかったのだ。悲しくて、口惜しくて、佑は妹の手を握る手に力をこめる。

「真伊はこれから、しあわせになれるから。今は苦しい生活をさせてるかもしれないけど、大人になったら、絶対、しあわせになれるから」

　兄の目にはうっすらと涙すら浮かんでいたが、妹は楽しそうにため息をこぼす。

「お兄ちゃんはわかってないんじゃけ～え」

「何がわかってないんだよ」

　すると真伊は兄と手をつないだ右手をぶらぶらさせながら答えた。

「うちはじゅーぶん、今、しあわせなんじゃけどねー」

　古ぼけた木造校舎の廊下を、ジャージ姿の兄妹きようだいが手をつないで歩いていく。




　やがて一階を調べ終わった二人は二階へ向かう。

　両端の階段は黄色と黒の虎とら模も様ようのロープが張ってあり、通行止めとなっているので、兄妹は中央階段を上っていく。

　いるか、いないか、わからないのではなく、いるのが明白なのだ。佑の顔も自然と強こわ張ばる。

（いよいよだぞ）

　さすがに真伊の表情からも余裕の色が消えていた。

　しかも踊り場には十字架にかけられたイエスを描いた巨大なステンドグラスがある。

　元々宗教の神秘性は慈じ愛あいと畏い怖ふが表裏一体にある。精神バランスが恐怖の側に傾けば、その美しくも厳おごそかな視覚効果は不気味な雰ふん囲い気きを引き立ててしまう。

　佑ゆうは階段を上りきる直前、足を止めると妹に確認する。

「真ま伊い、廊下の端っこにいるんだよね？」

　妹がコクリと首を縦にすると、兄は膝ひざを震ふるわせながらも一足先に二階へ上りきる。

「こ、今度こそ僕が盾になるから、なるべくちょっとずつ見るんだぞ。も、もう、いるのはわかってるんだから」

　そして仁王立ちになった佑は中央階段から、廊下の東奥を凝ぎよう視しする。

　現代の鉄筋コンクリート製の中学や高校の見慣れた廊下の感覚からすれば、明らかに一回りちいさな四角い空間が続く。

　日は落ちていないものの、北向きの廊下は日当たりが悪く、しかも太陽は西の側にある時間帯だ。廊下の奥は薄うす暗ぐらい。

　とりあえず佑の凡ぼん庸ような目でわかるのは、壁の色と廊下には誰だれもいないこと。

　そして兄に続く形で妹が様子をうかがう。

　手をつないでいるので、佑は背中越しでも真伊の動きがわかる。兄の背中に身を隠すようにして、妹は少しずつ階段側から廊下側へ身体を移動させていた。

　妹の動きと息づかいから、真伊が廊下の奥を凝ぎよう視しし続けているのを察すると佑は空気音のような声で尋ねる。

「ど、どう？」

「女の子がおるねぇ。ほいでも遠いーけぇ、よう見えんのんよ」

　真伊の返事も同じく空気音のような声だった。兄妹きようだいは息をひそめてヒソヒソ話をする。

「そ、そうか、やっぱり、こういった時は近づくしかないんだよね？」

「うん」

「わ、わかった。じゃあ、僕が先に進むから、真伊は常に後ろにいるんだよ。絶対、僕より前に出ちゃダメだからね」

「うん」

　妹の空気のような返事に背中を押される形で、佑は震ふるえる足を一歩前へ踏み出す。当然、ここは男らしさ、そしてお兄ちゃんらしさを発揮しようと歩幅は大きくとる。

　すかさず真伊が小動物のように足をチョコチョコ動かして兄に続く。

「ど、どう見えそう？」

　佑が声を震わせて尋ねると、真伊は率直な意見を語る。

「さっきとあんまり変わってないけぇ、やっぱり同じじゃねえ」

「そ、そうだよね。一歩しか前に進んでないしね」

　男らしさを発揮して大きく出たつもりだった佑ゆうは目にちょっぴり涙を浮かべるが、確かに真ま伊いの言うとおりだ。

　兄は覚悟を決めると、妹の手を握ってズンズン前へ進み、教室一つ分の距離を詰める。

　そして再び妹に問う。

「こ、今度はどう？」

「う～ん、あんまり変わらんねぇ。あの子、ずっと壁ばっかり見ようるし」

　ぶわっと寒気がして佑は息ができなくなる。膝ひざは震ふるえるし、鳥肌が立ったまま、おさまらない。そんな本能的な拒否反応を鋼こう鉄てつの意志、お兄ちゃんスピリッツでねじ伏せる。

「よ、よし、わかった。じゃあ、もう少し前へ進むね。ある程度、近づくまで教室一つ分ずつ進むから」

「うん」

　空気音に近い真伊の声を合図に、教室六つ分あった距離を一つずつ兄妹きようだいは手をつないで詰めていく。

　もう一つ進んで、また一つ。約半分の距離を詰めて、また一つ進む。いつしか二人は五つめの教室のところまで進み、残るは教室一つ分と階段スペースほどのところまで近づいていた。

　ここまで来ると、さすがに教室一つ分の距離を詰めるのは早さつ急きゆうすぎるような気がして、佑は真伊と相談をはじめる。

「ど、どうする？　ここからは少しずつ前に進んだ方がいいと思うんだけど」

「うちもそう思うんよ」

　妹の同意を得て、佑は少し考えこむ。

（できたら一歩ずつ前に進みたいけど、それをするにはちょっと早いかも）

　そこで佑は折せつ衷ちゆう案あんを提案してみる。

「とりあえず教室の真ん中ぐらいまで進もう。そこから先は一歩ずつ進もうよ」

「それがええかもしれん」

　兄妹の意見が一致して、二人は再び歩きはじめるが、突然、真伊が兄の腕を引っ張った。

「待って、お兄ちゃん。もう進まん方がええ」

「えっ？」

　妹のただならぬ声こわ色いろに思わず佑が振り返ると、そこには血の気を失った真伊の顔があった。

　そして時が止まる。

　否いな、佑の中で時の流れが、まるで止まったかのように遅くなった。

　佑の瞳ひとみに映った黒髪の少女の口がゆっくり、ゆっくり、と動く。

　まるで読どく唇しん術じゆつで理解するかのように、音のない妹の声が頭の中で再生される。

「──こっちをみた──」

　そして時が再び流れだす。今度はまるで堰せき止められた水が一気にあふれ出すかのように。

「きゃっ」

　それは真ま伊いが自らの口をふさいで悲鳴にも似た声をあげたのが合図だった。

　大きく見開かれた黒い瞳ひとみは恐怖の色に染まり、尋常ではない何かを妹が見ているはずだった。それを直感的に理解した佑ゆうの精神は崩ほう壊かいしてしまった。

「ウワワワワァアアアアアアアアアアアアアアッ！」

　甲かん高だかい奇声とともに佑はその場から逃げだした。

　廊下を全力疾走して中央階段まで戻ると、転げ落ちんばかりの勢いで階段を下りる。すると真伊が悲鳴をあげた。

「待って、お兄ちゃん。こわいっ！」

　普ふ段だんの佑なら足が止まるか、思考が復活していたかもしれないが、もう完全にパニックになっていた。

「止まって、お兄ちゃん。お願いじゃけえ、止まってっ！」

　真伊が何度も叫ぶが、佑の足は止まらない。階段の踊り場をターンし、再び階段を猛烈な勢いで下っていく。

「おにーちゃーんっ！」

　妹の悲鳴があがるが、その声も虚むなしく響ひびくだけだ。もう兄を止めることはできない。階段を駆け下りて一階へと着いた佑はそのままグラウンドへ飛び出してしまう。

　それから佑は走った。走って、走って、本能的にこのくらいまでくれば大丈夫だろうと感じることのできる距離を稼ぐとようやく足が止まる。

　そこは校門の近くだった。もしも霊れいが追ってくるなら、今度は学校の外へ逃げ出せる場所。

　ここで佑は息を整え、ほぼ限界まで跳ね上がっていた心拍数が落ち着くのを待つ。

　やがて筋肉に使用されていたエネルギーが、頭の方にも回る段階になって、ようやく佑は多少の落ち着きと思考能力を取り戻す。

「ハッ、そうだ。真伊」

　我に返った佑は何かを探すように左右をキョロキョロと見回す。

「ゆ、幽ゆう霊れいはどう？　追ってきてない？」

　すると佑の腕の中から、おっとりとした声があがる。

「うん、大丈夫じゃけえ」

　その声に導かれる形で、佑が視線を落とすと、そこにはお姫様抱っこをされる形で、手足を縮めた真伊の姿があった。ぶかぶかの中学ジャージと相まって、さながら赤ちゃんのような格好だ。

　人の本質は咄とつ嗟さの行動にこそ、あらわれるのかもしれない。パニックになった佑は妹を抱きかかえて逃げ出したのだ。

　そんな兄を困ったものだとばかりに真伊は形のいい眉まゆをひそめる。

「あのね、お兄ちゃん。振り返っただけで、追いかけられたわけじゃあなかったんよ？」

「そ、そうか、良かった」

　気の抜けた佑ゆうがその場に座りこむと、ようやく足に地面がついた黒髪の霊れい感かん少女はその場に立って、兄に抗議する。

「もう、お兄ちゃんはひどいんじゃけ……うち、怖いけぇ止まってゆうてなんべんもゆうたのに、止まってくれんでから。あんな勢いで階段を下りられたら、抱っこされとる方は怖いんじゃけぇね」

「いや、だってさぁ……」

　けれどその先が続かない。佑がパニックになったのは、霊感の強い妹へ幽霊が取り憑ついてしまうのではないかという心配からだったが、さすがにそれは言いにくいものがある。言葉に窮きゆうしているうちに、佑はあることに気づき、はっとする。

「そ、それより、どうして校舎を出てからも、ずっと黙ったままだったんだよ。何も言わないから、僕、ずっと真伊を抱っこしたままだったじゃないか」

　無駄に体力を消耗したと兄が抗議すると、妹の顔が赤くなる。

　そう、兄も兄だが、一秒でも長く抱っこしてもらおうと兄の腕の中で息をひそめていた妹も妹かもしれない。何せ真ま伊いが悲鳴をあげたのは階段を下りる時だけだった。

　黒目がちの瞳ひとみは恥ずかしそうに宙をさまよう。
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「ん～っ、んー、んー」

　今度は妹が言葉に窮した格好となったが、やがて兄をからかうような、それでいて甘えるような声こわ色いろで語る。

「お兄ちゃんが落ち着くまで待ってあげよう思うたんよ」

「ちぇっ、何が落ち着くまで待ってあげるだよ」

　やさぐれる佑ゆうの正面に回ると、妹は兄と向き合う形でしゃがみこむ。

「お兄ちゃん、はぶてんのんよ」

「別にはぶててないけどね」

　すると真ま伊いは黒くろ瑠る璃り細工のような目を楽しそうに細めた。

「お兄ちゃん。うちら、また、はぶてるじゃねー」

　前にアパートを探索した時も最後は似たようなことを言い合ったのを思い出し、さすがに佑も吹き出してしまう。つられて真伊も笑いだし、心しん配ぱい性しようの兄と甘えんぼうの妹はひとしきり笑い合った。













　　　第四章　お兄ちゃん、しっかりして







　舞ま衣いが再び宿直室に戻ると、夕食作りがはじまった。

　まだ外は明るく、夕食の仕度をはじめるにはやや早い時間だったが、今日のメニューはカレーだった。

　カレーは作りたてより一晩寝かせた方が美お味いしいのが世間の定説だ。けれど一度、冷ましてから、食べる直前に再加熱しても、それなりにコクや旨うま味みは増す。

　そんなわけで早めの時間帯から作ることになったのだ。

　カレーは美味しい。

　ラーメンとならんで日本の二大国民食とも呼ばれるので、単純に日本人の味覚に合っているのもあるだろう。

　けれどカレーが愛されるわけは単に味だけではなく、人という要素が大きいかもしれない。

　たとえば林間学校や臨海学校でも、みんなで作ったカレーは水っぽかったり、コクがなかったりすることも多いが、記憶の中のカレーはそれなりに美味しかったはずだ。

　それはきっとみんなで作って、みんなで食べるから。

　宿直室でのカレー作りも会話が弾はずんで、秘密のスパイスは美お味いしさを増していく。

「そう言えば、まいちゃんの広ひろ島しま弁って可愛かわいいよね」

　ピーラーでジャガイモの皮を剝むきながら舞ま衣いがふと思い出したように語ると、ニンジンの皮を剝いていた真ま伊いの顔がほんのり赤くなる。

「うちなんか、かわゆうないけぇ。なまっとるだけで、ふうがえーけー」

「んっ、ふうって？」

　舞衣が小首を傾かしげると、二人のマイが剝いたジャガイモやニンジンを切っていた佑ゆうが解説役を買って出る。

「あのね、しいちゃん。ふうっていうのは体裁とか格好の意味なんだ。だから本当は、ふうがいいで、かっこいいになるんだけど、広島の人は基本的にかっこ悪いの意味で使うんだよ」

　包丁がまな板の上でコンッと音を立てると、ジャガイモが真っ二つになる。その光景を眺めながら舞衣が感嘆の声をあげた。

「へーっ、逆なんだ。だったら、ふうが悪いはかっこいいって意味になるわけ？」

「いや、それもかっこ悪いの意味だね」

「えっ？　両方、かっこ悪いって意味なわけ？」

　舞衣が目を丸くすると、広島育ちの兄妹きようだいは二人そろって大おお真ま面じ目めな顔をしてうなずいた。
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「そうなんだよ」

「ほうなんよ」

　そのユーモラスなシンクロぶりと、言語機能としての矛む盾じゆんに舞ま衣いは笑いだす。

「両方、ダメな意味になったら、いい意味で使えないじゃない。おかしいよ、それ」

「ほんまじゃね」

　真ま伊いも一緒に笑いだす。

　一応、通常の「ふうが悪い」と、皮肉的なニュアンスが強まる逆説的用法の「ふうがええ」とでは微妙に差や使い分けがないわけでもなかったが、無む邪じや気きに笑う二人を見ていると、佑ゆうは細かいことなんてどうでもよくなってしまった。

　佑と舞衣は幼なじみだが、真伊と舞衣だって幼なじみなのだ。

　けれど何年も疎遠になっていたことと、アパートのオーナーである舞衣へ真伊が負い目や引け目を抱いていたこともあって、二人のマイの間にはわだかまりとまではいかなくとも、遠慮や気がねがあった。

　それがこうして一緒に料理を作り、一緒の時を過ごすことによって、少しずつ空白の時間が埋まって、昔と同じ関係に戻っていく。

　感慨深いものがあって佑はしんみりするが、その間も二人のマイによる広ひろ島しま弁談議が弾んでいた。

「……あとねぇ、たう、たわん、が広島弁なのもビックリしたけぇ」

「へーっ、それはどういう意味なの？」

「あのねぇ、たうが届くで、たわんが届かないゆー意味なんよ」

　どうやら地方出身者にとって、あるあるネタの定番である「標準語と思っていたら実は方言だった」話で盛り上がっているようだった。

　そこで佑も話に加わろうと、自分の経験を披ひ露ろうする。

「僕もこっちに来て、標準語じゃなかったんだってビックリした言葉がいくつかあるよ。ふんいき、とかね。広島弁だと、ふいんきって言うんだけど」

　すると二人のマイが同時に笑い声をあげた。

「ゆうくん、それってただの読み間違えでしょ」

「お兄ちゃん、広島弁でもふんいきはふんいきなんよ」

「ええっ！　そうなの？」

　驚おどろいた佑が素すっ頓とん狂きような声をあげると、女子の笑い声はワンオクターブ高くなる。

「ゆうくん、コテコテすぎるよ」「もう、お兄ちゃんは恥ずかしいねぇ」「為替かわせをためがえと読み間違えるのと同じくらい、典型的すぎるほど典型的だよ」「お兄ちゃん、小学生の時、みんなで受けた漢字の検定試験、一人だけ落ちたけぇ。一番、低い級じゃったのに」

　得意な顔で披露しただけに佑としては面めん目もく丸つぶれもいいところだったが、二人が楽しそうなら、道どう化け役になるのも悪くない、はずではあった。

　けれどどうしてもちょっぴり疎外感がうずく。

（何だか僕、いらない感じ……）

　二人が仲良くなるのはうれしいが、自分抜きで仲が良すぎるのも、何だかさびしい。

　お兄ちゃん心は複雑だった。




　宿直室で和わ気き藹あい々あいとカレー作りが進んでいる頃ころ、私立雲雀ひばり之の丘おか学園の本校舎敷しき地ちに隣りん接せつする理事長宅のリビングでは、妹まい原ばら愛あいがソファに座ってせんべいを食べていた。

　きつね色の丸いせんべいが、快音を立てて真っ二つに割れると、戦いの主役は前歯から奥歯へと移る。

（まったく、何が薄はつ幸こうの苦学生よ。あたしがおこづかいを削って青春イベント提供してるようなもんじゃない……ほんと、バカバカしい。やんなっちゃう）

　嚙かみ砕いたせんべいを吞のみこむと、手にしていた半分に割れたせんべいを放りこみ、再び咀そ嚼しやくをはじめる。

　このせんべいを食べるプロセスはケンカで圧勝することに似ているかもしれない。俗に言うバッキバッキのボッコボッコにしてやるような感覚だ。

　愛もせんべいを何枚も食べていくうちに、多少はストレスが解消されたらしく、怒りで低下していた思考能力もそれなりに回復をする。

（まあ、でも苦学生なのは苦学生なのよね……薄幸かどうかは大いに疑問の余地があるけど）

　自分に向かって深々と頭を下げた少女を思い出すと、さすがに愛も思うところがある。

（妹さんもいるし、大変だろうな……）

　また一枚、袋からせんべいを取り出して口につけるが、前歯にせんべいを割る力はなく、口に咥くわえたまま、まるで団扇うちわを扇あおぐかのようにパタパタと上下に振る。

「う～ん」

　気持ちが萎なえてしまったが、それも一いつ瞬しゆんだった。勝ち誇った顔をした舞ま衣いが指でピースする姿が頭に浮かんだのだ。おまけで鼻の下をのばしてデレデレする佑ゆうの顔。

　せんべいが再び快音を立てる。

（絶対に驚おどろかしてやる必要があるわね。絶対にっ！　だって幽ゆう霊れいが出るから、このバイト料なんだって話だったんだもん）

　まるで悪党成せい敗ばいといった勢いで、せんべいを嚙み砕く。

　そうしていると、足元から「にゃ～」と間の抜けた声があがった。

「んっ？」

　愛が視線を落とすと、猫がこちらを見上げていた。

　祖母の飼い猫、マルだ。

　短毛種であるアメリカンショートヘアのはずだが、一見すると長毛種のペルシャやメインクーンのようにふわふわで身体のフォルムも丸い。早い話が、デブ猫だ。

　マルは床から愛あいの手元をじっと見ている。どうやら、せんべいが欲しいようだが、太りすぎてソファに上がることすらできないらしい。

「だ～めっ、あっちへ行きなさい」

　愛はデブ猫を手で追い払おうとするが、自らの仕草で、ひらめきを得た。

（そうだっ！　妹さんを引き離せばいいんだわ）

　夜の見回りをする際、佑ゆうと女子二人なら、佑一人か三人一緒のどちらかだろう。女子のどちらか一人を宿直室に置いて、もう一人と一緒に校舎内を見て回るという状況は考えにくい。

　三人一緒だと、真ま伊いも巻きぞえになってしまう。

　けれど真伊を引き離せば、確実に彼女を恐がらせなくて済むし、同時に高確率で佑と舞ま衣いがペアで行動することになる。

　挑発的な眼まな差ざしの舞衣と鼻の下をのばした佑。そして薄はつ幸こうの苦学生にして善良そうな真伊。脳内できれいに線引きができると、策士はニンマリと笑みを浮かべた。

　そして作戦を実行に移すべく、文字通り立ち上がると祖母のいるはずの台所へ向かう。

「お祖母さまっ、お願いがあるんだけど」

　パタパタとスリッパが音を立ててドアの向こうへ消えていくと、デブ猫はのそのそと寝場所へと戻っていった。




　いつしか日も落ちて、街のあちこちで風にのっていい香りが漂ただよいはじめる。宿直室の中もカレーの香りが満ちていた。

　一晩ならぬ小一時間寝かせたカレーを再加熱すると、続いて佑が片手鍋なべで自分用のカレーを温めはじめた。

　今日のカレーは真伊と舞衣、女の子二人の好みに合わせて甘口なのだが、佑は辛口が好きなのだ。

　そこで辛さをアップした佑専用カレーを作ることにしたわけである。

　小分けしたカレーに火を通しながら、佑は一いち味み唐とう辛がら子しを加えていく。

（甘口を辛口にするってことは、中辛を飛び越して二段階ぐらいアップさせるわけだから多めに入れなきゃね）

　そんなことを思いながら「の」の字に一味唐辛子を加えていくと、それを横から見ていた二人のマイが甲かん高だかい声をあげる。

「ゆうくん、それって絶対、多すぎるよ」

「お兄ちゃん、かろうなりすぎて、食べれんよーになるよ」

　カレーの上には赤い渦うず巻まきが描かれて、咄とつ嗟さに佑も入れすぎたとは思ったが、女の子が騒さわぐと見栄を張りたくなるのが男心だ。しかもカレー作りで影が薄うすくなっていた反動もある。

「へーき、へーき、むしろもうちょっと辛くしてもいいぐらいだから」

　つい調子に乗って、さらに一味唐辛子をシャカシャカと二振り。

「ゆうくん、無む茶ちやだよ、それっ！」

「わーっ、お兄ちゃん」

　黄色い声がワンオクターブ高くなると、テンションが上がるのが男心というものだ。

　しかも普ふ段だんはのんびり屋の妹が子どものように無む邪じや気きにはしゃいでいる。こうなると佑ゆうもつい気が大きくなってしまう。

「大丈夫、平気、平気。僕、辛いの好きだから」

　やがてカレーを十分に混ぜると、佑は妹があらかじめ用意してくれたライスの盛ってあるお皿の上へそのままかける。

　ここでも黄色い声があがった。

「あーっ、お兄ちゃん。味見もせんでから」

「ゆうくん、それ、食べられなかったらどうするのっ!?」

　当然、佑のテンションはまた上がる。

　しかも舞ま衣いが真ま伊いと一緒になって心配してくれている。こうなるとやっぱり大きなところを見せたくなるのが男心だ。

「だ～いじょうぶ」

　佑は自信満々な足取りで、宿直室の中央に置かれた丸いちゃぶ台へと向かう。

　そこには一足先に真伊と舞衣の甘口カレーが置かれていた。その二つとバランスを取る形で佑が自分の席を確保すると、後を追う形で二人のマイもちゃぶ台の前へ座る。

　注目の的はやはり佑のカレー。

　真伊と舞衣の視線は釘くぎづけになっているし、実は自分自身も気になっているが、それを佑は敢えて平然とした調子で手を合わせる。すると一歳年下の同級生たちも後に続いた。

　そして三人の声が一つになる。

「いただきます」

　各々がスプーンを握り、最初の一口目を味わう。

「んっ」

「んっ」

　真伊、そして舞衣がカレーを口に入れた途と端たん、目を輝かがやかせる。そのまま口をモグモグさせて最後に吞のみこむと、見事なハーモニーを奏でた。

「美お味いしい」

　けれど一人だけ、佑は出遅れる形となってしまった。

　スプーンを口元まで持ってきたところで、身体からだが拒絶反応を起こしたのだ。

　何せたったスプーン一杯のカレーから、強烈なオーラがたちこめている。

　口元に近づけただけで顔が汗ばみ、匂においを嗅かぐだけで身体からだの芯しんが熱くなる。そんなカプサイシンのむわっと来るオーラ。

　目に見えて動きの鈍くなった佑ゆうの姿を、二人のマイは心配そうな目で見る。

「ゆうくん、やめた方がいいよ」

「ほうよ、お兄ちゃん。今日のカレー、甘口じゃけど、美お味いしいんじゃけえ」

　時に女子の親切心は男子へ残酷に作用する。

　佑も下がりっぱなしだったテンションが一定レベルまで回復してしまった。

「だ、大丈夫だから」

　余裕を取り繕つくろうと、佑はスプーンを口へ運ぶ。

「んっ？」

　一いつ瞬しゆん、真ま伊いと舞ま衣いの表情が不安そうに曇くもり、佑の目は丸くなる。

（そんなに辛くない？）

　しかし、それは文字通りの一瞬だった。

　次の瞬間、口の中で小爆発が起きる。

「うぐっ」

　あわてて佑は口を押さえると、その場に背中から倒れ、爆弾カレーを強引に吞みこむ。

　そして起き上がると、目から涙を流し、額ひたいからは汗をかきながら、コップの水をガブガブ飲んだ。

「かれーっ」

　思わず佑が舌を出すと、二人のマイは吹き出した。

「ゆうくん、それって駄だ洒落じやれ？」

「もう、お兄ちゃんは」

　ひとしきり笑うと、好奇心がわいたらしく舞衣が身をのり出す。

「どのくらい、辛いか食べてみていい？」

「うちもちょっとだけ試してええ？」

　真伊も興味津しん々しんといった目で兄を見つめる。

　そんな二人のため、佑は本心から忠告する。

「やめといた方がいいよ」

　けれど異性から止められると、逆に試してみたくなるのは男女とも同じらしい。二人のマイはスプーンを持った手をのばす。

「それじゃあ、ちょっとだけ」

「ほいじゃあ、ちょっとだけ」

　それから二人はスプーンの先にカレーをつけると、口に運ぶ。

「んっ？」

　一いつ瞬しゆん、真ま伊いと舞ま衣いの目が泳ぐ。目は口ほどにものを言う。その語るところは「あれ？　あんまり辛くない」といったところだ。

　しかし次の瞬間、二人の目がまん丸になる。

「んーっ！」

　咄とつ嗟さに二人は口を押さえるが、あわてて水を求める。そして両手でコップを持つと、一気に飲み干す。

「ぷはーっ」

　そして二人同時に声をあげる。

「からーい」

　それは二人のマイによる見事なユニゾン。一部始終を見ていた佑ゆうが思わず吹き出してしまうほど、音の高さもタイミングも完璧だった。

　それから一呼吸ほどの間があって、二人のマイも笑いだす。

　三人で笑いながら、佑は心から思った。

（まるで妹が増えたみたいだ）

　いつもはおとなしい真伊が珍しくはしゃいでいるのと、真伊と舞衣の佑への対応が何かとシンクロするせいで、あたかも双子の妹かのようだ。

　しかも双子はともかく、真伊と舞衣は幼なじみかもしれない妹と、妹かもしれない幼なじみなので、ある意味、二人とも妹と言えるかもしれない。

（もしかして、これも兄妹きようだいの、そして家族の形なのかな……僕らの）

　やがて佑は激辛カレーを何とかすべく、文字通り立ち上がった。

　とりあえずライスの一部をお茶ちや碗わんに退避させ、皿のキャパシティを確保すると、そこにジャガイモを多めに含んだ甘口カレーを注つぎ足す。

「ゆうくん。もう、あきらめたら？」

「お兄ちゃん、ご飯にごめんなさいしー」

　相変わらず二人のマイは言葉こそ違えど、その意味するところはほぼ一緒だった。それが逆にお兄ちゃんスピリッツを燃え上がらせるのだが、さすがにこれだけ失敗が続くと佑もちょっとだけ弱気なところを見せる。

「多分、大丈夫だから……これで半分ぐらい薄まったはずだし、あとはジャガイモで何とか」

　ちゃぶ台に戻った佑はせっせとジャガイモをつぶす。そしてジャガイモがペースト状になると、カプサイシン濃度も薄うすまったはずのカレーを味見してみる。

　今度は咳きこまずに吞のみこめた。

「う、うん。何とかいけそう……カフッ、カフッ」

　しかし感想を語ると、やっぱり咳が出て、真伊と舞衣は眉まゆをしかめるが、それでも爆弾級のカプサイシン濃度は確実に薄うすまっていた。

　まるで戦いを挑むかのように佑ゆうは二口、三口とカレーを口に運ぶ。

「うん、美お味いしい……辛いけど、食べられる」

　建て前と本音が同時に出たみたいな形になり、二人のマイが失笑する。

「お兄ちゃん。ジャガイモ、あげるけえ。もうちょっと薄うしい」

「わたしもジャガイモ、あげる」

　これは佑もありがたく頂ちよう戴だいする。

　もはやカレーライスというより、カレー風味のポテトペーストといった創作料理のような様相を呈してきたが、それでもカレーはカレー。

　美味しいカレーの夜が更ふけていく。




　やがて夕食も終わり、お風ふ呂ろとなった。

　女の子二人による相談で決まった順番は佑が一番、真ま伊いは二番、そして最後に舞ま衣いだった。

　先にお風呂を終えた佑と真伊はちゃぶ台の上にノートとプリントを広げ、ちまちまと問題を解いていく。

　往々にして男子は入浴時間が短く、逆に女子は長くなりがちだが、ご多分に漏れず、佑はカラスの行水といった程度だったが、真伊と舞衣はそれなりに時間がかかっていた。

　特に舞衣は長い。

　問題を解く合間に、アパートから持ってきた目覚まし時計を見て、ちょっぴり佑があきれてしまったほどだ。

（そろそろ一時間くらいか……）

　本や音楽プレーヤーを持ちこんだ様子もないのに、どうしてこれだけの長い間、風呂場に籠ろう城じようできるのか、佑が不思議に思っていると、ようやく舞衣が風呂の扉を開けて出てきた。

「ふ～っ、いいお湯だった」

　お風呂上がりで、ほんのりピンク色に染まった色白の肌を、佑の中学時代の白いカッターシャツが包んでいた。中学時代の物とはいえ男子用、しかも舞衣が小柄なこともあって、サイズはまったく合ってない。特に肩から腕がぶかぶかだ。シャツの肩の部分は半なかば辺あたりからストンと落ち、袖そで口ぐちからは細い指先がのぞく。そして裾すその下は生なま足あしだった。

　さすがに目のやり場に困って佑が叫ぶ。

「ねえ、しいちゃん。せめて下はジャージをはこうよ」

「えーっ、それだと可愛かわいくないし、これってパジャマなんだからいいじゃない」

　それから悪びれる様子もなく、ターン。

　白いカッターシャツは空気をまとい、裾がふくらむ。一いつ瞬しゆん、白雪のような肌が描く脚線美がかなりきわどいラインまであらわになる。

　これが単に同級生の女の子なら、佑ゆうも胸をドキドキ高鳴らせるだけだが、妹かもしれないとなると話は別だ。目を覆おおいたくなるような光景だった。

　しかも一応、カッターシャツは長なが袖そでで冬用だが、やはり色が白だと透けてしまう。シャツから空気が抜けると、白い生地がペタンと肌にまとわりつき、下着のラインが浮き上がる。

　自分からこのシャツを与える形になったのが、佑の悩みを深くする。

（ああ、失敗だったかも……他ほかのにすれば良かった）

　そんな佑の後悔を他よ所そに、舞ま衣いはちゃぶ台の前にストンと座る。

「しいちゃん。お風ふ呂ろ、長かったねえ」

　真ま伊いが感嘆の声をあげると、舞衣は屈くつ託たくのない笑みを浮かべた。

「うん、ちょっと考えごとしてたら、いつの間にかこんな時間になっちゃって」

　それから二人のマイはたわいのないおしゃべりを続けていたが、真伊の目線が定まらない。舞衣の着ている白いカッターシャツが気になるらしく、チラチラと見てしまう。

　その視線に気づいた舞衣は、いいことを思いついたとばかりに手を打った。

「そうだ。明日はパジャマを交換しない？　まいちゃんがゆうくんの中学シャツを着て、わたしが中学ジャージを着るの」

　佑と真伊、相あい葉ば兄妹きようだいは同様に動揺するが、そのベクトルは完全に違っていた。

「ええっ！」

　佑は単純に驚おどろきの方向だったが、真伊は迷いの方向だった。

「ほ、ほいじゃけど、うち、しいちゃんみたいに足が細うないけえ」

「大丈夫、まいちゃんの足だって細くてきれいだよ。ゆうくんもきっと見たがるって」

「ほ、ほうなん？」

　目を丸くしつつ真ま顔がおで尋ねられ、佑は全力で否定する。

「そんなわけないだろっ！」

　すると真伊は身体からだをビクリと震ふるわせて、うつむいてしまう。

「う、うち、どうせ大根足じゃけぇ」

「ゆうくん、デリカシーないんだからっ！　まいちゃん、可哀かわいそうでしょ」

　舞衣は猛然と佑に抗議すると、真伊の口元がじんわりと歪ゆがむ。その今にも泣きそうな姿に、佑も一いつ瞬しゆんだけ怯ひるんでしまう。けれど本当に一瞬だった。

「ま、真伊。しっかりしろよ。妹の足を見て喜ぶお兄ちゃんがどこにいるんだよっ！」

「ハッ！　ほんまじゃあ」

　真伊が我に返ると、舞衣は佑に抗議する。

「もう、ゆうくんったら堅いんだから。まいちゃんも一人の女の子として見たり、扱ったりしてもいいじゃない……そ、その代わり、わたしがもしも妹だったら、まいちゃんと同じことをしてもらうけど」

　明らかに舞ま衣いは何か勘違いしているはずだったが、佑ゆうに輪をかけてお人好しで純情な真ま伊いは気づかない。

「お、お兄ちゃんはやさしゅうしてくれるけぇ」

「や、やっぱりそうだったんだ……ゆ、ゆうくんはやさしくしてくれるんだよね」

　顔を赤らめてドギマギする舞衣の表情からすれば、また何か勘違いをしていのは明らかだったが、佑は舞衣ではなく真伊に注意する。

「余計なことはいいから」

　すると舞衣が頰ほおをぷくっとふくらませた。

「ゆうくん、それって最低だよ。自分がしてきたことを知られたくないから、女の子の方を黙らせようとするなんて」

「いや、しいちゃん。それは間違ってるからっ！」

　兄として、そして人間として最低な人物みたいになって、佑がたまらず抗議をすると、何故か舞衣は視線を斜め下に向ける。

「あ、あのね、ゆうくん。わたし、理解あるお嫁さんになりたいの。だ、だから、少しぐらいゆうくんが浮気したり、他ほかの人と関係を持っても、わたしは寛かん容ようでありたい。ま、まいちゃんとのことだけでなく、他の人も……た、たとえば氷ひ室むろさんとか」

「へっ？」

　素すで怪け訝げんな表情を浮かべる佑を、舞衣が恥ずかしそうにチラリと横目で見る。

「わ、わたしはそういうの興味ないんだけど、友だちに男の子同士で愛し合うマンガや小説が好きな子がいるの。ぼ、ぼーいずらぶっていうの？」

「ええっ！　何なの、それっ!?」

　佑が素すっ頓とん狂きような声をあげ、真伊は意味がわからないと目をパチパチさせた。一方、舞衣は耳を赤くしながらも、モジモジと語る。

「だ、だって、その子が言うには氷ひ室むろさんとゆうくんって攻めと受けの典型的な関係だって」

「知らないよ、そんなのっ！」

「ほ、本当にそうなの？　正直に言ってくれたら、わたし、理解してあげたい」

「いや、それは明らかに理解じゃなくて誤解だからっ！」

　力いっぱい断言すると、佑は少しだけやさぐれる。

「って言うか、理解や寛かん容ようなら、妹まい原ばらさんへの態度を何とかして欲しいよ」

　すると舞衣と真伊の顔色が変わった。

「それは絶対、許せないっ！」

「お、お兄ちゃん、やっぱり……」

　怒ど気きをこめる舞衣と、深刻な表情で身を震ふるわせる真伊。二人のただならぬ反応のせいで、佑は釈明に追われる形となってしまう。

「いや、違うよ？　僕は別に妹まい原ばらさんとつきあいたいとかじゃなくって、ただしいちゃんに妹原さんの態度を普通にして欲しかっただけで……って言うか、しいちゃん、おかしいよ。妹と男子は良くて、女子はダメって。しいちゃんは僕にどんな世界を望んでるんだよ」

「ゆうくんは先輩と浮気したいわけ？　そんなの許せないっ！」

　すると真ま伊いも同意とばかりに、深刻な表情でコクコクとうなずいた。

「いや、何でそうなっちゃうんだよ……あと真伊もさりげなくうなずいてるんじゃないよ」

　それから愛あいを巡って、佑ゆうと真伊と舞ま衣いの三人がガヤガヤと言い合ってると、噂うわさをすれば何とやらだ。

「相あい葉ばくん、いるかしら？」

　ノックの音と共に、その妹原愛があらわれた。

「あっ、はい」

　指名されたこともあって、佑が立ち上がると、愛は少しだけ真伊と舞衣が座るテーブルの方へ視線を向ける。

「ところで、今、あたしの噂をしてなかったかしら。マイバラがどうのって聞こえたような気がするんだけど」

「た、多分、気のせいだと思います」

　佑が強こわ張ばった笑みを浮かべると、舞衣はそっぽを向いた。

「聞き違いじゃないかしら。わたしもまいちゃんも同じマイだし」

　その挑発的な態度に佑と真伊は青ざめるが、愛は年上の余裕とばかりにうなずいた。

「そ、そうね。聞き違いかもね……それより、実は相葉くんにお願いがあって来たんだけど」

「な、なんでしょう」

　佑が姿勢を正すと、畳の上に座っていた真伊も自然と正座をして背筋をのばす。

　けれど舞衣だけはそっぽを向いたままだ。

　その挑発的な態度を、見て見ぬふりをして愛は用件を切り出した。

「実はこの近所にあたしの祖母が一人で住んでるんだけど、もう年だから、ちょっとボケてるっていうか、一人にしといたら深夜徘はい徊かいとかしそうで、危ないのよね。それで親類が交代で泊まりに行ってるんだけど、それが今日はあたしんちなの。でも、これから用事があって、どうしても二時間か三時間ほど祖母を見てて欲しいの。志し井いさんか、妹さんに」

　愛が視線を向けると、真っ先に舞衣が宣言する。

「わたしはイヤ」

　すると正座をしていた真伊が文字通り立ち上がった。

「ほいじゃあ、うちが行くけえ」

「本当？　助かるわ」

　まるで小こ躍おどりするかのように愛は手を合わせて喜ぶ。

（これで妹さんには迷惑をかけないですむわね）

　ここまでは愛あいの描いたシナリオ通りだった。

　真ま伊いと舞ま衣い、どちらか一人を祖母の家に来て欲しいと頼めば舞衣は反抗的な態度を取るはずなので、消去法的に真伊となるのは必然だった。

　けれど心配そうな顔をした佑ゆうが遠慮がちに口を開く。

「あの、それって僕じゃダメでしょうか？　もう夜だし、女の子が出歩くより、僕の方が少しはマシだと思うんですけど」

　祖母宅で待機させるのが真伊でなく、佑になってしまうと愛の計画は狂ってしまうが、この申し出は想定の範囲内だった。

　だから愛もあらかじめ返答を用意してある。

「でも相葉くんに祖母の家へ来てもらうと、ここに女の子だけで残ることになるわよね？　その方が危ないでしょ」

「そ、それは確かにそうかもしれないけど……」

　浮かない顔をした佑の背中を、愛は景気よく叩たたいてやる。

「だ～いじょうぶっ！　お祖ば母あさまの家はここから歩いて五分くらいだし、いくら妹さんが可愛かわいいからって、誘い出して襲おそったりするようなことはしないから。あたしだって、こう見えても女の子なんだからね」

「そ、そういう心配じゃなくて……」

　真伊については佑も実はそれほど心配していなかった。知り合って間もないが、愛が真伊に危害を与えるような人物でないことはわかる。

　佑が抱いているのは、別の心配だ。

（し、しいちゃんと二人きりになって大丈夫かな……僕が）

　そんな口にできない不安が重くのしかかる佑を、まるで嘲あざ笑わらうかのように愛は真伊を連れて去ってしまう。

「送り迎えはあたしが責任持つから心配しないでね」

「ほいじゃあ、お兄ちゃん。うち、ちょっと行ってくるけえ」

　ドアがパタンと閉まり、二人の足音が遠ざかっていく。

　かくして宿直室に取り残される形で佑は舞衣と二人きりになってしまった。

　気まずくて佑は舞衣の顔を見ることすらできない。

　そして舞衣も無言のままだ。

　奇妙な沈黙が宿直室を支配する中、佑はゴクリと喉のどを鳴らした。

（ぼ、僕、どうなっちゃうんだろう）




　宿直室で佑が硬直している間に、愛と真伊の二人は理事長宅に到着していた。

　とにかく近い。家に着いた真ま伊いが目を丸くしたほどだ。

「妹まい原ばら先輩のお婆ばあちゃんのうち、こんなに学校の近くじゃったんじゃあ」

　もっとも経営者が事業用の敷しき地ちを取得する際、その一角に自宅を建てるのはよくある話で、裏を返せば意外性も何もないのだが、何も知らない真伊は素直に驚おどろいていた。

　色々と話すとボロが出そうなこともあって、愛あいは笑って誤ご魔ま化かせとばかりに真伊をリビングへ案内することにした。

「そうやって玄関でつっ立ってないで、上がって」

「お、おじゃまします」

　真伊がぎこちなく頭を下げた。

　豪邸のオーラに圧倒されていたのだ。

　何せ玄関でさえ、今、住んでいる八畳間の管理人室でもほぼ互角。前に住んでいたアパートの四畳半なら確実にこの家の方が広い。そして靴箱は寝台として使えるほど大きく、壁にはいかにも高級そうな絵画が飾られている。

　貧乏がしみついているだけに真伊は怖こわ々ごわと身を縮めるが、リビングに入ると、その表情が一変した。

「わぁ、猫じゃあ」

　敷物の上へ横たわるデブ猫を見つけたのだ。

　表情が明るくなった真伊の姿に、愛はニッコリと笑みを浮かべる。

「なでてあげる？」

「ええん？」

「もちろん」

　二つ返事で愛がうなずくと、真伊は飛びつくようにしてデブ猫をなではじめる。

「うわぁ、この子、可愛かわいいけえ……可愛いけえ」

　世には警戒心の強い猫も少なくないが、マルはなされるがままだ。

　デブだから抵抗をあきらめているというより、こんな性格だから太ったのかもしれない。

　真伊からなでられると、むしろもっとなでて欲しいとばかりに、マルは仰あお向むけになった。そして前足を折り曲げ、後ろ足をのばし、目も閉じる。丸い身体からだも相まって、完全に丸太だ。

　真伊が夢中になってマルをなで続けると、デブ猫を挟はさんで反対側に愛もしゃがみこむ。

（たまにはマルも役に立つじゃない）

　そして真伊と打ち解けるのに役立ったご褒ほう美びとばかりに、デブ猫をなではじめた。

　何もかもが上う手まくいっていることもあって、愛の顔がほころぶ。

（これでもう成功したも同然ね）

　愛のプランは次の通りである。

　午後一〇時になると、仕事の一環として佑ゆうが校内の見回りをすることになっていた。

　そして旧校舎には階段が東西と中央の三ヶ所あるが、東端と西端の階段は「底が抜ける可能性があって危険だから」という作り話をした上で、ロープを張って使用禁止にしてある。

　即すなわち二階へ上がるには必ず中央階段を使わざるを得ない状況を、愛あいが作り出したのだ。

　そして中央階段脇わきの壁には時計台へ上がる隠し扉があり、そこに入ると今度は外へと通じる非常用の出入り口があり、外壁に備えられた固定式の梯はし子ごを使って一階の裏庭へ下りることができる。

　これを利用して校舎に忍びこみ、佑ゆうと舞ま衣いが夜回りで中央階段の踊り場まで来たら、二階から幽ゆう霊れいの格好で驚おどろかせようというわけだ。

　踊り場なら、驚いて階段を踏み外して怪け我がをするといったことは起こらないはずだし、仮に追いかけられる事態になったとしても、踊り場から二階へ上がるより、二階から隠し扉へ逃げこむ方が圧倒的に早いはずだった。

　しかも驚かす相手は佑と舞衣だけで、本当の薄はつ幸こう少女である真伊には迷惑をかけない。そして驚かすからこそ、佑は一日一万円というアルバイト代を納得して受け取ることもできる。舞衣は単に驚くだけになるかもしれないが、勝手について来たのだから、自じ業ごう自じ得とくでしかない。

　愛は自然とわき上がってくる含み笑いを嚙かみ殺す。

（いいことだらけじゃない）

　既すでに時計台の中には幽霊の格好をするためのシーツをはじめ、釣つり竿ざおやコンニャクなどの小道具を持ちこんである。

　準備は万ばん端たんだった。

　あとは祖母をこの部屋に呼んで、二人でしばらく過ごしてもらえばいい。

　愛の祖母は学園の理事長で学校の内外に強い影響力を持ち続けているものの、齢よわいは八〇をすぎ、第一線を引いているので、顔から身元がわかることはまず有り得ない。年ねん齢れい相応に耳が遠く、目も悪いが、補聴器や眼鏡めがねの補助で何とかなるレベルで、足腰はしっかりしている。

　その祖母へ、あらかじめ真ま伊いのことを上う手まく言いくるめてあるのだが、愛は念には念を押しておく。

「あと、うちの祖母だけど、一見、まともなんだけど、ちょっとボケが入ってるから、話してておかしいなって思うことがあるかもしれないけど、気にしないでね。家族でも話が嚙かみ合わないことも多いから」

　神しん妙みように真伊がうなずくと、愛はニッコリ笑う。

「それじゃあ、祖母を呼んで来るわね」

　それから愛は立ち上がると、祖母を待たせてある寝室へと向かう。部屋を出る際、時計を確認すると、短針と長針がほぼ横一直線となっていた。九時一五分を少し過ぎたあたり。

（九時半くらいには時計台の中へ行けそうね）

　愛は足取りも軽くリビングを後にした。




　一方、宿直室では佑ゆうが緊迫した雰ふん囲い気きを漂ただよわせていた。

　気まずくて舞ま衣いの姿を見ることすらできない。一心不乱にプリントと向き合って、ひたすら問題を解いていく。

　奇妙な沈黙がしばし続き、佑は目の前の問題と人生の問題に挟まれて、時間の感覚を失っていく。

（しいちゃんから迫られたら、どうしよう……）

　旧校舎の宿直室。お風ふ呂ろ上がり。高校生の男子と女子が二人きり。しかも女の子の格好は上が自分の中学時代のカッターシャツで、下は生足。そして二人でお勉強。

　これだけ条件がそろうと、佑の脳内も妄想劇場と化す。

　舞衣が佑の隣となりに移動し「ねえ、ゆうくん。この問題、わかる？」と質問し、佑がプリントを見ていると、舞衣が身体からだを密着させてきて、気づけばカッターシャツのボタンが上から三つぐらい外はずれていて、その隙すき間まから白いやわ肌が作る谷間が垣かい間ま見え……

　そんな一連の光景が頭の中を巡っている最さ中なかだった。

「さ、て、と」

　声を弾はずませながら、舞衣が立ち上がる。

（ほら、やっぱり来た）

　思わず佑は座ったまま仰のけ反ぞるが、舞衣は真ま面じ目めな顔で語る。

「ねえ、ゆうくん。そろそろ一〇時になるよ。夜回りの時間だよね？」

「えっ？」

　一いつ瞬しゆん、佑は目が点になったが、すぐに愛あいとの打ち合わせを思いだす。その中には仕事の一環として、午後一〇時に校内の夜回りが含まれていた。

　アパートから持ってきた目覚まし時計を見ると、もう五分ほどで一〇時になる。

「あっ、本当だ。危ないところだった……そろそろ行かなきゃ」

　佑は懐かい中ちゆう電でん灯とうを用意する。

　愛があらかじめ用意してくれていた物で、光源が豆電球の旧式なタイプだ。単一電池を四個も使用し、懐中電灯にしては大きめのサイズ。大きな反射鏡と取っ手のついた胴体部は寸すん詰づまりの深海魚にも似て、不格好だった。

　佑が取っ手に連なる部位に配置された電源スイッチを押して点灯を確かめていると、舞衣はカバンからポーチを取り出した。

「わたしはコレ……さ、行きましょ。ゆうくん」

「う、うん。そうだね」

　もちろん、仕事の一環なので佑も行かないわけにはいかない。そして舞衣を宿直室へ一人で残すわけにもいかないし、舞衣自身も一人で残るつもりはなかった。

　かくして佑ゆうと舞ま衣いは、愛あいの計画通り、二人一緒に宿直室を後にする。




　廊下に出た佑は懐かい中ちゆう電でん灯とうの光を灯した。

　真っ暗な空間の中、豆電球のやわらかな光が丸いスポットとなり、闇やみの中から校舎の一部を浮き上がらせる。

　床板が延えん々えんと奥へ連なっていた。職員室や校長室の窓や戸。格こう子し状の木材はどれも年代を感じさせるかのように角が崩くずれ、丸みを帯びている。

　佑が手首の角度を変える度たび、闇から浮かび上がる光景は目まぐるしく変わった。

　愛から事前に廊下や教室の照明は使えなくなっていることは聞いていたが、あまりにも狭い視界に佑は動揺してしまう。

（こ、これ、闇の中に誰だれか潜ひそんでても、咄とつ嗟さにわからないよ）

　しかも真ま伊いから校舎の二階に幽ゆう霊れいがいることを聞かされていることもあって、想像するだけで佑は身体からだのあちこちで鳥肌が立つ。膝ひざの震ふるえも止まらない。

　そんな怯おびえきった佑とは対照的に舞衣の口からは嘆たん声せいがもれる。

「うわあ……何だかロマンチック」

「そ、そうだよね……冒険か探検してるみたいで楽しいよね」

　男子として他ほかに何が言えただろう。佑は目にちょっぴり涙を浮かべる。

「そ、それじゃあ、行こうか」

「うん」

　舞衣がうなずくと、二人は夜の校舎を歩きだした。

　暗がりの中、佑は恐る恐る進んでいく。

　何せ幽霊や不審者も警戒しないといけないが、舞衣も別の意味で警戒の対象だ。

（しいちゃん、何かしてこないかな……腕を組むとか、手をつなぐぐらいなら、いいけど）

　しかし佑の心配や妄もう想そうを他よ所そに、舞衣は佑に絡からもうとすることなく、少し先を歩く。その足取りは軽い。

「わあ、昔の学校って感じ」

　腰を少し屈かがめて、ガラス越しに室内をのぞきこむ。けれどそれも短い間で、ゆれ動く懐中電灯の光を丸い瞳ひとみが追う。

「すごーい、まるで映画のワンシーンみたい」

　無む邪じや気きな舞衣の姿を前して、急に佑は自分が恥ずかしくなる。

（もしかして、僕の考えすぎだったのかも……）

　夜回りを続けながら、佑は自分の考えを深めていく。

（きっと、しいちゃんは真伊とは違った形で純粋だったんだ）

　一階の廊下の端に到達すると、引き返して中央階段へ向かう。

（だから妹交代の時、つい行きすぎた行動をしちゃったけど、僕と真ま伊いの近くで過ごしているうちに、だんだんしいちゃんも兄妹きようだいのあり方とか、距離感がわかってきたのかもしれない）

　それなのに佑ゆうは舞ま衣いが妹交代の時と同じような形で自分に迫ってくるのではないかと考えてばかりだった。それはこう言い換えることができるかもしれない。

（僕の方こそ、しいちゃんのことを変に意識しすぎてたのかも）

　そんなことを考えているうちに、やがて佑は舞衣と一緒に中央階段へとたどり着いた。

　踊り場の壁面には巨大なステンドグラスがあり、街と月の光が十字架にかけられたイエスを闇の中に浮かび上がらせる。

「きれいだね」

　舞衣の一言に佑も素直にうなずいていた。

「うん」

　宗教の神秘性は慈じ愛あいと畏い怖ふが表裏一体にして紙かみ一ひと重えだ。昼間は恐ろしかったはずのステンドグラスが、確かに舞衣と一緒に見上げると、美しく神こう々ごうしい。

　しかもステンドグラスに照らされた周囲は廊下よりも、少しだけ明るくて、やさしくやわらかな感じもする。

（もしかして二階の幽ゆう霊れいはイエス様がいてくれるから、動けないのかも……この階段の近くにいる限り、幽霊を恐こわがる必要もないのかもしれない）

　そんなことを考えながら佑がステンドグラスに見入っていると、隣となりから佑の目の前へ入りこむ形で、舞衣が一歩、二歩と階段を上がる。

　そしてステンドグラスを背にする形で振り返った。

　佑の目の前からイエスの姿が消え、代わりにツインテールの少女が、ステンドグラスの生みだす光の海を背景に浮かび上がる。

　それから舞衣は佑の瞳ひとみをまっすぐ見つめ、甘い声でささやいた。

「ねえ、ゆうくん。キスして」




　時を少しばかり前後して二階。

　そこには白いシーツを頭からかぶった愛あいの姿があった。

　階段を踏みしめる音が、一歩、二歩と聞こえ、愛はシーツの中で身構える。

（来たわね……）

　一応、時計台の中には釣つり竿ざおとコンニャクなども用意してあるが、今日は初日なので様子見の意味もあって古典的なヒット・アンド・ウェイ戦法だ。つまり驚おどろかすと、即座に退却。

　愛が暗がりの中、半開きにしてある隠し扉の位置を入念に確認していると、階下から女の子の声がした。

「ねえ、ゆうくん。キスして」

　爆弾発言だった。

（えっ、うそー）

　思わず声を発してしまいそうになり、愛あいはシーツの中で必死に口を押さえていた。そして激しく狼ろう狽ばいする。

（ど、どうしよう……ここにいて、いいのかな……ちょっと今日はやめた方がいいかも……でも、今、動いたら物音が……）




　そして階下では爆弾発言で、佑ゆうが完全に硬直していた。

「うっ」

　完全に不意打ちとなった。

　目が大きく見開き、顔は引きつり、息も止まる。そんな佑の顔を見ると、舞ま衣いが楽しそうに喉を鳴らす。

「うふふっ」

　それから舞衣は階段を下りると、物わかりのいい顔になった。

「でも無理なんだよね？　わたしが血のつながった実の妹かもしれないから」

「う、うん」

　ようやく息を継ぐことができて、真っ青だった佑の顔に血の気けが戻る。

（な、なんだ、しいちゃん。僕をからかっただけなんだ）

　しかし今度は二階でひそかに愛の息が止まっていた。

（うそ……そんな……）

　そして二階に愛がいることも知らず、佑と舞衣は一階で語り続ける。

「ねえ、しいちゃん。僕をからかうのはやめてよ。僕、本当に心臓が止まっちゃうかと思ったんだから」

　懸命に訴える佑の姿には必死さが漂ただようが、対照的に静かな笑みを浮かべる舞衣の姿には奇妙な余裕が漂っていた。

「ねえ、ゆうくん。これから三つの質問をするから、答えてくれる？」

「う、うん……答えられる範囲のことなら」

　警戒心から佑は半歩ほど後あと退ずさりしてしまう。

　咄とつ嗟さに思い浮かんだのは、修しゆ羅ら場ばの定番にして、男が最も困ると言われている「あたしと○○のどっちが大切なの？」系の質問だ。もしもこの場で「わたしとまいちゃん、どっちが大切なの？」と迫られたら、もの凄すごく困る。

　けれど舞衣の質問は呆あつ気けないほど簡単で、しかも質問の意図をつかみかねるものだった。

「第一の質問です。ゆうくんはイトコ婚ってどう思う？」

「イトココン？」

　にわかに音から意味を推測できず、佑ゆうが首をひねると、その動きに鏡合わせする形で舞ま衣いも首をひねる。

「イトコ同士での結婚のこと」

「それは別にいいんじゃない。法律でも禁止されてないし、それで実際に結婚してる人だっているんだから」

　すると舞衣は芝居がかった仕し草ぐさで眉まゆをひそめた。

「でもね、世界にはイトコ同士の結婚が、認められている国と、そうでない国があるの。アメリカなんて、州によって法律が違うから、合法と禁止の地域が半々ぐらいなんだよ」

「へーっ、そうだったんだ」

　所しよ詮せんは他ほかの国の話で現実感がなく、佑は生なま返へん事じとなってしまう。

　けれど舞衣の丸い瞳ひとみは奇妙な輝かがやきを放つ。

「ねぇ、これってゆうくんはどう思う？　たとえばアメリカでイトコ婚の禁止されている州にゆうくんが住んでいたとするよ。その時、同じ州の住人がイトコ同士で愛し合い、別の州、もしくは日本みたいにイトコ婚が認められている国へ移住し、結婚したとしたら、その人たちを軽けい蔑べつする？　穢けがらわしいとか、卑いやしいって思う？」

　元々、イトコ婚が悪いと思っていない上、ここでＹＥＳを選択すれば何だか差別主義者みたいな感じがしてしまう。佑の返事も先ほどと違って、実感がこもる。

「そ、そんなことないよ。ちゃんと法律で認められている国や地域もあるんだから、別に悪いことでもないんだし」

「そうなんだ、安心した。ゆうくんが法律や道徳の違いを持ち出して、人を蔑さげすんだり、卑いやしんだりする人じゃなくて」

「あ、当たり前だよ」

　佑が意気ごむと、舞衣はうれしそうにうなずいて次の質問へ移る。

「第二の質問です。ゆうくんはわたしとまいちゃん、どっちが実の妹だと思う？」

「ええっ……それは……」

　難しい問題をぶつけられ、咄とつ嗟さに佑が返答に困ると、舞衣はまるで助け船を出すかのように質問を微妙に言い換える。

「可能性としては半々ってとこだよね。謂いわばゆうくんにとって、わたしもまいちゃんも半分妹みたいな感じ？」

　これには佑も飛びついた。

「そうなんだよ。今の僕にとって、本当、そんな感じなんだよ。真ま伊いもしいちゃんも、僕にとって大切な妹なんだ……でも、僕、どうしても……」

　胸がいっぱいになって佑が言葉につまると、舞衣は物わかりのいい顔でうなずく。

「うん、わかってるよ。お金のこともあるしね。まいちゃんにはゆうくんがお兄ちゃんとしてどうしても必要なんだよね。だけどわたしはお父さんがいるから」

「し、しいちゃん……わかってくれたんだ」

　苦しい経済事情や、複雑な家族関係。妹を守らなければならないといった義務感に一年留年している劣等感。一七歳の高校一年生にはあまりにも過酷すぎる運命だった。そんな重圧に普ふ段だんから苦しんでいただけに、佑ゆうは涙るい腺せんが決けつ壊かいしてしまった。

　膝ひざは折れ、手も床につき、まるで土下座寸前といった格好になったが、本当に土下座してもいいくらい、佑の心は感謝の気持ちでいっぱいだった。

「あ、ありがとう。しいちゃん。本当に、本当にありがとう」

　泣き崩れる格好となった佑を、舞ま衣いはしばらくやさしく見守り続けていたが、やがて佑の息が整うと、最後の質問を切り出した。

「それでは第三の質問。ゆうくんとわたし、そしてまいちゃんの血縁がはっきりした時、わたしとゆうくんが法律でちゃんと結婚できることが明らかになったなら……約束通り、わたしをお嫁さんにしてくれる？」

「もちろんだよ」

　まるで言葉に魂たましいをこめるかのように佑は全力でうなずいた。すると舞衣はすべては成じよう就じゆしたとばかりに涙ぐむ。

「ありがとう、ゆうくん」

「こっちこそ、ありがとうの気持ちでいっぱいだよ。しいちゃん」

　佑が頭を下げると、舞衣はポーチから一冊の本を取り出した。

「ところで、ゆうくん。この本を知ってる？」

「えっ？」

　四番目の質問に佑が怪け訝げんな声をあげると、舞衣はコツンと自らの頭を叩たたく。

「あっ、ごめんね。こんなに暗いと表紙が見えないよね。この本のタイトルは『スウェーデン症候群』っていうの。ゆうくんはこの本を知ってた？」

「い、いや、知らないけど」

　佑が首を横に振ると、舞衣は本の内容をかいつまんで説明しはじめた。

「あのね、運命に導かれるようにして出会った二人が、実は異い母ぼ兄妹きようだいだったって話で……」

　話の途中だが、説明を聞くまでもない気がして佑は顔を引きつらせた。

「な、何だか、僕、展開がわかっちゃった気がするな」

　すると舞衣は小こ悪あく魔まのような目で佑を見つめる。

「そ～お？　じゃあ、どんな展開か当ててみて」

「タイトルがスウェーデンだし、ラストは兄妹二人で心しん中じゆうして、氷河か永久凍土で氷漬けになっちゃうとか、そんな感じなんだよね？」

　心のどこかで、本と同じように心中を強要されるのではないかと警戒感が働いて、佑が後あと退ずさると、舞ま衣いは可愛かわいらしい含み笑いをもらす。

「うふふっ。それが違うんだよ、ゆうくん」

「ほ、本当に？」

　警戒心が薄うすれて佑ゆうが身を乗り出すと、舞衣の瞳ひとみが無む邪じや気きに輝かがやく。

「この本はね、そんなありふれたラストじゃなく、通称、スウェーデン・エンドと呼ばれる画期的なラストを迎えるのっ！」

「すうぇーでん、えんど？」

　眉まゆをひそめたまま佑が首をひねると、舞衣は力いっぱいうなずいた。

「そう、スウェーデン・エンドッ！　運命に導かれる形で出会った二人は異い母ぼ兄妹きようだいだった。それは許さざる恋にして、法律的にも結婚できない……」

　話に間が空いたので、佑は「まあ、そうだよね」と相づちを打とうとする。けれどそれを遮さえぎるかのように舞衣が叫ぶ。

「ニッポンではっ！」

「へっ？」

　鳩はとが豆鉄砲でも食らったかのように佑が目を丸くすると、舞衣は衝しよう撃げきの事実を告げる。

「でもスウェーデンでは半分血のつながった兄妹でも結婚できるのっ！　だから兄と妹はスウェーデンに帰化して結婚してハッピーエンド。これは兄妹ものの革命だよっ！」

「ちょ、ちょっと待ってよ。そ、それって小説の中の架空の設定だよね？　スウェーデンっていう実在の国は本当は兄妹だと結婚できないんだよね？」

　思わず佑が確認すると、目をうるませた舞衣が首を振った。

「ううん。リアルだよ。リアルでスウェーデンは実の兄妹でも片親が違って血のつながりが半分なら結婚を認めているんだよ。日本では禁止されている伯お父じと姪めいや叔お母ばと甥おいといった三親等での結婚も当然ＯＫ」

「えーっ!?」

　驚おどろきの声をあげる佑の前で、舞衣は大げさに眉をひそめ、哀かなしそうな雰ふん囲い気きを演出する。

「マンガやアニメだと、わたしたちみたいに愛し合った二人が、実はお父さんかお母さんが同じだったことが判明すると、それは二人の関係を清算する別れの前兆だったよね？　そして決まって悲恋エンドだったよね？」

「え、いや、でも、その……」

　うろたえる佑とは対照的に舞衣には迷いはなかった。一歩前へ踏み出す形で、力強く床を踏みつける。

「けれどそれはフィクションだから、別れるしかなかったのっ！　リアルなら、わたしたちなら、スウェーデンへ行けばいいだけの話だったのっ！　そう、異父兄妹という関係に悩んで日本を捨てイギリスへ行ったあのマンガも、異母兄妹だとわかったから、他の恋人を選んでしまったあの小説も、みんな、みんな、スウェーデンに行けば良かっただけなんだよっ！」

「えーっ!?」

　舞ま衣いの迫力に気け圧おされる形で、佑ゆうはその場に尻しりもちをつく。

　薄うす闇やみの中、ステンドグラスを背にした舞衣を佑が見上げる格好となった。

　十字架にかけられたイエスの姿から、やわらかな光がもれ、大きめの白いカッターシャツの中に舞衣の肢し体たいがシルエットとして浮かび上がる。

　そして床に転がった懐かい中ちゆう電でん灯とうからこぼれる光で、うっすらと舞衣の顔が照らしだされた。

　丸い宝石のような瞳ひとみ、雪のような白い肌、リンゴを思わせる赤いリボンで結ばれたツインテール。まるで白雪姫の化け身しんだ。

　舞衣の真剣な眼まな差ざしは佑の姿だけを捉とらえて離さない。

　凜りんとした美しさがあった。

　それから白雪姫のような美少女は佑を見据えたまま、高らかに宣言する。

「日本の二次元は敗北しましたっ！」

「えーっ!?」

「マンガもアニメも、もう『実は生き別れの妹だった』を別れる理由に使えないっ！」

「えーっ!?」

「妹、大勝利！」

「えーっ!?」

　佑が目を白黒させていると、舞衣はひざまずく形で目線の高さを同じにする。

「ゆうくん、わたしたちスウェーデンに行けば結婚できるんだよ」

「えっ、えっ!?」

「第二の質問を思い出して。ゆうくんもわたしのことを半分妹だって認めてくれたでしょ？」

「えっ、いや、でも……」

　咄とつ嗟さに佑も何かおかしいとは思ったが、舞衣は佑に考える隙すきを与えない。

「お願いっ、ゆうくん。差別や偏見を捨ててっ！」

「えっ、ええっ!?」

　差別や偏見に心当たりがなく、佑は目を白黒させるが、舞衣は再び眉まゆをひそめ、哀かなしげな表情を作る。

「ゆうくん、第一の質問を思い出して。この世界ではイトコ同士の結婚を認めている国と、認めていない国があるって話したよね。そして、ゆうくんも言ってくれたよね？　ちゃんと法律で認められている国もあるんだから、別に悪いことじゃないって……そして法律の違う国や地域に行って、イトコ同士で結婚したとしても、蔑さげすんだり、卑いやしんだりしないって」

「あっ！」

　ようやく三つの質問の意図が見え、佑は戦せん慄りつを覚える。

（しまったっ！　もしかして、僕、はめられた!?）

　まるで詰め将棋で逃げ惑う玉ぎよく将しようにでもなったかのような錯さつ覚かくを佑ゆうは覚えてしまうが、本当に詰め将棋のように舞ま衣いは逃げ場をふさぐ形で話を進める。

「イトコ婚も、兄妹きようだい婚も、一緒だよね。だって禁止の国もあるけど、合法の国もあるんだから……それとも、まさか、ゆうくんは兄妹で結婚して夫婦になったスウェーデンの人たちを、日本では禁止されてるからって、蔑さげすんだり、卑いやしいと思ったりするの？」

　昔、非国民。今、差別主義者。こうしたレッテルを貼はられると何かと生きにくいのが日本の風土というものだ。

「そ、そんなことはないよ」

　他ほかに何が言えるだろう。佑が顔を引きつらせると、舞衣の顔はほころぶ。

「それならスウェーデン・エンド決定だよね。だってゆうくん三つ目の質問で答えてくれたでしょ？　法律でちゃんと結婚できることが明らかになったら、お嫁さんにしてくれるって」

「そ、それはそうだけど……それはそうだけどさぁ」

　平凡な佑にとって最大のアイデンティティーは「お兄ちゃん」だった。それなのに血のつながった実の妹と結婚なんて事態になれば、アイデンティティーの崩ほう壊かいにも等しい。

　けれどそんな佑の苦悩とは対照的に舞衣の声はうれしさを抑えきれないといった調子で弾はずんでいた。

「わたしたちの愛を法律でちゃんと認めてくれる国があるんだもん。もう、スウェーデン・エンドだよ」

「ねえ、しいちゃん。さっきからしいちゃんがスウェーデン・エンドって連呼するから、僕の中でスウェーデンの印象や好感度がダダ下がりなんだけど？　何だかスウェーデンがこの世の終わりの地みたいに聞こえるよ？」

　やさぐれた佑が投げやりな口調になると、舞衣は恥ずかしそうに肩をすくめた。

「そ、そうだよね。むしろわたしたちの愛はスウェーデンからはじまるんだよね。そう、すうぇーでん・びっぐばんっ！」

　瞬しゆん間かん、佑の心が折れた。両手どころか、肘ひじまでもが床をつき、その目からはハラハラと大粒の涙がこぼれ落ちる。

「ど、どうしたの、ゆうくん。そんなに身体からだを震ふるわせて」

「あ、あのね、しいちゃん。聞いてくれる？」

「う、うん」

「ぼ、僕ね。しいちゃんがはじまるんだよねって言った時、せいぜいスタートかビギニングぐらいしか思いつかなかったよ。そ、それなのにビッグバンだなんて……」

　そこから先は嗚お咽えつまじりになって、言葉にならなかった。

　ビギニングとビッグバン、同じＢではじまるにしても、スケールの違いは圧倒的だ。

（もう、ダメだ……僕なんかじゃ、しいちゃんにかなわない）

　完全に打ちひしがれた佑ゆうを、舞ま衣いが励ます。

「ゆうくん、貧乏なんかに負けないで」

「違うからっ！　発想力や人間のスケールは圧倒的に負けてるけど、貧乏は関係ないよっ！」

　顔を真っ赤にした佑が憤ふん然ぜんと立ち上がると、舞衣は口元に手をあてて可愛かわいらしく笑う。

「良かったぁ、ゆうくんが元気になって」

「ねえ、しいちゃん。僕の話を聞いてる？」

　しかし佑の嘆き声も虚むなしく、舞衣はご機き嫌げんな表情のまま立ち上がると、ぴょんっと跳ねるようにして階段を上がった。

　そしてステンドグラスを背にした白雪姫のような美少女は兄かもしれない少年に甘えた声で再びおねだりをする。

「ねえ、ゆうくん。キスして」

「いっ、いい」

　顔を引きつらせた佑が半歩ほど後あと退ずさるが、舞衣は微動だにしなかった。丸い宝石のような瞳ひとみは佑の目を見つめて離さない。

「わたし、待つよ。ゆうくんがまいちゃんの面倒を見終わるまで、五年でも一〇年でも待つ。だから、証あかしが欲しいの」

「うぐっ」

　瞬しゆん間かん、佑の息が止まった。

（ぼ、僕はどうすればいいんだっ!?）

　まるで走そう馬ま灯とうのように思い出や心象風景が脳裏に次々と浮かんでは消えていく。

　公園の砂場、テディベア、人殺しの子といじめられていた少女、そして遠い日の約束。それからスカンディナヴィア半島、そして青地に金色（黄色）の十字のスウェーデンの国旗。

　そんな佑の心の動揺を見透かしたかのように、舞衣は静かに目を閉じる。

「ゆうくん、お願い」

　それから舞衣は両手をクリスチャン式に組むと、くちづけをねだるかのように口先をそっと佑へ向けた。

　息が止まったまま、佑は葛かつ藤とうに悶もだえる。

　結論なんて簡単に出せなかった。

　その迷いの時が、舞衣の瞳ひとみに一粒の涙を生みだす。

（し、しいちゃん……）

　ここで佑がキスを拒めば舞衣は女の子として立場がない。こうなると男として覚悟を決めるしかなかった。

　暗がりの中、佑の手が震ふるえながら、舞衣の細い肩をつかむ。

（ごめんね、真ま伊い。僕、お兄ちゃんをやめて、スウェーデン人になるしかないんだ）

　真伊に謝あやまりながら、佑ゆうは顔をよせる。

　くちびるとくちびるの間が、三〇センチ、二〇センチ、一五センチと近づいていく。

　真伊のことを思い浮かべたせいか、佑の頭の中に妹の声が響ひびく。

『お兄ちゃん、しっかりして』

（ごめん、真伊。でも僕、しいちゃんと約束してたし、まさかスウェーデンみたいな国があるなんて思わなかったから……）

　くちびるの間が一〇センチを切った。

『お兄ちゃんは、しいちゃんに流されちゃダメって自分でもゆいよったじゃろ？』

　それは真伊だったら、この場面でこういうだろうといったセリフで、実質的に自分の言葉に等しかったが、その自分の言葉に佑はヒントを得た。

（あれっ？　そう言えば、しいちゃんの話って、いつも根本部分がダイナミックに間違ってたりするよね）

　そう、妹交代の時だって、舞ま衣いの話は砂さ上じようの楼ろう閣かくだった。

　その間にも、くちびるの間は五センチを切る。

　四センチ、三センチ、二センチ。

　そして佑は舞衣のロジックに重大な破は綻たんがあるのに気づく。
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（ハッ！　そうだ、しいちゃんの言う、半分妹って確率と血縁がごっちゃになってる）

　既すでにくちびるの距離は一センチを切り、ミリ単位だった。ほぼ回避は不可能。

　しかし佑ゆうはその場でえび反った。

（僕はお兄ちゃんだからっ！）

　そして寸前のところで回避に成功。

「ぐはっ！」

　思わず佑が大きく息をすると、舞ま衣いは目に涙をためて崩くずれ落ちる。まるで少女マンガのヒロインのようだ。

「ひ、ひどいよ。ゆうくん」

「しいちゃん、根本的なところが間違ってるから。僕ら、血がつながってたら、スウェーデンに行っても結婚できないんだよ」

「でもゆうくんだって認めてくれたでしょ？　わたしとまいちゃん、半分妹だって……」

「だからそれはしいちゃんか真ま伊いのどちらかが血のつながった妹だっていう確率の半分。そしてスウェーデンは、父親か母親のどちらかが違えば兄妹きようだいでも結婚できる、つまり血のつながりが半分……ね、違うでしょ？」

　理詰めで散さん々ざん攻められ続けたこともあって、ここぞとばかりに佑は理詰めで舞衣を追及するが、当の本人は首を傾かしげるばかりだ。

「う～ん、何かおかしい気がする……ゆうくん、話をどこかですり替えたりしてない？」

「何で急にしいちゃんは理屈っぽい話に弱くなっちゃうの？　さっきまで僕に理詰めでぐいぐい迫ってたじゃないっ！」

「だって、おかしいとしか思えないんだもん……わたしとまいちゃんが半分妹でしょ……アッ、もしかして……」

　話の途中で舞衣は自分の言葉をヒントに何かをつかんだらしかった。表情が抜け落ち、茫ぼう然ぜん自じ失しつといった顔になる。

（ようやく、しいちゃんもわかってくれたんだ）

　そんなことを佑が思ったのとほぼ同時だった。舞衣の瞳ひとみが哀かなしそうにうるむ。

「ゆうくん、まいちゃんともスウェーデンで結婚できるから迷ってるってこと？　わたしとまいちゃん、天てん秤ぴんにかけてるってことなんでしょ」

「違うから。二人の妹を結婚相手として天てん秤びんにかけるって、どんなお兄ちゃんだよっ！」

　佑は全力で否定すると、一歩も引かない覚悟で説明をはじめた。

　そして五分後。

「……っていうわけなんだよ。理解してくれた？」

　やつれきった顔で佑が説明を終えると、不ふ承しよう不ぶ承しようといった顔で舞衣もうなずいた。

「うん。わたしとまいちゃん。どっちがゆうくんと血がつながってるにせよ、両親が一緒だったら、スウェーデンでも結婚できないんだよね」

「うん、そう」

「だけど、お父さんかお母さんのどちらかが違ってたらスウェーデンで結婚できて、両方が違ってたら日本でも結婚できるってことだよね？」

「そう、そういうことなんだよ」

　やつれた佑ゆうの顔にようやく生気が戻るが、それも一いつ瞬しゆんだった。

　舞ま衣いが目を輝かがやかせたのだ。

「これなら、何とかなりそうだよね」

　舞衣のテンションが上がると、逆に佑のテンションは下がる。反射的に怪け訝げんな声が出た。

「えっ？」

「だって組み合わせは四つ。両親が別、両親が一緒、父親のみ一緒、母親のみ一緒。この中で結婚できないのは両親が一緒の時だけでしょ。つまり確率的には四分の三、七五パーセントの確率でわたしたち日本かスウェーデンで結婚できるってことになるよね」

「う、う～ん……それはそうかもしれないけど」

　実際問題として、父親か母親のどちらかだけが違う可能性は低いはずだった。少なくとも佑はそう考えたが、舞衣の考えは違った。

「わたしね、今までずっと不思議に思ってたことがあるんだ。お母さんはどうしてお兄ちゃんだけを連れて家を出て行ったんだろう。どうしてわたしを置いて行ったんだろうって……でもわたしがお父さんの子で、お兄ちゃんがお父さんの子じゃなかったら説明つくよね。つまり異父兄妹きようだい」

「いいっ!?」

　何だか本当にありそうな話で佑の顔が引きつった。

（僕、これ以上、出生の秘密があったら、耐えきれないよ）

　一方、舞衣は夢見るように熱く語りだす。

「おかしいよね？　だって普通なら二人とも連れて行くか、二人とも置いて行くかのどちらかじゃない？　それをわざわざ一人だけ置いて行ったんだから」

「で、でも、僕はしいちゃんのお父さんとそっくりなんだよ？　それが僕らが実の兄妹かもしれないっていう理由の一つだし、それに経済的な理由で二人は無理だから一人だけでもってな理由かもしれないよ」

「あっ、そっかぁ……でも何かあっても、おかしくないよね？　うん、何かありそうだし、今度、お父さんに相談してみよっと」

「ねえ、しいちゃん。先に言っとくけど、血縁や実の兄妹って相談して変更できるもんじゃないからね。お父さんを困らせちゃ、ダメだよ？」

「いいから、いいから」

　舞ま衣いは声を弾はずませると、足取りも軽やかに階段を二歩、三歩と上る。そんな上じよう機き嫌げんな舞衣の姿を前にして、佑ゆうは頭を抱えこむ。

（ああ、どうしよう……とりあえず今日はピンチを切り抜けたけど、何かあったら、僕、スウェーデン人にされちゃうよ）

　単純にスウェーデン人になるだけならともかく、今の佑にとって「スウェーデン人＝半分血のつながった妹との結婚」だ。アイデンティティーの崩ほう壊かいに等しい。

　苦悩する佑の頭上で、脳天気な声が響ひびく。

「ねえ、ゆうくん。早く二階へ行こうよ。夜回りを続けなきゃ」

「う、うん」

　夜回りは仕事の一つだ。謂いわば果たさなければならない義務。精神的ダメージは大きいが、佑は舞衣を追って階段を上がろうと、懐かい中ちゆう電でん灯とうを拾う。すると床にポーチと本が落ちているのに気づく。

（あれ、しいちゃん。本とポーチを忘れてる）

　佑がポーチと一緒に本も回収している間も、舞衣は階段を上がっていく。

「ゆうくん、早くしないと置いて行っちゃうよ」

「あっ、うん。ごめん、今、行くから」

　既すでに舞衣は階段を半分くらいまで上がっていて、二人の間には少しばかり距離が生まれていた。おかげで佑は階段下から、舞衣の後ろ姿を見上げる格好となる。

　白いシャツの裾すそがちらちらとめくれ、目のやり場に困った佑はうつむいてしまった。

（あ～ぁ、しいちゃん、女の子なのにはしたないんだから）

　そんな感想を抱いたところで、ふと佑は自分の中で舞衣への保護者意識が働いているのに気づく。前回の妹交代で一緒にお風ふ呂ろに入った時は、背中に目が釘くぎづけになってしまったというのに。

（ぼ、僕、最近、変だぞ。真ま伊いを女の子として意識したり、しいちゃんを妹みたいに思ったり……って、それは正しいのか。あれっ？　でも、真伊は？）

　頭が混乱するが、それを整理する暇を与えてもらえなかった。

「ゆうくん。早く、早く。置いて行っちゃうよ」

「あっ、うん。ごめん」

　舞衣に急せかされて佑はあわてて階段を駆け上がる。

　そして踊り場に達したところで、二人の距離は数メートルほどになった。

（ほぼ追いついたかな）

　そんなことを佑が思っていると、突如、夜の校舎に悲鳴があがった。

「キャアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアッ！」

「どうしたのっ!?　しいちゃん」

　瞬しゆん間かん、佑ゆうは前に出ようとするが、舞ま衣いが飛びついてきて、衝しよう突とつする形になった。

「ゆ、ゆうくん。で、出た。出たの。二階に幽ゆう霊れいがっ！」

「ええっ!?」

　舞衣が指さす先を目で追う形で、佑も二階へと視線を走らせる。すると一瞬、白いものが見えたような気がした。

（えっ？　あれっ？）

　一瞬、頭の中で様々な情報や光景が交こう錯さくし佑は激しく混乱する。

　二階の幽霊。真ま伊いの真剣な眼まな差ざし。それから妹の声が断片的に脳内で再生されていく。

『あの子、ずっと壁ばっかり見ようる』『──こっちをみた──』

　けれど何かがおかしかった。

　霊感のある真伊、霊感のない自分や舞衣。

　しかも足音らしき物音が、かすかに聞こえたような気がしたのだ。

　けれど確証は持てなかった。舞衣が半なかばパニックになって、音がよく聞こえなかったのだ。

「ゆうくんっ！　ゆうくんっ！　ゆうくんっ！　ゆうくんっ！　ゆうくんっ！」

「僕が見てくる。僕が何とかするから、しいちゃんはここで待ってて」

　舞衣の中では今でも佑はヒーローで有り続けているのかもしれない。僕が何とかするから、の一言で舞衣は多少の落ち着きを取り戻す。

「う、うん。気をつけてね、ゆうくん」

　それから佑は舞衣を踊り場に残し、一気に階段を駆け上がった。

　右へ左へ懐中電灯の光を向けるが、木造校舎の廊下に人影は見えない。

（どうしよう……）

　一瞬、教室を一つ一つ調べることも考えたが、相手が幽霊ならどうしようもないし、人なら襲おそわれる危険性もあった。

「ゆうくん、恐こわいよ」

　心細そうな声がして、佑は上から踊り場を見下ろす。

　そこには白いカッターシャツを着ただけの舞衣の姿があった。

（あんな格好のしいちゃんを置いて行くことも、連れて行くこともできないや）

　佑は用心深く左右を懐かい中ちゆう電でん灯とうで照らすと、一気に踊り場まで駆け下りる。

「しいちゃん、とりあえず宿直室まで戻ろう」

「う、うん」

　それから佑は舞衣の肩を抱きかかえるようにして階段を下りていった。




　階段とは壁一枚を挟んだだけの、時計台の機関部へ続く隠し扉の中では、胸に手をあてた妹まい原ばら愛あいが息を必死で殺しながら、聞き耳を立てていた。

　階段を下りる二人の足音はやがて廊下を歩く音に変わり、時折、聞こえる二人の声もちいさくなる。やがて宿直室の戸が音を立てる段階になって、ようやく愛あいは安あん堵どの息をこぼした。

（び、びっくりしたあ……まさか、あのふたりが……）

　衝しよう撃げき的な話だった。もしもこの話を学校かどこかで聞かされたなら、簡単には信じることなんてできなかっただろう。

　愛はその場に白いシーツを脱ぎ捨てると、なるべく音を立てないよう細心の注意を払いながら、扉にカギをかけた。そして忍び足で非常口へ向かう。

（膝ひざが笑ってる？）

　歩きだすと自分でも足が震ふるえているのがわかった。それでも愛は非常口を開けると、身を乗り出す。そこには外壁に備えられた固定式の梯はし子ごがあった。

　壁に張りつく形で、非常口にもカギをかけると、愛は梯子を下りはじめる。

（相あい葉ばくんと志し井いさんが兄妹きようだいかもしれないなんて）

　詳しい事情は不明だが、父親か母親のどちらかが違うかもしれないといった話も聞こえたので、かなり複雑な事態なことは確かだろう。

　梯子を下りきった愛は裏口へ向かう。

（つまり相葉くんは妹と彼女を連れて来たんじゃなくて、実質的に二人の妹を連れて来たってこと？）

　旧校舎から祖母宅は近い。愛は祖母宅のリビングへ直行すると、挨あい拶さつもほどほどに真ま伊いの手を引いて旧校舎へ引き返す。

　ほとんど心あらずといったところで、祖母と真伊へ何と言ったかもよく覚えていなかった。

　暗い夜道を、愛は真伊の手を握って小走りで駆けていく。今度はわざと遠回りする形で、正門へ向かう。

（でもそれなら有りだよね。むしろ家庭の事情からすると、当然って言うか）

　同時に愛は自分の気持ちに戸惑いはじめていた。

（どうして、あたし、安心してるんだろう……相葉くんが泊まりのバイトで彼女を連れこむような軽い男子じゃなかったから？　でも元々、相葉くんと志井さんがつきあってても、あたしには関係ないはずでしょ）

　そんなことを考えているうちに愛は旧校舎の宿直室に着いてしまった。

　すると佑と舞ま衣い、特に舞衣が「二階に幽ゆう霊れいが出た」と騒さわぎだす。

　まるで映画かテレビでも観みているかのような一シーンだった。どこか、現実離れして、自分の五感とつながっていないような感覚。自分の目で見て、自分の耳で聞き、そして自分の言葉のはずなのに、どこか遠い絵空事のようだった。

「そうなんだ。やっぱり出たんだね。ここ、心霊スポットで有名なところだし。妹さんは無事に届けたし、あたしも用があるから、それじゃあ、あとはよろしくね」

　そして一いち目もく散さんに愛あいは走りだした。

　旧校舎の廊下を、夜の校庭を、そして外灯が連つらなる歩道を、愛は全力で駆けていく。胸の奥からわき上がる熱い感情が身体からだをつき動かすのだ。

　ときめき、動揺、じっとなんかしていられなかった。

　それから焦あせりにも似た戸惑い。舞ま衣いの顔を思い出したのだ。

（でも、あの子、自分が妹かもしれないって知ってて……えっえーっ!?　しかもスウェーデンって……）

　頭を抱えたまま愛はひた走る。

（ちょっと理解できないんだけどっ!?　だ、誰だれか説明してよ。あれって、何だったの？　何が起きてたの……えっえーっ!?）

　混乱と困惑、そして混こん沌とんの夜が更ふけていく。













　　　第五章　お兄ちゃん、うちじゃったらどうなんかねぇ？







　一夜明けて、五連休の初日。

　アパートの前には真ま伊いと舞衣の姿があった。二人とも制服姿で、それぞれジャージや着替えの入ったカバンを手にしている。

　昨日の一件を受けて、佑ゆうが真伊と舞衣にアパートへ帰るよう主張し、二人もそれを受け入れたのだ。

　少しだけ舞衣が先行する形でアパートの玄関前に立つ。そしてカギを取り出そうとポケットに手を入れた。

　そんな舞衣の後ろ姿を、ぼんやりと真伊は見ていたが、まるで後ろ髪を引かれるかのように振り返る。

　向かいの家、交通標識、それから民家の屋根の上に顔を出すビルの形。

　黒くろ瑠る璃り細工のような瞳ひとみに見慣れた景色が映るが、その目はどこか虚うつろだった。それは目に映るより、はるか遠く先を見ていたからかもしれない。

　真ま伊いの思いが口からこぼれる。

「お兄ちゃん……」

　それは空気音にも似た、ちいさな声で、隣となりにいても聞き取れないほどだったが、まるでその声に反応したかのようにタイミングよく舞ま衣いが振り返った。

　その顔にはおだやかな微笑ほほえみが浮かんでいたが、感情がこもっていなくて、奇妙な迫力が漂ただよっている。

「ゆうくんのこと、気になるんだ」

「う、うん」

　怖こわ々ごわといった調子で真伊がうなずく。その膝ひざはかすかに震ふるえていた。

　遠い昔、同じ施設にいた時は対等な友だちだったはずの二人も、今では力関係や立場に残酷なまでの格差が生じていた。

　アパートのオーナーとして、舞衣は相あい葉ば兄妹きようだいの生せい殺さつ与よ奪だつを握っているにも等しい。

　それでいて二人の間には相葉佑ゆうという、互いに譲ゆずれない存在があった。

　昨夜は佑の手前もあって、仲良く過ごせたが、真伊にとって舞衣との関係は薄はく氷ひようを踏むような危ういものでしかない。

　そして圧倒的に強い立場にある舞衣が静かに口を開く。

「あのね、まいちゃん……昔、施設でわたしがいじめられてばかりだった頃ころ、まいちゃんはわたしの友だちでいてくれたよね？」

　舞衣の迫力に気け圧おされる形で真伊がうなずいた。

「うん」

「だから、わたし、まいちゃんに教えておきたいことがあるの」

「な、何かねぇ？」

　上うわ目めづかいに真伊が尋ねると、棒ぼう立だちのまま舞衣は語りだす。

「あのね、まいちゃん。わたし、ゆうくんのことが好き。ゆうくんだけはまいちゃんにも譲れない。だから、この情報だけは教えたくなかった。だけど、だけど……まいちゃんは、わたしが一番、苦しい時に友だちでいてくれたから……だから、だから、教えるんだよ？」

　友情と愛情の葛かつ藤とうの大きさを物語るように舞衣が涙ぐむと、真伊も涙ぐんでしまう。

「う、うん」

　そして舞衣は意を決して告げる。

「あのね、スウェーデンは血のつながりが半分なら兄妹でも結婚できるの」

　タイミングよく、舞衣と真伊の間に一陣の風が吹いた。

　これがマンガの一コマなら、きっと背景には「ぴゅーっ」という手書き文字と一緒に葉っぱがくるりと舞う絵が描かれていたことだろう。

　いつしか二人はカバンを足元に置き、真正面から対たい峙じする形となっていたが、やがて真伊がモジモジしはじめた。視線を左右にさまよわせ、所在ないといった調子で両の手をこすり合わせ、それから最後に勇気を振り絞るかのように口を開く。

「う、うち、バカじゃけえ、ようわからんけど……それは姉あね川かわさんと氷ひ室むろさんが、すえーでん人になったら、結婚できるゆうことかねえ？　う、うちらにはあんまり関係ないような気がするんじゃけど……」

　それは真っ当な正論のはずだったが、自信満々に舞ま衣いは首を横に振った。

「ううん。わたしたちに大きく関係することだよ。だって、わたしとまいちゃん、二人ともゆうくんと半分ずつ血がつながってる可能性があるでしょ？　そうしたら、わたしたち……」

　舞衣が涙で言葉を詰まらせると、真ま伊いは恐る恐るといった調子で尋ねる。

「しいちゃんのお父さんが何かゆうたぁん？」

「ううん、違う。自分で可能性に気づいたの」

　真ま顔がおのまま舞衣が言い切ると、真伊の顔は少しばかり硬直する。

「ほ、ほうなんじゃ……」

「あのね、わたしとまいちゃん、どちらが血がつながってるにしても、両親が同じなら妹、両親が違えばお嫁さんって形で争わなくてすむよね？　だけど、だけど、もしも両方が半分ずつ血がつながってたら、どっちか一人だけスウェーデンでゆうくんと結婚できるのっ！　まいちゃんだって、半分血がつながってるなら、妹よりお嫁さんの方がいいでしょっ!?」

　舞衣は想像上の条件を語るうちに感情が高ぶってしまい、最後は詰きつ問もん調になっていた。おかげで気の弱い真伊は何も言えなくなってしまう。

　かくして再び二人は無言のまま対たい峙じする格好となったが、またしても真伊はモジモジしはじめる。うつむき加減に視線は右へ左へとゆれ、言いにくそうに口を開く。

「う、うち、半分でも血がつながっとったら、結婚するのはあんまりようない思うんじゃけど……妹でも十分、しあわせじゃあ思うし……あ、赤ちゃんにも悪い思うんじゃけど」

　さすがに最後の一言は真伊も耳が真っ赤になって、その声も消え入りそうだったが、舞衣にとっては前半だけでも十分だったらしい。生気を失っていた顔が一変する。丸い瞳ひとみは感激にうるみ、くちびるはワナワナと震ふるえる。

「も、もしも二人ともゆうくんと半分ずつ血がつながってたら、わたしがお嫁さんで、まいちゃんは妹のままでいいの？」

「う、うん……」

　一度は真伊も気け圧おされる形でうなずいてしまうが、それでも遠慮がちに言い足す。

「お、お兄ちゃんの気持ちが一番じゃあ思うけど」

　昨夜、舞衣は高らかに妹の大勝利を宣言したが、いくら外国で合法だからといって、すべての人間が片親違いの兄妹きようだい婚を割り切れるはずがない。

　そして真伊は兄の性格や考え方をよくわかっているからこそ、条件をつけたしたのだが、生憎あいにくと舞ま衣いの方は既すでに佑ゆうから了解を取りつけたつもりだった。

「ありがとう、まいちゃん。これでわたしたちは永遠に友だちだよ……ううん、ゆうくんを通じて姉妹になるの」

「う、う～ん。うち、バカじゃけ、ようわからんのじゃけど……」

　オドオドと真ま伊いがうつむくと、舞衣は一方的に自分理論を語りだす。

「だって、わたしたちが唯一、争うことになる条件って、両方が片親が一緒だった場合だけだったのに、それはわたしがお嫁さんで、まいちゃんは妹だから、もう争わなくていいの」

「ほ、ほうなんかねぇ」

　真伊はぎこちなく首を傾げるが、満面の笑みを浮かべた舞衣が自信満々に断言する。

「うん、そうなの……それより、こんなところにいつまでもつっ立ってないで、早く部屋に戻りましょ。昨日、あんまり眠れなかったでしょ？　少し休んだ方がいいから」

　それから舞衣はハミングしながらアパートのドアを開けると、スキップせんばかりの勢いで中へ入っていく。

　取り残される形となった真伊は深いため息を吐くと、ちいさくつぶやく。

「ほいでも、うちと血がつながってのうて、しいちゃんが片親だけ一緒じゃった場合はどうなるんじゃろ」

　一いつ瞬しゆん、かぐや姫のような少女は真ま顔がおで考えこむが、本当に一瞬だった。考えても仕方ないと肩を落とす。

「しいちゃんは血がつながってなかったら、お嫁さんにしてもらえるんじゃろうけど……うちは……」

　それから真伊は再び振り返ると、佑がいるであろう方向を見て吐息をこぼす。

「お兄ちゃん、うちじゃったらどうなんかねぇ？」

　鈴のような声が、五月の風にとけていく。
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　一方、その佑はというと、校舎の壁に張りついていた。

　旧校舎の裏側、時計台の真下にある非常口へと続く鉄製の梯はし子ごを上っていたのである。

「やっぱりカギがかかってる」

　非常口が開かないことを確認すると、佑は慎重に梯子を下りはじめた。

　真伊と舞衣を帰らせたこともあって、佑は校内を見て回っていたのだ。

　もちろん、東の一番奥の教室、即すなわち廊下の奥の幽ゆう霊れいがすぐ近くにいる教室も調べてある。

　恐こわくなかったと言えば噓うそになるが、仕事としての義務感があったし、妹たちを守ろうとする防衛本能も働いた。けれど何より大きかったのは、仕事を紹介してくれた愛に対して功績を挙げて報いたいという気持ちだった。

　だから佑も頑張ったのだが、特に異常は見あたらない。

　梯はし子ごから下りると、時計台を見上げながらため息を吐く。

（こうなると不審者の可能性は低いかも……）

　昨夜、舞ま衣いと一緒に見た二階の白い影は何なのか。二つの可能性がある。

　一つは幽ゆう霊れいだ。

　実際に幽霊がいることは真ま伊いによってわかっている。

　ただしその幽霊は壁を見ているだけで動かないらしいし、夜中に舞衣が寝入った後、真伊と少し話ができたのだが、幽霊が動いている気配はないそうだった。

　しかも幽霊とするなら、気になる点がある。

（しいちゃんはハッキリ見たって言ってたし、僕も一いつ瞬しゆんだけど見えたような気がする……）

　そう、霊感のない佑ゆうと舞衣が幽霊を見たこと自体がおかしいのだ。

（昨日、真伊と一緒に行った時も、さっき一人で校内を調べた時も見えなかったのに、しいちゃんと一緒に行った時だけ見えて、しかも中央階段に移動してたってあるのかな）

　こうなると再び浮かび上がってくるのが、最初に否定されたはずの可能性。不審者、即すなわち生きた人間だ。

　どんな人間が何の目的でいたのかは不明だが、相手が生なま身みの人間だった場合、幽霊よりも質たちが悪い。真伊や舞衣を見かけた誰だれかが猥わい褻せつ目的で忍びこんだ可能性もある。

　だから佑も昨夜は宿直室で一睡もせずに警戒を続け、明るくなってから二人をアパートに帰らせたのだが、校内を調べた限りは不審者が潜ひそんでいる気配や形跡は見あたらない。

（宿直室に戻ったばかりの時、僕もしいちゃんも興奮してたから、あの時、逃げられてたら、気づかなかった可能性もあるけど……仮に相手が人間なら、そう手て際ぎわよく逃げられるかな）

　かくして堂々巡りの形で、またもや幽ゆう霊れいの可能性が浮上してくる。

　二階の幽霊は基本的に動かないらしいが、昨日の夕方、真ま伊いと一緒に見に行った時に振り返ってこっちを見たのも確かなのだ。

　法則性や規則性があればいいのだが、幽霊にはそれがない。

　もしかすると、佑ゆうと舞ま衣いが二階へ上がろうとした時だけ、中央階段のところまでやって来ていたのかもしれないし、普ふ段だんは見えないのに夜だけは見えるかもしれない。わからないのだ。

　ひょっとすると今現在、佑の後ろに立っている可能性すらある。

　そんな考えが頭をかすめ、思わず佑は振り返ってしまう。

　手入れの行き届いた芝と、きれいに刈り込まれた庭木の奥に風雨にさらされた黒ずんだ古い塀へいが連つらなっていた。近くから鳥の鳴き声と、遠く車の音が聞こえる。

　他ほかに見えるものも、聞こえるものもない。

　佑の口から、疲労感いっぱいの吐息がこぼれる。

（気にしても無駄だよね。確実に見えるわけじゃないんだから……せめて真伊だけでも残せれば良かったんだけど）

　わからないから、不安がどこまでも拡大するのであり、わかりさえすれば不安は最小限にとどめることができる。昨日、真伊が一階の廊下を歩く時、のんびりしていたのが好例だろう。

　一いつ瞬しゆん、真伊の力に頼りたくなるが、その考えを振り払うかのように佑は頭を左右に振った。

（いや、ダメだ。もしもの時は危険だし、真伊だけを残すとしいちゃんのトラウマにスイッチが入っちゃう……何とかバイト終了日まで耐えなきゃ。それが僕の仕事なんだから）

　自分に言い聞かすと、佑は校舎を迂う回かいする形で西端の扉から宿直室へ戻る。中央の玄関ではなく、ここを使うのは単純に宿直室から近いのもあったが、いざという時に素早く脱出できるからだ。

　そして宿直室に入ると、戸締まりを念入りにしていく。

　出入り口や窓にカギをかけるのはもちろん、風ふ呂ろ場ばのドアの前や、出入り口の前にシャツや下着に靴下などを散らかしておく。昼間でも宿直室の中は暗いので、上う手まくいけば不審者が忍びこんでも足をすべらすかもしれない。実際の効果は薄うすいだろうが、気休めにはなる。

「とりあえず、できる限りのことはやったよね」

　自分自身に言い聞かせると、佑は押し入れを開ける。

　押し入れは中なか板いたを挟はさんで上段と下段に分かれているが、下段には既すでに布ふ団とんが敷しいてあった。そこへもぐりこむと、襖ふすまを閉める。

　真っ暗になった押し入れの中で、佑は布団を頭からかぶった。

（これで寝ている知らない間に誰だれかに刺されて……みたいなことは大丈夫だろうけど、相手がもしも幽ゆう霊れいだったら……いや、だから、それは考えても無駄か）

　そして布ふ団とんの中で寝返りを打つ。

（仮眠しなきゃ、身体からだがもたないぞ）

　けれど今こうして横向きになっている間にも、実は後ろで幽霊も添い寝みたいな形で横たわっていて、みたいなことを考えてしまい、なかなか寝つけない。余計な想像力や妄もう想そう力のおかげで、何度も寝返りを打つ羽は目めとなるが、やがて力つきるようにして、その動きが止まる。

　そこから先は爆睡だった。

　元々、昨日は一睡もしていない上、思春期の男子はいつだって眠い。

　枕まくら元もとに置いた目覚まし時計の長針が何度もぐるぐる回り、短針は半周以上回る。

　かくして佑ゆうが目覚めたのは、もう夕方になろうかといった時間帯だった。

（ああ、ちゃんと生きてる）

　開口一番ならぬ起床一番、そんなことを思いながら佑は襖ふすまを開ける。

　室内は佑が眠る前のまま、何も変わっていなかった。目の前に幽霊が立っている可能性はあるものの、少なくとも包丁を握った不審者が立っている、なんてこともない。

　佑は室内を片づけはじめた。

　わざと散らかしていた衣類を回収し、それらをたたんでバッグへ仕し舞まおうかといったところで、急に外が騒さわがしくなった。

（あれっ、どうしたんだろ）

　カラスの鳴き声が聞こえるのだが、童謡にあるような「カアー、カアー」といったのんびりした調子ではなく、濁にごった声こわ色いろで「ガアッ、ガアッ」と騒ぎ立てている。

　普ふ段だんなら放っておいたかもしれないが、今は警備員のお仕事中だ。職業意識が働いて、佑は見に行くことにする。

　とりあえず押し入れにバッグと衣類を押しこむと、佑は宿直室を後にした。

　校舎の外へ出たところで、音の通りがよくなった。

　カラスが騒ぎ立てる鳴き声に交じって、時々「おらっ！」や「痛いっでーえっ！」といった人の声まで聞こえる。

「た、大変だ。人が襲おそわれてる？　助けに行かないと」

　あわてて佑は音のする方へと走りだす。

　カラスの鳴き声や人の叫び声は校庭のある正門の方向だった。

　グラウンドに出た時点で、二羽のカラスが舞い上がっては急降下をくり返す光景が見えたが地上付近は塀へいがあり、誰が襲われているのかはわからないはずだった。しかし聞こえてくる声で佑は誰だかわかってしまう。

「あれ、この声、氷ひ室むろくん？」

　声そのものもそうだが、言ってること自体が氷ひ室むろらしい。

「人間をなめるなーっ！」

　あと時々ヤキトリがどうのとも言っていた。佑ゆうの走るスピードも自然とあがる。

「た、大変だ。早く何とかしないと、近所迷惑になっちゃう」

　正門の隣となりにある通用口を開けると、案あんの定じよう、カラスと大立ち回りを演じていたのは氷室秀ひで人とだった。

　右手に木刀、左手に金属バット。宮みや本もと武蔵むさしもかくありきといった姿だが、警察官に見つかればパトカーに乗せられて、どこかへ連れて行かれることだろう。

「何をやってるんですかっ!?」

「おおっ、相あい葉ばか。いいところに来た。お前も戦えっ！」

　氷室が金属バットを差し出すが、佑にはそれがパトカーの乗車券にしか見えない。

「そんなことできませんって……それより早くこっちに」

　カラスの攻撃をかいくぐるようにして、佑は氷室の腕を引っ張って校内へと向かう。

　しかしカラスの追撃はやまない。

　元々、五月はカラスの繁はん殖しよく期で警戒心が最も強くなる。言い換えれば最もカラスが狂暴化しやすい時期なのだ。

　そこに金属バットや木刀を振り回したので、カラスも完全に逆上し、しつこく追いかけてくる。たまらず佑は氷室を引っ張って校舎の中へと避難する。




　時を少しばかり前後して、佑が西端の扉から飛び出すのと入れ違いの形で、旧校舎の中央玄関裏口にジャージ姿の少女があらわれた。

　真ま伊いでも舞ま衣いでもなく、妹まい原ばら愛あいだ。

　浮かない顔で愛は下駄箱に靴を入れると、廊下を歩き宿直室へ向かう。

（昨日はやりすぎちゃったかも）

　舞衣の挑発的な態度もあって、愛も頭に血が上ってしまったが、時間の経過と共に後悔しはじめたのだ。

　最初はツンデレではないが「驚おどろかすけれど、手料理もご馳ち走そうする」みたいな形で、それなりにバランスの取れた計画のはずだった。

　けれど結果的には一方的に驚かせただけで、しかも真伊と舞衣にも迷惑をかけてしまった。

　結局のところ愛もお人ひと好よしなのかもしれない。ちょっと意地悪したら、たくさんやさしくしないと、自分の中でつり合いが取れないのだ。

（できれば夕食をご馳走するとか、何らかの埋め合わせをしたいけど……もしくは一緒に掃除をするとか、何かさせてもらえれば）

　そんなことを考えて、愛もジャージ姿でこの時間になってから様子を見に来たわけだ。

　しかし職員室や校長室を通りすぎ、宿直室へやって来たものの、出入り口の戸は半開きになっていて、何やら外はカラスの鳴き声で騒さわがしい。

（餌えさでも取り合ってるのかしら）

　そんなことを思いつつ、愛あいは半開きとなっている宿直室の戸をノックする。

「相あい葉ばくん、いる？」

　もう一度、同じことをくり返したが、返事がないので、宿直室の中をのぞきこむ。

　室内は無人で、愛はまるで吸いこまれるように宿直室へ上がりこむ。

「妹さんたちもいないなんて、変ね……三人とも、どこへ行ったのかしら」

　二人がアパートへ帰ったことを知らない愛は室内を暫しばし見回していたが、押し入れが半開きになっているのに気づく。

（どうしたのかしら？　部屋の出入り口だけじゃなく、押し入れの襖ふすまも半開きだなんて）

　そんな不信感を抱いたこともあって、愛は押し入れをのぞきこむ。

　するとそこには布が散乱していた。

　その中の一枚を、何の気もなしに愛はつまみ上げる。その瞬しゆん間かん、時が止まった。

（こ、これはパンツ）

　ボクサータイプのパンツで、誰だれのパンツかは一いち目もく瞭りよう然ぜんだ。

　顔が耳まで赤くなると同時に、愛は目を閉じる。

（お、落ち着きなさい。妹まい原ばら愛……こ、これはただの布よ。ただの布を相手に興奮したり、変に意識するなんて、発情期のお猿さるさんじゃないんだから。平常心、こんな時こそ、平常心）

　そこへ不意打ちの形で、廊下が騒そう々ぞうしくなった。

「何でこんなところで暴れるんですか？」「暴れてたんじゃない。仕返しだ」

　男子の声、しかも二人だ。

（あわわわわわああわわっ！）

　あわてふためいた愛は佑ゆうのパンツをお手玉してしまう。心臓は口から飛び出す寸前だった。それでも何とかキャッチすると、右を見て、左を見て、天てん井じようと床も見た。

（ど、どうしよう……下へ手たな言い訳するより、ここは平然としてた方が……『開いてたから入ったわよ』とか）

　そんな言い訳をしようかと思ったところで、ふと愛は自分が握りしめている物を思い出す。

（あ、あたし、何を握りしめてるのよっ!?）

　気づけば、パンツを握りしめた女子高生が宿直室に無断侵入している図だ。言い訳なんかできる状況ではない。

　愛の額ひたいに冷や汗が浮かぶ。

「ええっ、仕返しって？」「昼飯を食った帰り、襲おそわれたから、仕返しに来たんだ」「ええっ、カラスに仕返しですか？」「そうだ。カラスに、だ」

　段だん々だん、近づいてくる男子の声に愛あいはちょっとしたパニックになった。

（この声、もしかして氷ひ室むろくん？）

　去年までは同級生だったこともあって、愛も氷室秀ひで人とがどんな人間かはよく知っていた。

（ど、どうしよう……こんな状況で氷室くんに見つかったら、どんなことを言われるか……妹原が宿直室に忍びこんで男子のパンツを握りしめてたなんて噓うそを言いふらされるかも。そしたら、あたし、学校へ行けなくなっちゃう。最悪じゃない）

　もっとも、最悪も何も、それは噓ではなく、客観的な自分の姿だったかもしれない。

　極限状態の中、男子の声はどんどん大きくなる。

「逮たい捕ほされたらどうするんですか」「先に戦争をしかけて来たのは向こうだぞ」

　そして会話の中から飛び出た「逮捕」の一言が決め手となった。

　気が動転した愛は咄とつ嗟さに身をひねるようにして押し入れへ飛びこんでいた。

　ほとんど入れ代わる形で、佑ゆうと氷室が宿直室に入る。

「しかし痛いてぇな。あーっ！　血が出てるじゃないか」

「とにかく手当てをしないと……」

　とりあえず見つからずにすんだが、愛としてはほぼ最悪の状況だった。

　一応、戸を盾たてにする形で身を隠しているのだが、押し入れは半開きのままで、膝ひざを立てて体育座りしている愛の横腹あたりは隙すき間まから光が射しこみ明るくなっている。

　真正面からだと見えないだろうが、斜めの角度からなら丸見えだった。

　そんな危うい状況下、襖ふすまがゆれた。佑が手をかけたのだ。

（お願い、開けないでっ！）

　愛の願いも虚むなしくシュタッという小気味好よい音と共に押し入れは全開になった。

「包帯でもあるのか？」

　心なしか、氷室の声もよく響ひびく。

　もう愛は生きた心地がしなかった。その猫ねこ目め石いしのような瞳ひとみには佑の姿が映っているが、心理的な重圧もあって、まるで高層ビルでも見上げているかのようだ。氷室を見ている佑は顔を横にしているが、正面を向いた時点で、愛の学生生命は絶たれる。

（お、終わりだわ）

　もしもこの場に霊れい感かん少女の真ま伊いがいたならば、愛の頭から何か白い煙みたいなものが上がっていくのを見えたかもしれない。霊れい魂こんとかエクトプラズムとか呼ばれる何かだ。

　けれど佑はなかなか愛にトドメを刺さない。横向きのまま、氷室との話を続ける。

「いえ、でも僕のシャツがあるから、それを裂けば包帯になるかな、と」

「そんな包帯、俺おれが嫌いやだよ」

「そうですか……そうかもしれませんね」

　そしてピシャリと押し入れの戸が閉まる。

　真っ暗になった世界の中で、真っ白に燃えつきた愛あいの首がだらりと横に倒れる。

（し、死ぬかと思った……）

　実際、心臓は破裂寸前だったし、息だって苦しい。ただ布を口にあてていたので、多少の消音効果はあったはずだった。

（んっ？　あたし、何を口にあててるんだろ）

　それは見るまでもなく、少し考えればわかること。そう、佑ゆうのパンツだ。

（し、死にたい）
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　押し入れの中の真っ暗な空間の中、愛は亡き母の顔を思い浮かべる。

（お母さん……あたし、もうお嫁に行けないかも）




　一方、押し入れの襖ふすまを挟はさんで反対側の世界。

　襖を閉めた佑は押し入れから離れる形で、出入り口へと向かう。

　木刀と金属バットが転がっているので、片づけようというわけだ。

（転んだら危ないから）

　そんなことを思いながら佑は木刀と金属バットを拾い上げるが、ふと木刀の刀とう身しんに文字が彫られているのに気づく。

「あれっ？　この木刀、何か字が彫ってある……ムサシ」

　カタカナで彫られた字を佑ゆうが読み上げると、氷ひ室むろはニヤリと笑う。

「ムサシの剣さ」

「ムサシの、剣……」

　咄とつ嗟さに佑の脳裏に浮かんだのは実在しつつも半なかば伝説の存在、宮みや本もと武蔵むさしの姿だ。

　無論、本当に宮本武蔵の木ぼく刀とうなら、その価値は億の単位となるだろう。

　普通なら、有り得ない。

　けれど佑は氷室の異い母ぼ妹まいである美み唯いがアパートの改装費や家電製品の購入で百万単位の金額をポケットマネーからポンと出すのを見ていた。

（そ、そういえばテレビで顎あごの長い人が『リッチですかーっ!?』って叫んでたような……）

　当然、続くセリフは『お金があれば何でもできるっ！』だ。矛む盾じゆんがあるだろうか？　否いな、ない。むしろ気力や元気といった実体のないものより相応ふさわしい。

　そう、お金はあらゆる違和感を解消する現代の魔ま法ほうなのだ。

「あ、あの伝説の武蔵……」

　この一言で氷室が悪ノリしてしまう。

（おっ、相あい葉ばも話がわかるじゃないか）

　不敵な笑みを浮かべると、氷室は芝居がかった仕し草ぐさでうなずいた。

「そう、伝説の七しち聖せい剣けんの一つ。ムサシの剣だ」

「で、伝説の七聖剣……」

　連れん鎖さ的に佑の脳裏に浮かんだのは真ま伊いの顔だった。

　普通の人間なら聖剣なんて噴ふん飯ぱんものの話かもしれないが、佑には霊れい感かんの強い妹がいた。しかもこの学校の二階には幽霊もいる。

　霊が存在するなら、悪あく霊りようや怨おん霊りように対抗できる武器があってもおかしくないし、何よりそんなアイテムが存在して欲しかった。

「も、もしかして、これを使えば相手が幽霊みたいな実体のない敵でも倒せるとか？」

「もちろん。伝説の木刀に斬きれぬものはない」

　尊大な雰ふん囲い気きを演出する形で重々しく氷室はうなずくと、ネタをインフレさせる。

「だがそれだけではないぞ。七本の聖剣をすべて集めると、ドラゴンがあらわれて、世界を統べる王になる力を与えてくれる。その意味するところがわかるか？」

「い、いいえ」

「Ｏｎｅ、一人の王の下、世界は永遠のＰｅａｃｅ、平和が訪れる……即すなわちワンピースっ！」

「わ、わんぴーす……そ、その伝承、僕もどこかで聞いたことがあるような気がします」

　大おお真ま面じ目めな顔をした佑が声を震ふるわせると、押し入れの中で愛あいが口をパクパクさせ、音のない声でツッコミを入れていた。

『伝承じゃなくて、マンガかアニメでしょっ！　あとボールを七つ集めるアニメとか、学園忍者ドラマとか、何か色々混ざってるっ！』

　そしてボケの応おう酬しゆうを続けていると信じて疑っていない氷ひ室むろは高らかに宣言する。

「俺おれは聖せい剣けん王おうになるんだっ！」

　その一言で佑ゆうの目は金色のバットへ向かう。聖剣王を目指すということは、聖剣を集めようとすることでもある。ならば既すでに複数の聖剣を氷室が所有していてもおかしくない。

「も、もしかして、このバットも……」

　すると氷室は抜かりはないとばかりに不敵な笑みをこぼす。

「そう、それも伝説の七聖剣の一つだ」

　それから金属バットを回して少しばかり角度を変える。そこには油性マジックで太々と文字が書いてあった。

　それを佑は声を出して読み上げる。

「お、黄金バット？」

「そう、伝説の剛ごう刀とう、黄金バットだ」

　それから氷室が「アッハハハハッ！」と高笑いをあげる。

　これがマンガの一コマなら、氷室の背はい後ごには高笑いをあげるマント姿のガイコツと、コウモリがパタパタ飛とび交かう絵が描かれていることだろう。

「ちなみに伝説の七聖剣で最強を誇るのが、伝説の真しん剣けん、北ほく斗との剣だ。ただ真剣だけに持ち歩けないから、家に置きっぱなしにしてあるんだがな。何せ持ち歩くと銃刀法違反だ」

　再び氷室は高笑いをあげるが、それを佑は変な形で納得してしまう。

（そ、そういえば、教科書か、テレビの番組で似たような刀を見たことあるような……四し天てん王のう寺じの七しち星せい剣けんだったっけ？）

　テレビやマンガ、それから元プロレスラーの名言はうろ覚えだったが、皮肉にも実在する国宝については正確だった。

　佑はマジックで黄金バットと手書きされた金属バットを見つめると、深いため息をこぼす。

「これさえあれば、きっと二階の幽ゆう霊れいも……」

　押し入れの襖ふすまを挟はさみ愛あいと氷室が同時に怪け訝げんな顔になる。

　そして事情に心当たりのある愛は青ざめた。

（ま、まさか、伝説の武器とやらで、幽霊と戦うつもり？）

　しかし何も知らない氷室は単純に首をひねるだけだった。

（二階の幽霊……俺の聞き違いか？　いや、何か元ネタがあるのかもしれないな）

　しかしその元ネタがわからない。だから氷室は適当に話を合わせることを選ぶ。

「いいだろう。その黄金バット、相あい葉ばにくれてやる」

「ほ、本当ですか!?」

　佑の瞳ひとみがキラキラ輝かがやくが、氷室は芝居がかった仕し草ぐさで横を向く。

「だが、伝説の聖せい剣けんを使いこなすのは並大抵のことではないぞ。聖剣の力は持ち主の潜在能力を引きだすだけだ……お前にそれが使いこなせるかな？」

「持ち主の潜在能力を引きだす……」

　再び佑ゆうの脳裏に妹の顔が浮かぶ。

（真ま伊いなら霊れい感かんが強いから、聖剣を使いこなすことができるかも……でも、僕にはそんな特別な力なんて……）

　あきらめそうになった佑を励ますかのように氷室が謎なぞをかける。

「伝説の聖剣を使いこなせるか否いなかは、そのバットに相応ふさわしい力がお前の中に眠っているかどうかにある」

「バットに相応しい……ハッ！　そうだ」

　瞬しゆん間かん、佑の脳裏に浮かんだのは中学時代まで打ちこんでいた野球。フライを捕ろうと両手を広げる先輩、ベンチに座って声を出す後輩、マウンドの上に立つ同級生。走そう馬ま灯とうのようにセピア色の思い出が流れていく中、最後に金属バットをかまえた自分の姿が浮かび上がる。

（ぼ、僕はもしかして、このために野球をやってきたのかも）

　佑の目にうっすらと涙が浮かぶ。

　確かに霊感で苦しんでいる妹を守ろうとする兄が、変な力に目覚めるシーンとしてはタイミング的にピッタリだ。

　そこへ絶妙な形で氷室のアシストが入る。

「その顔、何か心当たりがあるのか？」

「はいっ！　僕、中学まで野球をやってましたっ！」

　佑が声を弾ませると、氷室は重々しくうなずいた。

「いいだろう、相あい葉ば。伝説の剛ごう刀とうを試すがいいっ！」

「はいっ！」

　佑の大きな声に、押し入れの中で愛あいがずっこけた。

（なんで、こんな時だけ勇ゆう敢かんになっちゃうのよっ！　相葉くん、きみはもっと憶病者で弱虫だったはずでしょ？）

　すると愛の心の声に呼応するかのように、佑が素す振ぶりをはじめた。

「こ、こんな僕でも」ブンッ！

「このバットさえあれば」ブンッ！

「幽霊だって」ブンッ！

　一言ごとに迫力ある空気音が響ひびき、愛の頭から血の気けが引いていく。

（ちょっと待ってよ。相葉くん。何から何まで信じすぎじゃない？　二階の幽霊って中は人間なのよ。あたしなの。その聖剣だって、氷室くんの冗談だって……ってゆーかぁ、少しは疑うことを覚えようよ。どうして何もかも信じちゃうわけっ!?）

　愛あいの中で、佑ゆうは何でも信じる超危険人物と化していた。

　だがそれも無理はない。ここ数日、愛の目を通して佑の姿を見ると、次のようになる。

　愛の用意した偽にせの仕事を信じて旧校舎に泊まりこみ、舞ま衣いの破は綻たんした話を信じてあやうくキスしそうになり、それから白いシーツをかぶって脅おどかすと幽ゆう霊れいだと信じて、氷ひ室むろの言った冗談を真まに受けて七しち聖せい剣けんまで信じこむ。

　目の前にあるすべてのトラップを凄すごい勢いで片っ端から引っかかっているのだ。ここまでつき抜けると、単なるお馬ば鹿かさんのバーカーサーを通り越して立派な狂戦士バーサーカーだ。

　現に今、かなりいっちゃってる精神状態で金属バットを振り回している。

　おかげで愛は頭を抱えこみ、涙ぐむ羽は目めとなる。

（もう死ぬ。絶対、死んじゃう……あたし、金属バットで殴り殺されるんだわ）

　愛の脳内劇場で寸劇みたいなやりとりが展開される。

　白いシーツをかぶった自分が佑から横殴りのフルスイングを受け、ホームランのロゴ文字がポップアップ。戦果を確かめるべく、意気揚々とシーツを剝はぐ佑の姿。

　そして中から自分があらわれるシーン。

　イメージは新にい美み南なん吉きちの名作「ごん狐」だ。

　最後のシーンに自らの姿を重ね合わせ、愛はひっそりと涙をこぼす。

（ご、ごめんね、相あい葉ばくん……悪戯いたずらをしようとしたんじゃないの……あたし、あなたを助けてあげたかったの……ガフッ）

　そして精神的に愛が昇天したのと呼応するかのように佑は素す振ぶりを終える。

「ふ～っ。いい汗、かいちゃった」

　汗を拭ぬぐうと佑はさわやかな笑みを浮かべるが、同時に重大なことに気づく。

「あっ、でもこんな高そうな物をもらうわけには」

「いいさ、気にするな」

　氷室にとってこの金属バットは、カラスに襲おそわれて、ついカッとなって買ってしまった程度のものだ。しかし佑の方も座ざ右ゆうの銘めいは「タダより高いものはない」である。

（ど、どうしよう……タダでもらうわけにはいかないけど、でもこれさえあれば、もう真ま伊いが幽霊に苦しまずにすむんだ）

　普段なら間違いなくタダではもらえないと返していたところだが、短期的にも長期的にも幽霊に効果がある武器がどうしても欲しい事情がある。

　思い悩んだ末、佑は数日前に美み唯いから言われた話を思いだす。

「そうだっ！　いい物がある」

　佑は押し入れの対面にある壁へ向かった。そこには壁掛け式のハンガーラックがあり、制服が吊つるしてある。そして制服のポケットから、壊こわれた腕時計を取り出した。

　美唯は「腕時計なら、うちの兄に見せるといいわ」と言っていたし、氷室のことを「腕時計には詳しい」とも言っていた。

（これなら気に入ってもらえるかも）

　伝説の聖せい剣けんとつり合いが取れるとは思えなかったが、今の佑ゆうにとって精一杯の誠意だ。

「あの、これ、バットとの交換ってことで、どうでしょう？」

「ん～っ？」

　腕時計を見た途と端たん、氷ひ室むろは訝いぶかしそうに片かた眉まゆだけをひそめたが、実際に腕時計を手に取って吟味しはじめると、段々その表情が真剣さを増していく。

「パテックのカラトラバ、手巻きか……ボロボロだが、本物だな。どうしてこれを？」

　その声こわ色いろにただならぬものを感じ取って、小しよう心しん者もので貧乏な佑は疑われているような気持ちになってしまう。おかげで無意味に口数が増える。

「こ、これ、盗んだとか、ひろった物をネコババとか、そんなあやしい物じゃなくて、前に住んでいた大家さんから敷しき金きんの代わりとしてもらった物なんです。売れば二万円か三万円くらいにはなるだろうって……敷金は一万五千円だったんですけど」

「フ～ン、これが二万か三万ねぇ……」

　金属バットの値段はピンからキリまでの世界で、ちゃちな物だと数千円からあるが、氷室が購入したのは高校野球の公式戦でも使えるそれなりの物だった。

　価格は約二万円、ほぼ等価値の交換となる。話としては矛む盾じゆんがない。

　おかげで氷室は、この期ごに及んでも佑が伝説の聖剣を本気にしていると気づかなかった。ただし腕時計の価値は気づいていた。

「これ、もっと高く売れるぞ」

「本当ですか!?　もし敷金より高く売れたら、それは立たち退のき料として、もらってもいいとも言われたんで、安心して売ってもらっていいんですけど」

「立ち退き料？」

　再び氷室が怪け訝げんな声をあげるので、佑は今までの経けい緯いをかいつまんで説明する。

　住んでいたアパートの大家が亡くなり、孫の女性が相続したので、追い出される形となり、その際にオンボロ洗せん濯たく機きと、離婚した女性の元夫からこの腕時計をもらったこと。

　一連の経緯を聞き終えると氷室が渋じゆう面めんになる。

「相あい葉ばはとことんお人ひと好よしだな……俺おれなら徹底的にゴネてるぞ。仮に相手がヤクザや弁護士を連れてこようと、立ち退き料を請求するな」

「でも、アパートは元々大家さんのものなのにゴネるだなんて……」

　それに弁護士はともかく、ヤクザがあらわれては真ま伊いを危険な目に遭あわせてしまうかもしれない。妹を抱えて、無用なトラブルを起こすわけにはいかなかった。

　肩を落とす佑の姿に、氷室は鼻で大きく息をする。文字通りの鼻はな白じろむだ。

「フンッ、まあ、いい。それより、相葉には借りがあったな」

「そ、そうでしたっけ」

　心当たりがなくて佑ゆうが首を傾かしげると、氷ひ室むろは意味ありげに眉まゆをひそめる。

「俺おれが財布を忘れて困ってた時、金を貸してくれただろ」

「ああっ、最初の時……でも、あれはちゃんとお金を返してもらってますよ？」

「それとこれとは別さ。ピンチを救ってもらった借りってのがある」

「そう、ですかねぇ？」

「ところで、相あい葉ばはこの腕時計をどうしたい？　売って金にするもいいし、修理して使うのもいいぞ」

「一応、それはこのバットと交換のつもりなんですけど」

　怖こわ々ごわと佑が肩をすくめるが、氷室はめんどくさそうに頭をかいた。

「変なところで律りち儀ぎな奴やつだな……そういえば最初に金を借りた時も、一〇倍返しを受け取らなかったんだったけな」

　それからしばらく氷室は天てん井じようを眺めていたが、やがて意を決したように手を打った。

「よし、わかった。こうしよう……俺がこの腕時計を売ってやる。そこから金属バットの金を差し引いた額をお前に渡そう」

「えっ、その腕時計ってこのバットより高いんですか？」

「当たり前だろ。いくら伝説の聖せい剣けんでも、元は金属バットだからな」

　洒落しやれのつもりで氷室が笑うと、おかげで佑は変な形で納得してしまう。

（そうか、きっと宮みや本もと武蔵むさしの木刀や四し天てん王のう寺じの七しち星せい剣けんなら、骨こつ董とう価値のせいで高いけど、この金属バットは新しいから、値段そのものは普通の金属バットと同じぐらいなんだ……霊れい感かんや霊能って値段のつけようがないもんね）

　結局のところ、そうあって欲しいというのが佑の願望だったのかもしれない。

　霊感に苦しむ妹を救いたかったし、元々はこの腕時計もエアコンの調達資金の一部とあてこんでいた。こうなると気になるのはいくらで売れるかだ。

「こ、これって売ればどのくらいのお金になるんでしょう？　もちろん、バットのお金を差し引いて」

　佑がゴクリと喉のどを鳴らすと、氷室はニヤリと目を細める。

「質屋かショップへ持って行けば、三〇万か四〇万ぐらい」

「フッ！」

　瞬しゆん間かん、佑の顔は真っ赤になり、息も止まった。何せ国立なら大学の入学金をまかなうことができる額だ。

　大金が佑に白昼夢を見せる。

　場所は大学の構内。季節は春。桜の花びらが舞い散る中、満面の笑みを浮かべた真ま伊いが両手を広げて「おにい～ちゃ～ん。うち、大学生に、なれたけ～ぇ」とクルクル回り続ける。

　そんな妹のしあわせな姿を妄もう想そうし、息が止まった佑ゆうはそのまま心も身体からだも向こうの世界へ逝いきそうになってしまったが、氷ひ室むろが現実に引き戻してくれた。

「ただし完動品ならな……でも、これは壊こわれてる」

「な、なんだ、やっぱりそうなんですね」

　やっぱりオチがあるんだと佑が胸を押さえて、ゼーハーと荒々しい息をくり返すと、氷室は渋い顔をして腕時計を眺めた。

「しかし、本当に惜しいな。状態が良くて、箱や証明書なんかの付属品もそろってれば、六〇万や七〇万でも売れるような代しろ物ものだぞ。コンディションが悪すぎる」

「そ、そんなに凄すごい腕時計なんですかっ!?　だったら修理すれば、それなりのお金になるんじゃあ……」

　再び佑が色めきたつが、氷室の顔は渋いままだ。

「正規ディーラーにもっていけば修理代が三〇万はかかるだろうな。下へ手たすりゃ四〇万や五〇万……それから革バンドを交換する必要があるし、ケースが傷だらけだからポリッシングもした方がいいことを考えると、別途五万くらい上乗せがいるかもな」

「しゅ、修理するだけで、そんなにかかるんですか？」

「何せオーバーホールをするだけで、正規ディーラーだと五万や一〇万の世界だ……もっともオーバーホールなら二万か三万でやってくれるショップもあるだろうが」

「だったら、そういうお店で修理をしてもらうのはどうでしょう？」

「オーバーホールなら部品交換なしでもできないこともないが、修理になるとほぼ確実に部品交換が必要になる。そして純正以外の部品を使ったら最後、価値はガタ落ちさ」

　皮肉な仕し草ぐさで氷室が肩をすくめると、まるでシーソーのように今度は佑の肩が落ちる。

「なるほど……じゃあ、結局、どうしようもないんですね」

　ある意味、佑の人生はこんな感じばかりだった。

（やっぱり顎あごの長い人の言う通りなんだ……お金があれば何でもできる）

　そして佑はお金がないから何もできない。

　深く、長いため息を佑が吐くが、氷室は笑いながら腕時計をブラブラとゆらす。

「まあ、でもこの時計ならジャンク扱いでも、それなりの額で売れるぞ。仮に金属バットの値段を差し引いたとしても、二万や三万の敷しき金きん分ぐらいは余裕で何とかできるだろ」

「ほ、本当ですか!?　本当にそのくらいのお金になったら、僕、凄く助かるんですけど」

　途中で数十万単位と夢が大きくなってしまったが、元々は腕時計が三万円で売れれば万ばん々ばん歳ざいだったのだ。

　一周回って謙けん虚きよな気持ちが戻った佑は足が震ふるえたが、氷室は安やす請うけ合あいだ。

「おう、任せとけ……善は急げって言うし、心当たりのあるところへあたってくる」

　そしてポケットに腕時計を仕し舞まうと、軽い足取りで宿直室をあとにする。

　その後ろ姿に佑ゆうは深々と頭を下げた。

「よろしくお願いします」

　元野球少年の元気潑はつ剌らつな声はよく響ひびく。押し入れの中で愛あいも佑の迫力に怖おじ気けづいたほどだったが、同時に氷ひ室むろが帰ったことで光こう明みようも見み出いだしていた。

（相あい葉ばくんなら、話せばわかってもらえるっていうか、何か適当に誤ご魔ま化かしても、信じてくれちゃいそうな感じ……『あれ、あたし、何でこんなところにいたんだろ。てへっ』とか）

　愛は頭の中でシミュレートするが、その心の声に答えるかのように佑が独ひとり言ごとをつぶやく。

「真ま伊い、氷室くんと妹まい原ばらさんのおかげでちゃんとしたクーラーが買えそうだよ……僕ら、お母さんからも捨てられたのに……でも、僕らを助けてくれる人がいるんだよ、真伊。うううっ」

　押し入れの中から、愛は死んだ魚のような目をして心の声で問いかける。

（ねぇ、相葉くん。どうしてそれを今、口に出して言うのかしら？　きみは普ふ段だんから独り言をブツブツ言うわけ？　そういうのって普通はマンガで言うところの心の声とかモノローグで他人には聞かせないものでしょ？）

　けれど押し入れの外から聞こえるのはかすかな嗚お咽えつ、おかげで愛は膝ひざを抱えて涙ぐむ。

（もう今さら出られないわ……何としても相葉くんに気づかれない形で脱出しなきゃ）

　しかし脱出のチャンスはなかなか訪れない。

　ほとんど生なま殺ごろし状態のまま、時間は無意味に、そして無む慈じ悲ひに過ぎていく。

　ただし一つだけ愛には都合のいい点があった。

　それは佑が自分の行動を「そろそろカレーでも食べようか」や「ちょっと勉強しようかな」といった形で逐ちく一いち、声に出すこと。結局のところ、佑も幽ゆう霊れいが恐こわかったのだ。声を出すと、多少は恐さをまぎらわすことができる。

　だから愛からすると、ワンチャンスでもあれば何とかなりそうなのだが、逆に事態は悪い方向へと向かう。

「さてと、そろそろお風ふ呂ろにしようかな」

　青ざめた愛が横を向く。そこには暗くてよく見えないが、佑の下着があるはずだった。

（た、大変だわ。絶対、押し入れを開けることになっちゃう……ど、どうしよう）

　押し入れの中で愛はオロオロするが、何かできるわけでもなければ、逃げる場所があるわけでもない。仕方がないので最後の手段に訴える。

（神様、神様、どうか、お助けください）

　そう、神頼みだ。

　クリスチャン式に指を絡からませて必死になって祈っていると、天に通じたのか、ドボドボと浴よく槽そうに水が落ちる音をＢＧＭに佑が歌うように独り言をつぶやく。

「僕、ちょっとトイレに行って来ようかな」

　押し入れの中で、死にそうな顔をしていた愛の表情が一変する。

（神様、ありがとうございます）

　決定的にして最後のチャンスのはずだった。この機会を逃せば座ざして死を待つのも同然。

　佑ゆうが宿直室を出ると、愛あいは数時間ぶりに押し入れから出る。

　そして宿直室の出入り口へ向かうが、その途中で黄金の金属バットが愛の瞳ひとみに映る。

（これはバイト期間中は預かっておいた方が良さそうね）

　佑の性格からすれば、この金属バットを持たせると手に負えなくなりそうだが、逆に金属バットが消えても幽ゆう霊れいのせいにすればあっさりと納得しそうと愛は考えたのだ。

　金色に輝かがやく狂気ならぬ凶器を抱きかかえると、愛は宿直室を脱出する。

（さてと、どうしよう）

　建物の構造からすると、逃げるルートは二つある。

　一つは目の前にある扉から外へ出る方法だ。ただしここから出ると靴がない。しかも戸の開け閉めをしている間に佑がトイレから出てくる可能性もある。

　そしてもう一つのルートは二階経由だ。

　宿直室の前には進入禁止のロープが張られた階段がある。これは佑の行動を制限するために愛が準備したもので、使用には問題がない。

　この階段から二階へ上がって廊下を渡り、中央階段を下りれば佑と出くわすことなく、玄関へたどりつくことができるのだ。そこには愛の靴もあった。ただし距離が長いので、その分、気づかれる危険性が高くなる。

　少し悩んで愛は後者のルートを選ぶ。

　腰を屈かがめて、進入禁止のロープの下をかいくぐると、足を忍ばせて階段を上がりだす。

　するとほぼ同時だった。廊下に佑の声が響ひびく。

「ふ～っ、すっきりした」

（うわっ、早い。男子のトイレって、何でこんなに早いのよ）

　感覚的にもう少し余裕があると思っていた愛は少しだけ焦あせるが、同時に自分の選択が正しかったとほくそ笑む。もしも宿直室前の扉から出ようとしていたら、タイミング的に見つかっていたはずだ。

　佑が廊下を歩き、愛はコソコソと階段を上る。

　かくして佑が宿直室へ入った時点で、愛は二階へ上がりきることに成功した。

（急がなきゃ。廊下を歩く音で気づかれちゃう）

　今、宿直室の中は浴よく槽そうへ水をためる音で、物音が聞こえにくいはずだった。

　愛は口から心臓が飛び出しそうな思いをしながらも、二階廊下を渡る。そして中央階段付近までたどり着いたところで、妙案を思いつく。

（そうだわ、ここまで来れば、もうコソコソする必要はないじゃない）

　一階に下りたら、何食わぬ顔をして宿直室へ顔を出せばいい。真ま伊いと舞ま衣いはいなかったし、場合によっては最初に計画していた通り、手料理を振る舞うのもいいだろう。材料は祖母の家にある。ただし一点だけ、困った要素があった。

　愛あいはマジックで「黄金バット」と書かれた金属バットをしげしげと眺める。

（これ、どうしよう？）

　学校を出て、自宅か祖母宅へ置いておくべきか、校内のどこかへ隠しておくかと少し考えた末、愛は時計台の駆動部に隠すことにした。

（この中に入れてカギをかけとけば安心よね）

　愛はポケットから薄うすい金属板のような物を取り出す。この隠し扉のカギで、さながら旧時代のカードキーだ。それを壁板の隙すき間まに差しこむ。

　何度か上下させると手応えがあり、愛はニンマリと笑う。

（時代劇なら『こんなところに扉があるとはお釈しや迦か様でも気づくめぇ』って場面かしら）

　愛が壁を押し、隠し扉が開いた。

　周囲も暗いが、中は輪をかけて暗い。

　そおっと愛は中へ足を踏み入れるが、その刹せつ那な、足がすべった。

（やばっ！　昨日のシーツ）

　感触に心当たりがって、愛の脳裏に昨夜の一連のシーンが走そう馬ま灯とうのように巡る。

　闇やみの中、息をひそめた自分の姿。脱ぎ散らかした白いシーツ。そして非常口の扉。

　あの時、佑ゆうと舞ま衣いも混乱していたが、愛だって混乱していた。普段の愛なら、脱ぎ散らかすような真ま似ねはしなかったはずだが、後悔しても時、既すでに遅し。

　次の瞬しゆん間かん、愛は床に叩たたきつけられていた。

（きゃんっ！）

　しかもあたりどころが悪く、肘ひじに電気が走る。そして気づいた時には金属バットが右手からすっぽ抜けていた。

（ああっ！）

　咄とつ嗟さに愛は手をのばそうとしたが、肘がしびれてイメージ通りに身体からだが動かない。

　無情にも金属は派手な音を立てて、階段を転がり落ちはじめた。




　一方、佑は風ふ呂ろ場ばで水道の蛇じや口ぐちを閉めていたところだった。

「さてと、お水もたまったし、今度は湯沸かし器のスイッチを入れようかな」

　相変わらず一人でブツブツつぶやいていたが、まるで静寂を叩き壊こわすかのような派手で甲かん高だかい音が鳴り響ひびく。

　元野球少年だけに音の響き方に心当たりがあり、風呂場から飛び出た佑は金属バットを置いていたはずのところへ視線を走らせる。

（金属バットがない。やっぱり不審者だ）

　愛あいには佑ゆうが何でも信じるお馬ば鹿かさんのバーカーサーに見えたかもしれないが、佑が信じるのはあくまで真ま伊いの霊れい感かんと照らし合わせて有り得る範囲内の話でしかない。むしろ真伊の裏づけがない分、佑にとっての物理現象は人間の仕し業わざを意味していた。

　不審者を捕らえるべく、佑は宿直室を飛び出した。




　その時、二階では愛がもたつきながらも、ようやく立ち上がったところだった。

　動揺する愛の瞳ひとみに映ったのは踊り場に転がった金属バット。まるで吸いよせられるかのように愛は白いシーツを抱きかかえたまま、階段を下りていた。




　佑と愛、二つのベクトルが同じ地点を目指す。

　単純に距離からすると佑の方が長かった。しかし気が動転していた愛は足取りがおぼつかない。逆に佑は迷いがなかった。

　距離と速度、別々のアドバンテージを握った戦いの軍配は愛に上がる。しかし愛の方が先に踊り場に達したものの、佑もほぼ階段の真下に到達しようとしていた。

（このままじゃバレちゃう）

　咄とつ嗟さに愛は白いシーツを頭からかぶっていた。

　そして夜の木造校舎で、階段を挟はさみ愛と佑が対たい峙じする。

　白いシーツをかぶったまま愛は階段の踊り場で腕を激しく振る。

（恐こわがれ、恐がりなさいっ！　恐いでしょっ!?）

　その姿は階下にいる佑からすれば、十字架にかけられたイエスを描いた巨大なステンドグラスを背に西洋風の幽ゆう霊れいが今にも襲おそいかかろうとしている姿に見えるはずだった。

　憶病者の下級生はその光景に悲鳴をあげて逃げだす……それが愛の期待であり、愛の目を通した相あい葉ば佑という少年の姿だったのだが、あっさり裏切られる。

「うおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおっ!!」

　雄お叫たけびをあげて佑が猛然と階段を駆け上がりはじめたのだ。

（えーっ！　うそーっ!?）

　あわわてて愛は二階へ上がろうと逃げだすが、既すでに佑は階段の半なかばまで駆け上がっていた。

（絶対に捕まえてやるんだっ！）

　確かに佑は卑屈な小心者かもしれない。けれどそれはどちらかというと不幸な境きよう遇ぐうから来た後天的なもので、先天的な性格は正義感と責任感の強い「お兄ちゃん」だ。

　そう、いじめられっ子だった舞ま衣いを救うため、一対三の戦いでも引かなかったヒーローだった少年が、かつての輝かがやきを取り戻したのである。こんな時に限って。

　踊り場に駆け上がった佑は、二階への階段を上がろうとする白いシーツ姿の不審者へ向かって飛びついた。

「おとなしくしろっ！」

『ウグッ！』

　思わず愛あいは声をあげそうになったが、口を両手でふさいで耐える。けれど元々男子対女子、体力差や状況からすると絶望的だった。

（お母さん……もう、ダメ）

　一いつ瞬しゆん、愛はあきらめそうになったが「お母さん」の一言が呼び水になって、佑ゆうの言っていた言葉が頭の中でリフレインをはじめる。

『僕ら、お母さんからも捨てられたけど、助けてくれる人もいるんだ』『僕ら、お母さんからも捨てられたけど』『お母さんからも捨てられたけど』『お母さんからも』

（ここであたしが捕まったら、相あい葉ばくんたちは誰だれも信じられなくなるかも）

　そんな思いが愛を必死の抵抗へと駆りたてる。

　だが白いシーツを一枚挟はさんで、佑も必死だった。

（こいつを捕まえたら、みんながしあわせになれるから）

　相手は真ま伊いや舞ま衣いを狙ねらった性犯罪者予備軍かもしれないし、恩のある学校に仇あだなす泥棒か放ほう火か魔まかもしれない。そうした敵に対する怒りがあったし、不審者を捕まえることで真伊や舞衣の身が安全になるはずだという思いもあった。

　けれど何より大きかったのは、仕事を紹介してくれた愛に報いたいという気持ち。

（妹まい原ばらさんは僕と真伊に手を差しのべてくれたから）

　白いシーツは派手に暴れるので、近づくだけで、殴られるか、蹴けられるかして、とにかく打撲系の攻撃を受けるのだが、佑は捨て身の覚悟で押さえこみにかかる。

「抵抗をやめろっ！」

　佑の手がしっかりと白いシーツの不審者をつかむ。

　そして白いシーツの中で愛は目が点になる。

（えっ？）

　これがもしもマンガの一コマなら、佑の手の近くに「むにゅ」なんていう効果音が描かれていたことだろう。

　そう、佑の手がつかんだのは、愛のおっぱいに相当するはずの領域だった。

　もっとも当の本人はそれを気づかない。無我夢中だったこともあるが、指先から伝わる感触が骨だったのだ。

　もしも愛の胸がＣカップぐらいのふくらみでもあれば、佑だってファーストタッチで相手が女の子だと気づくことができたかもしれない。

　けれどＡカップの悲劇。

　正義は我にありと信じて疑わない佑の手は、執しつ拗ようなまでに白いシーツをかぶった愛の胸をつかみ続けようとする。それを必死で払いのけようとする愛。

　その攻防の最さ中なか、佑ゆうが叫ぶ。

「おとなしくしろっ！　変質者め」

（へ、変質者はどっちよーっ!?）

　愛あいの心の声に応こたえる形で、再び佑が叫ぶ。

「抵抗しても無駄だっ！　あきらめろっ！」

（さ、サイテーッ！）

　白いシーツの中、顔を真っ赤にした愛は捨て身の攻撃に打って出る。胸元の防御を捨て、腕を激しく振った。肘ひじ鉄てつの高速連打だ。

　下へ手たな鉄砲も何とやらで、その中の一撃が、上う手まく佑のみぞおちに入った。

「ぐふっ！」

　一いつ瞬しゆん、息ができなくなり、さすがに佑も膝ひざが折れる。その瞬間、これが最後のチャンスと愛は全力で階段を駆け上がる。

『ま、まてぇ』

　声も出ない身体からだで、それでもなお佑は不審者を逃すまいとする。息も満足にできず、意識が朦もう朧ろうとする中、懸命に腕をのばす。

　その手が何かをつかんだ。しかし急に手応えが軽くなる。

（逃げられた？）

　あともう少しだったのにという無念さをにじませながら、佑はその場に倒れこむ。

　その時だった。

「きゃあああああああああああああああああああああああっ！」

　夜の木造校舎に可か憐れんな悲鳴が響ひびきわたる。

「へっ？」

　ちょっぴり息が戻った佑が手にした物を見ると、ほかほかの布だった。暗がりの中、ステンドグラスからこぼれる光で、それが学校のジャージ、しかもズボンであることがわかる。

（ま、まさか……）

　見上げると、階段の途中で白いかたまりがプルプルと震ふるえていた。

　咄とつ嗟さに事態の全ぜん貌ぼうはわからなくとも、少なくとも白いシーツの中の人が女子で、彼女は今、非常にデリケートな状態にあるのは見当がつく。

　しかも何となく声に聞き覚えがあった。

　佑が階段を何段か上ると、白いかたまりは怯おびえるようにビクーッと動いた。佑はなるべく刺激をしないよう、ほかほかのジャージを白いシーツの足元へ置く。

「あ、あの、お、お返ししますね」

　それから佑は後あと退ずさるようにして階段を下りていく。

　すると白いシーツから、細い腕がのびた。そしてジャージをつかむと、そのまま中へ引きずりこんだ。

　白いかたまりがモゾモゾ動きだす。やがて、その動きが止まった。

「ぷはーっ！」

　シーツがめくりあがって、中から人が出てくると、佑ゆうはその場で土下座した。

「申し訳ありませんっ！」

「さ、最初に言っとくわ……」

　階段の上から愛あいが声を震ふるわせると、土下座したまま佑も身体からだを震わせる。

「は、はい……」

「こ、今回の件はあたしが悪かったら、許す。でもね、許さない、許さない、許さない、許さない、ぜぇえええええええったい、許さない」

「す、すいません」

「だから謝あやまらなくていいの。最初に許すって言ったでしょ。あたしが悪かったって」

「でも許さないって」

「だから、許すけど許さないのっ！」

「い、意味がわかりません」

　涙目のまま佑が訴えると、愛も多少は気持ちが落ち着いたらしく、声のトーンを落とす。

「もう、今回は本当の本当に許すけど、これ、あたしじゃなかったら、絶対の絶対に警察へ通報されてるわよ？　だ、だって、わかっててやってたでしょ？　いくら相手が不審者だからって、そこにつけこむような真ま似ねって人としてどうかと思うの」

　言ってて自分でも恥ずかしくなったらしく愛の顔が赤くなるが、佑の顔は青いままだ。

「わかってて、って言いますと？」

「だ、だから、ほら、シーツの中が仮にあたしとはわからなくても、女の子だってのはわかったでしょ？」

「いえ、僕、ぜんぜん気づかなくて……どっちかって言うと、真ま伊いやしいちゃんを狙ねらって忍びこんできた男の人かと思ってたから」

　しょんぼりと佑がうなだれると、愛は茫ぼう然ぜん自じ失しつとした表情で尋ねる。

「な、何で？　わかるでしょ……だって、ほら、相あい葉ばくんはどこをさわってたのよ？」

「ど、どこをって？」

　真ま顔がおで尋ね返されて愛も返答に窮きゆうしたが、女子としてのアイデンティティーにかかわる問題だ。先ほどの二人の動きについて検証をはじめる。

「あのね、相葉くん。立ってみて」

「あっ、はい」

「あたしのこと、取り押さえようとしてどういう格好になったか、わかる？」

　この期ごに及んでようやく鈍い佑も事態を察したらしく、声を震わせる。

「ハッ！　ぼ、僕……妹まい原ばらさんに何て失礼なことを」

「ま、まあ、わかればいいのよ」

　顔を赤くした愛あいが不ふ承しよう不ぶ承しようといった顔でうなずくと、青い顔をした佑ゆうは涙ぐむ。

「で、でも、正面から抱きついて、女の子の胸に顔をうずめるような格好って、どう見ても犯罪者ですよね」

「えっ……顔をうずめる？」

　愛の顔が急に険しくなるが、佑は気づかない。

「えっ、ええ……違うんですか？　も、もしかしてお腹なかだったとか？」

　それだったらセーフかなと佑は思ったのだが、発言そのものがアウトだったかもしれない。愛はこめかみをピクピクさせながら、ワンオクターブ低い声で尋ねる。

「そ、それじゃあ、相あい葉ばくんの手はどこをさわってたことになるのかな？」

「ですから、背中」

　次の瞬しゆん間かん、愛の拳こぶしが佑の顔面をとらえた。

「あれはあたしの胸っ！」

「ガフッ！」

　吹っ飛んだ佑が床に倒れると、愛は震ふるえる拳をつきつけた。

「あれは胸だから、あたしのおっぱいなの。あなたが顔を押しつけてた方が背中。今回だけは許してあげるけど、次はグーで殴るからね。脅おどしじゃなく、本当の本当にグーで殴っちゃうからっ！」

「す、すいません。本当の本当にすいません……あと、もうグーで殴られました」

　起き上がった佑がペコペコ謝あやまると、さすがに愛も盛大なため息をつく。

「もう、いいわ。あたしと相葉くんって、どう考えても、性犯罪の被害者と犯人って関係になったけど……許すから」

「す、すいません……ああ、僕、妹原さんに何てことをしちゃったんだろう」

　今にも泣きそうな佑の顔を前にすると、さすがに愛もテンションが下がる。

　それから暫しばし二人は無言になり、気まずい沈黙が続く。

　その沈黙を破ったのは愛だった。

　パチンと音を立てて手を合わせると、深々と頭を下げた。

「それから、あたしの方も、ごめんなさい。もうわかってると思うけど、昨日の幽ゆう霊れいはあたしの仕し業わざでした。あと、相葉くんたちの話、盗み聞きするつもりはなかったけど、耳に入っちゃったって言うか、知っちゃったって言うか、とにかく、志し井いさんが妹かもしれないって話を知っちゃいました。ごめんなさいっ！」

「ああっ……そう言われれば自動的に、そうなりますよね」

　佑が肩を落とすと、愛は更さらに深く頭を下げた。

「本当にごめんなさい」

「あっ、いえ、それは仕方ないことだから……ただこのことはみんなには内緒にしといて欲しいって言うか、あんまり言いふらさないで欲しいって言うか」

「そ、それはもちろん、誰だれにも言わないわよ。うん、約束する。絶対、誰だれにも言わない」

「ありがとうございます」

　佑ゆうが弱々しい笑みを浮かべると、愛あいは罪悪感で胸がうずいた。

（本当は全部、あたしが悪いのに……）

　佑が謝罪する原因を作ったのは愛、そして愛が謝罪する原因を作ったのも愛だ。それでいて佑が謝あやまる時は長々と続き、愛が謝る時は手短に話が終わってしまう。自分の中でつり合いが取れなくて、愛はいたたまれなくなってしまった。

「あの、本当にごめんなさい。お詫わびとか、罪つみ滅ほろぼしって言うのも何だけど、バイト料を少しアップして払うから。他ほかにどう償つぐなっていいかわからないから」

　そしてこの何なに気げない一言がきっかけだった。

（えっ？　払うから……）

　佑の頭の中で記憶の数々が浮かんでは消えていく。生徒会室での愛、バイト料の額、真ま伊いと一緒に歩いた廊下、壁を見ている幽ゆう霊れい、偽にせの幽霊。

　それらが一つの真相を導きだすと、佑は盛大なため息を吐いた。

「ああ、そっか……そういうことか」

「そういうことって？」

　愛が小こ首くびを傾かしげると、佑は力なく笑う。

「お金を、もらうことはできないですよ……だって、これ、本当の仕事じゃないですよね？」

「えっ……」

　咄とつ嗟さに愛が言葉に詰まると、佑は名探偵の顔になる。

「だってバイト料を払うだと、その主語は妹まい原ばらさんになりますよね。もしもこれが学校からの仕事なら、バイト料を増やしてもらうよう掛け合うとか、そんな形になるはずだし」

「そ、それは単に言い間違えただけよ」

　愛は強きよう弁べんするが、佑は静かな笑みを浮かべたまま首を横に振った。

「最初、生徒会室で妹原さんは『クーラーを買ってあげる』と言いました。妹原さんにとって五万円くらいのお金なら、バイトを紹介するより、あげた方が簡単だったんです。けれど僕が受け取れないって言うから、噓うそのバイトで僕にお金を与えようとした……違いますか？」

　けれど本当の意味で佑にとって決定的だったのは、愛がどうして幽霊の真ま似ね事ごとなんかをしたのかといった点だ。それは一日一万円という高校生にとって高額のアルバイト料を、もっともらしく見せかけるためと考えればピタリとはまる。

　もしも仕事が本物だったら、こんな下へ手たな工作なんて必要なかったのだ。何な故ぜなら旧校舎には本当に幽ゆう霊れいがいたのだから。

　もっとも真ま伊いの霊感を根拠とするこの推理を佑ゆうは披ひ露ろうするつもりはなかったし、その必要もなかった。

　うつむいた愛あいは拳こぶしを握りしめていた。その手がかすかに震ふるえる。

「な、何で……何でよ……何でわかっちゃうのよ」

　愛も本当はわかっていたのだ。幽霊の正体がバレてしまった以上、遅かれ早かれこうなってしまうことを。

　夜の木造校舎に愛の金切り声が響ひびく。

「冗談を真に受けて、金属バットを聖せい剣けんだって信じるくせにっ！」

　完全に逆ギレだ。愛は遠慮なく盗み聞きで知ったことでも言ってやる。

「勢いに流されて、妹かもしれない女の子とキスしそうになったくせにっ！」

「いいーっ」

　昨日の舞ま衣いとの一件を思いだした佑は赤い顔をして半歩ほど仰のけ反ぞるが、続いて金属バットを見つめる。

「あれってただの金属バットだったんですか？」

「当たり前でしょっ！」

　つっこんだ愛の方が情けなくなり、顔を手で覆おおう。

「どうして自分が損する噓うそには騙だまされて、自分が得する噓には気づいちゃうのよ……バカ」

　咄とつ嗟さに佑の脳裏に浮かんだのは何な故ぜか真伊の顔だった。

　佑自身もお人ひと好よしかもしれないが、真伊は輪をかけてお人好しだ。普ふ段だんから素直すぎて誰だれかから騙されやしないかと心配させるくせに、佑のことだけは妙に気が回る。

（きっと、僕がいつもお金の心配ばかりしてるのと一緒なんだろうな）

　そして佑がもらうお金のことで神経質になっているのは、真伊のためだ。

　だから佑は力なく笑った。やさしい目をして。

「わかっちゃったものは仕方ないじゃないですか」

「どうしてそんなふうに笑えるのよ……笑ってられる状況なの？　親もいなくて、今の奨しよう学がく金きんだって高校を卒業したら、もらえなくなっちゃうのよ!?　どうやって生きていく気よ!?」

　プライバシーに関かかわる問題だし、答える義務もなかったが、佑にとって愛は奨学金を斡あつ旋せんしてくれた恩人だった。だから自分の人生設計を馬ば鹿か正しよう直じきに語りだす。

「僕、防ぼう衛えい大だいを目指してるんです。寮で食事も出るし、毎月、お金がもらえるから……」

　その給与は税金を引かれても、東京で一人暮らしをする大学生の一ヶ月の平均仕送り額ぐらいにはなる。その大半を真伊の生活費にあてるつもりだった。そして入学金や授業料は奨学金を借りる予定だが、大学にも成績優秀を条件とした授業料の減免制度がある。真伊にも勉強を頑張ってもらい、なるべく奨学金を借りる額を少なくしてもらう。

　それが佑ゆうの高校卒業後の人生設計だった。

　冗談を真に受けて伝説の七しち聖せい剣けんなんかを信じた下級生が語る、あまりにも現実的な話に愛あいは暫しばし呆ぼう然ぜんとするが、やがてポツリとつぶやいた。

「妹さんのために犠ぎ牲せいになる気なの？」

　それから自らの言葉に導かれるかのように、愛はステンドグラスを見上げた。

　赤、青、黄、紫、そして黒。夜の灯あかりが色つきガラスの小しよう片へんを通過して、色とりどりの光の欠片かけらとなり、一枚の絵を描く。

　十字架にかけられたイエスの姿。

　愛が何を言いたいかわかって、佑もステンドグラスを見上げた。

　それからしばらく二人は無言になるが、その沈黙を破ったのは今度は佑の方だった。

　薄うす暗ぐらいい階段の踊り場で、降りそそぐ光の欠片を見つめながら、親のいない少年がつぶやく。

「ちいさな頃ころって、いつか何でもできるようになる、そんな万能感を無意識のうちに持ってるって思いませんか？」

「えっ？」

　突然のことで言葉を失った愛へ、佑はどこか遠くを見るような目で微笑ほほえみかけた。

「たとえば将来の夢を訊きかれたら、男の子ならプロ野球選手、女の子ならアイドル、そんな一握りの人間しか実現できない夢の職業を無む邪じや気きに答えたり、今はできないことがあっても、大きくなったら、それをできるようになるって何の疑いも抱かなかったり……そんな万能感」

「そういうのは、あるかもね」

　ぎこちなく愛がうなずくと、再び佑はステンドグラスを見上げる。

「僕は子どもの頃、ヒーローになりたかった」

「ヒーローに？」

　その漠然としたイメージに愛が首をひねると、佑はステンドグラスを見つめたまま笑う。

「悪い奴やつらと戦い、世界を救う、そんなヒーローに……小学校の一年生か幼稚園児ぐらいの無邪気な頃ですけどね」

「女の子だったら、サンタさんを信じる、みたいな？」

「そうかもしれません……でも、みんな、少しずつ大人になる度たびに現実を知っていくんですよね。勉強しても、クラスには一人か二人、すっごく頭のいい人がいて、どうしても一番になれない。野球をやれば誰だれかがエースで四番になるけど、それは自分じゃない。同じように頑張ったつもりでも、どうしてもかなわない人がいる。やがてふと気づくんです……そうした人たちこそが特別な存在なんだって」

　それから佑はゆっくりと愛を見つめる。奢おごりも、卑屈さも、怒りも、哀かなしみも、そして笑いさえもない、感情のまったくない目で。その姿は奇妙なまでに落ち着き払っていた。

「でも僕は普通だった。特別でも何でもなかったんです」

「かっこ悪い。そんな考えなんて、絶対にかっこ悪いっ！」

　愛あいが咄とつ嗟さに叫んだ言葉を、佑ゆうはあっさり認めてしまう。

「僕もそう思います。つまんない人間だって……でも特別でも何でもない、こんな普通か、それ以下の僕でも、一つだけに絞ればできることもあるんです。たとえば特別な人にしかできないような大きなことは無理だとしても、このくらいなら何とかなるってことがあるから。だったら僕は妹を守りたい」

「いもうとさんをまもる？」

　愛の顔から表情が抜け落ちると、佑は少しだけ恥ずかしそうに肩をすくめる。

「守るっていう言葉の響ひびきはかっこいいけど、実際は面倒をみるだけのことで、世界中のお父さんやお母さんが普通にやってることですけどね。でも僕にはそれが精一杯だから。世界を救うヒーローになれなければ、チームを勝利に導くエースにもなれない。だけど、妹の面倒をみるお家うちのお兄ちゃんぐらいなら、僕にもできるから」

　それから淡い光の中で少年はやさしい目をして笑う。

「ヒーロー、エース、お兄ちゃん……ほら、随ずい分ぶんとグレードダウンしちゃったけど、犠ぎ牲せいじゃないから」

　いつしか猫ねこ目め石いしのような瞳ひとみからポロポロと涙があふれていた。

（やっぱり犠牲じゃない）

　愛の中で、相あい葉ば佑という少年は言動に一貫性がなく、矛む盾じゆんした存在だった。

　弱々しく、卑屈で憶病で、そしてそれを仕方ないと思える不幸な境きよう遇ぐう。それでいて金属バットで幽ゆう霊れいと戦おうとしたり、得え体たいの知れぬはずの相手へ飛びかかったり、憶病さと勇敢さがちぐはぐだった。

　けれど「自分のためではなく、誰だれかを守る時だけ戦う」なら、矛盾は解消される。

　そう、愛は気づいてしまったのだ。

　ヒーローになれなかったと笑う少年の中にヒロインがいることを。

　頼りなくて、情けない。誰の目にもそう映るはずの少年は、たった一人の少女を守るために身を犠牲にしてでも、ずっと頑張り続けている。

　だから少女は少年を、心から慕えるのだ。少女だけの騎士ヒーローとして。そして少年も少女のためなら犠牲を犠牲と思わないのだ。少年だけのお姫様ヒロインだから。

　そんな二人の関係がうらやましくて、愛は胸が痛んだ。思い浮かぶのは、かぐや姫のような黒髪少女の横顔。

　そう、ヒーローになれなかったと笑う少年のヒロインに、本当は自分がなりたかったのだ。だから愛は顔をわざと歪ゆがめて笑う。

「あたし、今いま頃ごろになって、ようやくわかった。相あい葉ばくんが生徒会室でクーラーを買ってもらうわけにはいかないって断った本当の意味を。そしてあたしがやらかしちゃったことの意味も」

「えっ？」

　佑ゆうが怪け訝げんな声をあげると、愛あいは必要以上に自分を責めたてる。

「つまり、あたしは悪役なんでしょ？　お金持ちの傲ごう慢まんな子が、貧乏で困っている子に、噓うその仕事を用意して、お金をめぐんでやろうとしただけなんだよね。だけど可愛かわいいお姫様を守るため、相あい葉ばくんは汚いお金を受け取らない。悪者なんかの借りを作りたくないから……そう言うことなんでしょっ!?」

「そ、そんなこと、ないですよ」

　たじろぐ佑に愛はわざと意地悪な声こわ色いろで尋ねる。

「だったら、バイト料を受け取ってくれるわけ？　あたしのお金でも」

「そ、それはできないって言うか……」

「ほら、やっぱり」

　それから愛は膝ひざを抱えて、その場に座りこむ。

（あたし、バカだ……悪いのはあたしなのに、困らせるようなことばかり言って）

　膝を抱え、すすり泣く愛を前にして、佑の胸にほろ苦い感情がうずまいた。

　時に善意は悪意よりも残酷に作用する。

　単純に佑だけの問題なら、笑顔で許すこともできる。

　けれど妹がいた。

　霊れい感かんの強い真ま伊いに恐こわい思いをさせてしまったし、何よりも、お金のことでぬか喜びをさせてしまったのがつらい。お年玉すらもらうあてのない相葉兄妹きようだいにとって、五万円もの臨時収入は大きかった。そして期待が大きければ大きいほど、落胆も大きくなってしまう。

　いつか真伊が言っていた言葉が佑の胸にしみる。

『ぬくいところから寒いところへ行ったら、よけえ寒いじゃろ。心も一緒なんよ』

　きっと誰だれも悪くない。

　けれど善意の板いた挟ばさみになった時でさえ、妹が犠ぎ牲せいになるのが佑にはつらかった。もう十分すぎるぐらいいろんなものの犠牲になってきたはずなのに。

（ごめんね、真伊……でも気持ちは僕と一緒のはずだよね）

　心の中で妹に謝あやまると、佑は万ばん感かんの気持ちをこめて感謝する。

「僕たち兄妹にとって、妹まい原ばらさんは神様みたいな人です」

「やめてよ……みじめな気持ちになるから。こんな時は怒りなさいよ」

　涙を手で拭ぬぐいながら愛が抗議すると、佑は微笑ほほえんだ。

「でも、僕らを助けようとしてくれたんですよね。それから奨しよう学がく金きんも紹介してくれました……いいことと悪いことがあった時、悪いことだけ見て恨むほど、僕らは恩知らずじゃないから」

「奨学金の紹介は交換条件だったでしょ。こっちが別のと手を切るよう頼んだわけだから紹介するのが義務じゃない。結局、あたしは何の役にも立ってないわ」

「そんなこと、ないです。奨しよう学がく金きんが増えたおかげで、僕らは凄すごく救われました。それに本当はクーラーだって、増えた額の何ヶ月か分で買えたんです。だけど、お金は少しでもあった方がいいって思ったから言いそびれちゃって……だから、ごめんなさい。僕がちゃんと言えば、妹まい原ばらさんも噓うその仕事なんか用意しなくても良かったのに」

　愛あいは黙りこんだままだった。

　結局のところ、理屈ではなく感情の問題なので、振り上げた拳こぶしの下ろす場所が見つからないのだ。

　そんな愛へ、佑ゆうは手を差し出した。

「何より、妹原さんは僕ら兄妹きようだいに手を差しのべてくれました」

　その手に導かれる形で、愛が見上げると、ステンドグラスを背に佑が微笑ほほえんでいた。

「妹原さんにとっては大したことじゃないかもしれないけど、僕ら兄妹にとって、それはとっても大きなことでした」

　相変わらず愛は黙りこんだままだったが、猫ねこ目め石いしのような瞳ひとみからは険しさが消えていた。

　それから少しばかり、膝ひざを抱えたまま愛は考えこむが、やがて口を尖とがらせながらも、妥協案を切り出す。

「だったらさぁ、昨日と今日の二日分だけでもバイト料を受け取ってくれない？　このままだと、あたしとしては収まりがつかないから」

「う～ん」

　今度は佑が芝居がかった仕し草ぐさで考えこむ。腕を組んで、目を閉じて、頭を右へ左へ傾ける。けれど結論は最初から決まっていた。どうしても譲ゆずれない一線がある。

「バイト料の件は、僕にとっての最後の意地ってことで、あきらめてもらえませんか？」

「最後の意地？」

　心に響ひびくものがあって愛が言葉をなぞると、はにかみながら佑が視線を落とす。

「妹がちゃんと一人で生きていけるようになるまで面倒をみること……それがお兄ちゃんとして、そして他に何もない僕にとって、最後の意地だから」

「そう……」

　愛は静かに目を閉じると、大きく息を吐いた。

（お兄ちゃんとして、ね……）

　女の子は欲張りな生き物だ。好きな人の一番になりたい、しかも自分だけを愛して欲しいと誰だれしも願う。だからシスコンもマザコンもモテないのだ。それは愛だって同じこと。

　けれど理屈と感情の折り合いがつくラインもある。

　愛が目を開くと、佑は再び手を差し出した。

　その手を、愛はつかまない。

　心の中にあった黒いトゲは消えたけど、ヒーローの手をつかむ役は今の自分ではないと思ったから。そう、あくまで今の自分だ。

（未来のキャスティングは変えられるはずよね）

　だから愛あいは自分の足で立ち上がる。

　そして悪役に相応ふさわしいセリフってものを言ってやるのだ。

「いいわ、今回はあたしも負けを認める。でもね、覚えておきなさい。あたし、あなたたちを必ずハッピーにしてやるから。次はグーの音も出ないほど完かん璧ぺきな方法で、しあわせにしてやるんだから、覚悟しとくといいわ」

「望むところです」

　それから色とりどりの光の欠片かけらが燦さん々さんと降りそそぐちいさな世界の中で、ヒーローになれなかった少年と、ヒロインになれなかった少女は静かに笑い合った。













　　　エピローグ







　五連休、二日目の午後。

　旧校舎の宿直室には身み支じ度たくを終えた佑ゆうが座りこんでいた。愛に昼食をご馳走になったこともあって、これから妹の待つアパートへ帰るのだが、やはり気が重い。

「昨日は調子のいいこと言っちゃったけど、真ま伊いに何て説明すればいいんだろう」

　妹の性格からすると、話せばわかってもらえるのは確かだが、多かれ少なかれ落胆させてしまうのも確かだった。どうすればショックを最小限に抑えることができるか。

　頭が痛いと佑はため息を吐くと、続いて死んだ魚のような目をして金属バットを眺める。

（っていうか、こっちの方がよっぽど説明のしようがないんだけど……どうしよう）

　ある意味、この伝説の聖せい剣けんは今回の一件の象徴的存在かもしれない。そう、夢見たものが大きければ大きいほど、かなわなかった落胆も大きくなる。

　薄はつ幸こうの貧乏兄妹きようだいにとって、希望という名の風船はあまりにも大きくなりすぎてしまったかもしれない。ただしエアコンの購入資金と除じよ霊れいアイテムは高望みだったとあきらめることもできるが、奨しよう学がく金きんとアパートの敷しき金きんの件は今までが理不尽すぎたという思いもある。

（せめて腕時計のお金が一万五千円以上もらえたらいいんだけど）

　そんなことを佑ゆうが考えていると、宿直室に氷ひ室むろがひょっこり顔を出した。

「よう、いたか」

　美少年よりも男前の二文字の方がよく似合う端たん正せいな顔がバツが悪そうに歪ゆがむ。

「すまん。最初に謝あやまっとくが、思ったより金にならなかった」

「で、ですよねー。ぼ、僕、最初からそうじゃないかと思ってました。あははははは」

　情けない顔で笑い声をあげる佑の顔は耳まで真っ赤だった。そしてちょっぴり涙でうるんだ目は泳ぐように金属バットへと向かう。

（ど、どうしよう……これを返すから、お金をくださいって言ったら怒られるかな。笑われるのは平気なんだけど）

　そんな佑の心の声に応こたえるかのように、氷室が一方的にまくしたてる。

「俺おれとしては金属バットの金なんかいらないんだが、だがそれじゃあ相あい葉ばはどうしても受け取らないだろうから、仕方がないから二万ほど抜くな」

「うっ！」

　口からでも喉のどからでもなく、お腹なかから音が出た。佑の顔に脂あぶら汗あせが浮かぶ。

（ど、どうしよう……二万円なら、土下座してでも）

　自分一人だけの問題なら、瘦やせ我慢もできたのだが、佑には真ま伊いがいた。ただでさえ期待していた臨時収入がなくなってしまったのだ。しかも二万円もあれば何週間分のご飯を食べることができるか。

　咄とつ嗟さに佑は畳に両手をついていた。

　その頭上へ、氷室がお札をつきつける。

「で、これがお前の取り分、八万な」

「えっ……」

　一いつ瞬しゆん、佑の動きが止まった。それから畳に手をついたままの姿勢で、首だけを動かして頭を上げる。すると頭上には薄うすいながらもお札の束があった。

「あ、あの時計が八万円？」

「そう、売れたのは一〇万なんだがな」

　ちょっぴり氷室は渋い顔だが、ようやく佑の心に感情が戻った。

「えっえええええええええええええええええええええええええええええええええっ!!」

　それはスウェーデン・ショックの時より、大きな衝しよう撃げきだったかもしれない。

「あ、あの時計が、ほ、本当にこんなに高く売れたんですか？　壊こわれてたのに」

　信じられないと佑がワナワナと身体からだを震ふるわせると、氷室が内訳の説明をする。

「あの時計は完動品なら質屋やショップなら三〇万か四〇万で売れるって言っただろ？　そして仕入れた店は客に五〇万か六〇万で売るわけさ。つまり客、一般人にとっては五〇万か六〇万くらいの価値があるから、四〇万か五〇万ぐらい修理代がかかるのがわかっても、差し引きで一〇万か二〇万ぐらいなら払うのも有りなわけだ。もしかしたら修理代が安くついて二〇万や三〇万ですむことも有り得るしな。もちろん、逆に言えば修理代が六〇万や七〇万ぐらいする可能性もあるが……まあ、俺おれが言うのも何だが、一〇万は妥当だと思うぞ」

　もっともその妥当や普通なのが残念とばかりに氷ひ室むろは渋い顔だったが、佑ゆうの顔は恍こう惚こつとしていた。普通や妥当でも佑にとっては十分だったし、何より巡りめぐって結局はエアコン購入資金の目標額と同じ額を手に入れる形になったのだから。

（こ、これでクーラーが買える。ま、真ま伊い……）

　現金が佑に白はく昼ちゆう夢むを見せる。

　場所はアパートの部屋の中で、季節は真夏。セミがミーンミーンと鳴く中、エアコンから冷風が吹き、白いワンピース姿の真伊が両手を広げて「おにい～ちゃ～ん。うちらの部屋、涼しい～け～ぇ」と満面の笑みを浮かべてクルクル回り続ける。

　そんな妄もう想そうの中の妹と一緒に踊るかのように、お札を頭上に掲かかげた佑はその場でクルクルと回りはじめた。










　　　あとがき




　タイトルに２とありますように「妹マイホーム」の続編です。

　このシリーズにはサブタイトルはありませんが、もしもつけるならこの巻は「妹、大勝利」といったところでしょうか。




　軽く内容紹介をさせていただくと、不思議要素のほとんどないラブコメです。ぜんぜんないとは言いません。何せ、ヒロインの一人である主人公の妹は霊れい感かん少女ですし、今回は幽ゆう霊れいが登場する他ほか、伝説の聖剣まで出てきますので。




　つまりまとめると、妹が伝説の聖剣で幽霊に大勝利……あれ？　おかしいな。ストーリーにかすりもしていない。一つ一つのキーワードはちゃんと作中から抜き出したはずのに……でも普通のラブコメのはずです。

　もっともストーリーがどうあれ、幽霊や聖剣が出ている時点で、柏かしわ葉ばの普通って何なんだと疑われちゃいそうな気もしないでもないですが、最後までお読みいただくと、納得できる余地もあるかもしれません。




　ところで１巻発売の際、ゲーム情報サイトの「電撃オンライン」に掲載していただいたメールインタビュー記事（Ｓｐｏｔ ｔｈｅ 電撃文庫）でも触れましたが、実は今回登場する新ヒロインは前作で登場する予定でした。けれど枚数的な都合から、やむを得ず登場シーンやエピソードを丸ごとカットしていたのです。

　はからずも（柏葉の能力不足から）遅れてきたヒロインとなってしまいましたが、前巻からの登場ヒロインたちと同様に御ご愛あい顧こをいただければさいわいです。




　最後に謝辞などを。

　ねばり強くおつきあいいただいた担当の高たか林ばやし氏、素す敵てきなイラストを描かいていただいた有あり河かわサトル先生、他にも多くの方に助力をいただきました。本を作るところから流通まで、この本が読者の方々の手に届くまでにかかわったすべての方々に謹つつしんでお礼を申し上げます。

　そしてこの本を手にとっていただいた方々へ、最大の感謝を。

　みなさん、本当にありがとうございます。


柏かしわ葉ば空そら十じゆう郎ろう
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柏かしわ葉ば空そら十じゅう郎ろう

50コルナ紙幣の肖像画部分。アルフォンス・ミュシャがチェコスロバキア独立時にデザインした紙幣の一つ。柏葉コレクションの中でもアートな一枚。ただし萌えない。
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イラスト／有あり河かわサトル

神戸市在住のフリーの原画家・イラストレーターです。最近は打ち合わせのついでに東京で吞んで帰るのが密かな楽しみ。ありがたい事に仕事が多忙で最近はもっぱら引きこもり生活に。通販にもためらいがなくなってきている。
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